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日 本 建 築 協 曾 版

本書 は現行の市街地建築物迭を始め本年改正賞施された

“ 市街地建築物法施行令" ・“ 同法施行規則" ・“ 同法施行細則"

(大阪府、兵庫廊、京都府、警榔【東京府】、神奈川照、愛知鯨) 等々その他“ 同法

関係法令" を全部網羅編纂したるものである 。 本書 はその性

質上校関に最も力を費し関係官鹿諸技師の援助を受けて出来

得る限りの正確を期した。表紙は堅牢にして木綴字なし又上

質紙を使って印刷の鮮明を計りその装臓の美麗さ携帯の至便

ごは多大の絶讃を博するこご L 確信す。

建築家、建築業者、建築率生其他者j しくも 建 築 じfahJ 係ある者

の必要欠く べからざる定本ご して敢て本書 を薦む。

. 定 慣 50 銭 送 料 6 銭 @

日本建築協 曾 護 行 lz tニヱ|期リ22庖
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憐近 の 聞 をついてのｩｉ 止令 の大き ｌ 、 ＱＱ｜Ｊ 事 の 、 その Ｒ 建設さ、準 ｊｬｾ のすさまじさ 、↑ Ａな勢柑換

の与 ｉ 雨 さを削るにつけ 、 その とりと め Ｑ Ａｴｾ さ ｦ ｈ｜ｲ ￬ｈ 反 された素人 ＱＱ 央 ￌｾ Ａｾ te訪怖 させる C

歴史 は 山 ＩＱＱ 匠 の 如き起伏 ｉ ｃＧ ｩ［ Ａ ［ む と 云ふ ｬ 形容は、 ｖ｡ ｲ ｩ･ｴｹ と Ｉ ｾに伏線的に一 つのｾ 凶 ｬ￯ ｬｬｨ ｦＮＺＪで

もあるとと ｬ ζＺｑｾ ｉｉ ＮＭｫ がとれるが 、 Ｑ 免 近の事象は地 Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ 的 ｉｃ ぶっても、時間的 ｉｌ Ｎ ｌｾ つ でもとのＩ杉

本は治 らないo 北支、 エチ才 ピ7 、 スペ f ン、日摘協定 、英凶、又!走って凶火から スベ f

ンをめぐっ ての肱税目指似1のたはへとーの事象の終婦を待たないで次の /1¥* 事が幼援する棋

は今日の歴史が物語的でないと云ふ黙で 、ーとまーとまの不辿純綿である。ジヤナ ーリズ

ムにしても 、7) <聞に i字トーったーの獲物を好奇心 l亡輝いてゐる我々の II RI ' L 認識せしめようと

してスポットライ トを陪廻 るが 、濯ない矢橋 l 件やの笠場I ' L I念、ーの場開のみの十分た投光

を許されなく 、三角; の事象へ角度を費へて了はざるを得ない有様で ある。

前の しぐ さが如何に殻股してゐょうともさも附心なささうな様子を繕ひ、- - ' : 1 . 解決した

かの J憾に柑人 をぎまんせしめてゐる常々である。かかる 切答への激 しいジヤナリスムのス

ポッ トライ トに よって同部的K 浮1-11 された事象は愈以って非歴史的にみ らt して了 はざるを

えな い。 とれはニ ユースl以誌 に迎合する近代人の111i 1人的友好奇心 を煽るレビュー効巣はあ

っても、輿論をつくる完全注目艮としては物定らない| 感がある。 どう しても事象を正しく時

間的に鋭か ら爪先迄客蹴m見して始 めて得 る普通J 的危判断が、輿論の輿論たる存在償値があ

ると云ふ ものに とってはと の不満 は更に 佑カnされる とと であらう 。

ょが一面、かか るスポッ トライ トIt; ):只の スポットライトで友く、意識的にか、無意識的にか

色とりどり のフイ J レタ ーによ って鴻 光したも のだけあって、動もすれば、ものの本来の色

合を病的に色付けされてゐるととも疑をいれたEぃ。f院に北支事盤、にしても 、邦囲内に於い

ては、日 本人は勿論イE邦 中華民閣人もと れに就いて正確友判断を得ん と努めながらも 、そ

の考へ方 の素材と友った報道機酬はーは邦宇刊行物であ り、ーは何かの色彩を高宇ぴてゐる

中華民間出版のものである 以上、一致した客観は件られるべく もない。

併しながら、かか Ｇｩｉ ｾ ｉ ｴｬＺ Ｑ され た事象も、 一つの 史的 表 現 であ る限り、とれら の断 片 を 抽 象

して 、今日の連続して纏った歴史として讃 ドす ととは必や しも不可能な事では ないと 思へ

るいとれらの切れ切れな事象 を水I前K 突 J -.げた品の底流の性質から 、延 いては1片界は ー

のJ IH念に到 しての弛 まない流れである とすれば、とのi倒汲f;i イIIJ 晶 を桁してゐるかをも は究

めたし、欲望に脳 られる 。



尤も世界の b レントを見極め 、歪んだ色彩を整色 して逆 l乙現象製的 l亡事象を 眺斑す事ば

至極困難な事柄である。が 、しか し未知の世界は窺知したいとの望みから手探り f亡ーつの

緒を計霊界に求め てみやろ。

計霊界の執i止の動向はとの黙で 、世界の底流からめ祇生物の 1例と しても観れる。それ

をみるには先づ近頃の1世仕界の大きい流れの一と して盈iにζ グ統制 庁の概念て

聯を ibうげ tな= ければたら 2友主い。

グ統制 F の是非は兎もあれ、そのi嘗花 1) は資本主義勃興以来との方の括目 l亡1買するもの

であって 、玖治純情綿ゆる機構に顕現して止まる J起を識らす字、今後如何なる部門に迄敷市

されてゆぐか 、 議測の ｈｾｪｪ ミない昨今で ある。

との統街IJ をクロニク J レ的に視れば、アメリカ合衆国先づ N R A 復興院によって明かに

Ｑ Ｑ ぞの ｾｉｬ のものとして Ｗｖｉ ＧＺ ｟ｲ，良 トｊ 亡浮上り 、 それｾ技体としてあった先行の概念的な ｕ 自 ｲｈ ｴ

議排 j犠 " " プレ ーントラストグの話が一瞬にして影淡くなったのは最近のととである。

とれは資本 ι 議選隊! としてのアメリカ i乙止まらたい。邦閣も N R A f L 代るに調査防の形

態の完成から 、H

た押しいlに乙押詰砧J占i め7たヒのである。今後、との泊々たるi J i t れは阻止せられそう K もたく、 T メリ

ヵ流統制の綿帥 J レーズベ J レト氏が再選され、猶ニューデイー J レは米国付玖最高裁判に於て

形式的に否定されたとは云へ、 J レ氏本人米だとのか統制 H は時 (- t l ' 乙治った役割をなした

と回想してゐる今日、何らかの形態左以って 、再・生産される事は疑を入れないととであ

る ｊ ヂ Ｑ Ｑ 閣に於いても 、 今後の調査局の ｈｾ し物は世人の注目の的である以上米だ上昇・の一時

を辿ってゐるやろである。乙れは成人の云ふ、資本主義の必然的殻肢の一段階として全阿

的に樹H- 1 と岡家的結束の先行であと見倣すならば、月辻合lの一間f而としての I! jj -I葺f 11 ↑tt 界へ

の此の反映を探索するもあ訟がち徒害事なるととで・もないでるらう。

11 2  

謹 f{. " 計 輩 。の辿ってきた道経を省みよう o iまって 、ク' ロピウスが者Ilili 的計査として"

大住宅地グ ( 1930年〉を健11品し問主はか建築主主情合理化 I!( 同年7月〉を首i J 昌して猶日浅く、

計輩、建築費量って大聞の偉むための目的にーさ欠的合理であれと云はんばかりの彼の言に l比

A はとれと云ふ纏った批判をなし得なかった のである。 との アイデ アは 、そ のかみ、英国

l乙於ける出| 港|都市の概念、スツトガ J レトの計 輩、ク イリヤム・ペンのフイ ラデ J レフイ ヤ計

垂案K 現はれた意図、シヤ J レJ レス ・ランファンの計霊等に鋭はれる 人間の者(1市に釘する欲

求とは 、その間幾多の差異を認めても 、何ら本質的なギャッ プを楳出せない事lま今夏釣!!買

さして悶明する迄もたい事である。クロピクス I-: I 歯時の枇舎の目指 した目標の代鵠者で あ

った許りでなく 、官時迄稽承されて jj ミた計輩 、建築の一次的欲求の合理化運動を更に傑い

ものにしたととは確である 。

この アメ リカ建設時代より 〆ロピウ スへの一期は恰も苛本主義名IJ 興 よ れ 繁 栄 期 へ の一

筋道を辿りつつあった背 4，，: J : 義歴史の一向iでもある 。 乙のゲロピクスの建築合理1 ¥化jji 動と



云ふ土壇場は 、と の文化の生みの母も帝岡主義只ーつの逃避路のみを残されて。押詰めら

れ、かすかに産業合理化等に よって前期資本主義の夜持物質 IC気息奄 々としてゐた時分に

符合してゐたのである。との:怖いでゐた深刻お: 1期間 1rJ: 、希望に満ちてゐた未完成の初期

l乙較べて綿ゆる賠で格段なものであったにせよ、その雨者の間何らの質的製: 化 を見出し得

たい事は他面、と のほ樟から生れた建築 と計ー董の双生児も軌を等し くす るものでるる。

併し今日と の嫡出子 Ｑ ｲｊＺ既 ｩ 乙異った Ｑ Ｇ ｾｩ 勢の元 ｬ 亡置かれゃう としてゐ ると とは、既製 のクＧロ

ヒ・クス時代の機械的合理化主義に先づ故武を施し 、新しい分野l亡目を J主ぎ質的特換に必要

な綿ゆる。工作を以って1M路を 見HIさねばならなくなった川せつぱつまりさ μ を見ても推し

て測られる 。 税近 アメリカに於ける玖治、紅梼.1-. の諸提案と波立 しての同土計輩、州・|計

輩 、 資源局の誕生はその生きた諮たである 。 との顕著な ｉｾＧ 界的一般現象は、同頒 ｬ 亡於いて

漣べたととろの過然性を多分に内包してゐるかの棋な Ht来事とは考へる水準の高さとして

は ｈ ｾ 服すべきものでなく 、 と れは資本主 義の常然の過程であって 、 意識 的なみ 策として

作ったト ラス ト 、 ｢ｻ レテＩｾ 、コ ンチエルン匂の形態の私的経惜統 制 の後 ｉｌ 続くべき、所謂

資本主義の正首な殻肢の一段階への移行の開始としてみるべきも のである 。只eu主K 方ぞい

て見透したとの事が} 象j自に反して酒々として腕野を俺はんばかりに接近して来たとと によ

って 、我々 は重明的な想ひをしただけのと とである。経i脅が幾分か理論的にながめられた

ととによって、岡家統制的生産) j ' 法を考へ I.Hされた如く、 F 計輩。も幾分の理筒責めから

その統制化と 意識的産業生産を目擦にせざるを得なくなったのである。との か計 聾 グのー

て欠的より二次的への傾きの度合1rJ: )レー ス、ベルトの計壷行玖方針を瞥見する迄もなく 、1633

-，{o，よ り1936年の僅々 4 タ年K J f る短期聞に 閣土計査局 ( Nati onal Pl anni ng  Board) 一一司

国土資源局 ( Nat i onal Resourse Board) ・一一国土資源委員合 ( Nat i onal Resources 

C つmmi t t 巴e) と生産に接近せんとしその改稿に遣がなかった事からも容易に察知出来る 2

1933 年 7 月、園土計聾局案の執行をみる迄の川・l憧: " 之云へば 、前週の如 く一次的な人

間の集合惜の生存を主題とする所謂英閣式田園都市計ー聾の概念より轄化された異性曜とも

云ふべきもので 、との年度頃から初め て生産的要素が か計委 11 fZ : 成文化されたものとして

1933年案は壷期的訟ものであるコ賞時執行のナl・|計聾の共通事項には 、従来の建築物の建設、

市計垂等の外に、悲に目新しく生産的な項目として 、天然資源、( N  atural  R esource) 、再移

民 ( Resettl ement ) が重要脱されてゐる i。

とのアメリヵ式州計・垂の本意は t )レス 氏の云ってゐる 、。現作人民の大部分が経情的困

難に直面してゐるのは主 主して全人民に 最 も利盆に 各種資源を活用せざるととに図る 、

即 ち終. 3 1 とを談想し之に適! 復する綜合的計霊を考応せざりしととに凶るので7ある。斯くして

不幸な枇合的、 Ｊ ｬ ｾ 情的状態を現出し、公費を ｩ 賠費し 、 人民は Ｑ 単品 ・ な天然資源 、 生産 力共他

人的地設を擁しながら無盆な苦しみを味ひ。( 尾崎氏論文より〕腕く常時迄のt r ! i . 勢へ者同

するととからアメリカ合衆凶全土l亡亘る 州計査が)!XJJ :したのである 。

3  11 



かかる資源の調査を立脚賠として 、ナ1'¥の綜合的 、経情的問護が貰施される今日のアメリ

カの州;十査は資源、の思惑に負ふ鴎が多いのである 。

との考ヘコケはアメリカの特産で' Ir.I: t'J. い。ナチス 玖策の一つの題目 L andesplannung から

行玖|届歪を無疏した粧諸的プロックを TF位にしてゐる乙とから推しでも 、ほ し と の 考 へ

を前提 として 出張したものである事がわかる。

ζ の地 ) / 1亡資源を求める事は強ち古本主義閣のW- ' 資ではない 。更に鰍聯t亡於けるゴスフ

ラン( 凶家計華同〉の傘げたと の) ，・Ifli の賞制は偉大なるものであって 、とれは克く同共和同

今日の) . 1 ; 礎を築いたと云はれてゐ tる。 1917年 10丹、同玖府首脳部 l'主同家計・華町を設け 、鋭

也 ， ｾ ｉ Ｂ ｪ 同 ｪ［ ＱｩＡ反の調査に従事し、以って Ｑ ，仙 Ｆ Ｑ の産業費 ｊＡ ｾｖｃ 決定的ｾＧＡ ， Ｍｲ ｗＮ ・をしたのである 。 之の

一例 として併制時代行淡の内蔵高は 1400j 意噸至 1500j 意噸と推定せられてゐたが、 l寸! みに 1余

る績倒的 ｉ 淵査の結 ＺＡＮｴ ｾは買に Ｑ ＰＰ ＰＰ j;;J.P鎖の多量のゐー炭が四歳 されてゐた事が判った。従来 1:

業資源lモ於いて 比較的劣るとせられてあった同凶が賞Ir.I: Il t W無出のが保件凶たる事を減っ

た講である 。ィ11111にせ よ鍛にせ よ共 の他の産物l亡於ても多くの資源を閤土中rc 蔵してゐる

ととを護見し、今夏友がら鵜異すると共に同局の調査 を ｊ ｾ 礎とし安んじて Ｕ ナ年計華遂行

の決定を抱 くに至ったので ある。如J折、今日の同閣と以前の同闘の図家苛源K1Hする見舗

の大きた聞きは全く従来の官吏が専ら特権の城壁の中に安逸 を主主一り自己の財産保全以外に

は岡家的資源の開護に志ざすとと等は全く念ｾ長に友く現状を以て満足しゃ ｪ 笥［綜合的なが ｬ 祭

FJi J査をしたかったとどに起凶してゐたのである 。如j折、同闘に於て園家計壷! i i l の利用宜し

きを得て、撤米先進国に遅る L とと約半 I世紀の後、後進的産業献態を脱 し、今や彼等を追

越さんとしてゐる有様である 。c nli 玖研究.] K 於ける和久間賞氏のf 1936年版縦聯邦要覧』

の紹介より 〉。

殺到iの今日にでも 、緊喪主主 E要事項のみ事更に 191佐紀的た自 IU主義をふりかざして巧み

に凶越してゐた玖府は国家の任務は躍友る公安の維持にかぎると云ふ今日迄の月Ir 謂 H 夜得

出家。の域を一歩出でんとして、と乙に国策樹立遂行の綜合的・統制機闘の設立がはかられ

たのである 。 その現貰 化 ｉ ｲＮｉＺ前ｾの調査局の後に績くものとして昭 和 ＱＱ 年末法 制 局が立案し

た綿務願、調査局が成立した綿務院として現れたのである 。前者は企輩局( 調査局の改稿〕

情報局( 情報委員舎の改稿〕資源、防及び統計局によって構成され、後者は綿務、企霊童、予象

3字、情報の各局に分たれてゐるとと Ir . I : 周知のととである 。 との遅砕き友がらのコ‘ スフ ラン

はーに前述の考へ方の現軍への協げに外たらぬものでるって 、との成案は 1 ク月も経たね

内に( 昭和12年 1 月12 日の故後決定案〕 中央行玖機構改革に附する築 として 、遂に情報委

員舎を存続さす外 、企萱、資源、統計の三品及び併凶経械金議の設立の誕びに至ったので

ある 。

以れも 、 資源であり凶後ｻ的統 備 ｉｊ で ・ ある 。 との閥次的統 制 もが ｪ｜ 情的と云ふ ＱＱ ｊｾＨ が 悩 く ｉ ｉ ｈ 解

ってゐる 。貨に 、1I l"外 をii 主じてのこの泊々たる弁流は 、l産業立同の1l<J IIの討議外 を見逃す
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わけはなく 、 本協 ｫ 問的 ｋ 彩られ 、風 土 順化 され戸 ｾ ｲ 調地 Ｉｲ 計書の 慨念と迄怒 ったのでゐる。

大正 8 年 、現行の者flib吉十警の端緒ーともなる べき 者llili 計霊法制 定され、 且つ都市計議委員

併が官 制として 設置されてとのん ｜ との 筋 の 挽岱 者の終結は一途 ｩ 亡 郁 Ｍ Ｂｩ の Ｑ Ｂｊ ら か の計霊 ｾｌＺ

l向け られ、そ の怜術を傾けて都市の解>，t ll 、構成l乞絵念がなかったのである。しかし十数年

の 勿Ｉ Ｉ の ｬ 協 は 、 的象たる 郎ｲＡ ｩ ーが 、 釘象 ｴ 亡 十 ｾ ｟ ｉ Ｍ Ｎ げる 以前 より既に 者 ｉｉ ｲＡ ｩ ＭｃＭあ り、 子絞い ｘｾ 科技

術て'- I' I 根本的には如市1I ともしえない既成経憤機構のーで・あるといふ厳然たる事買を'1菩識っ

た事である 。 更に都市の賓惜は人形が人形師に操られるが如く姪情諸Ｚ［ｉ ｊ ｾ 作用され 、可 税

的な、昔日rll形態はとの責特から波生した色とりどりの美 しい泡沫であれとの絢側たる泡

沫lて都市計書の目僚は遊にあるかくの 如 く心 を傘はれてゐる事をも向質した内で・ある。と

の自覚は併せてと の郁子11-経惜の! 事 力の加はってゐる根本的念事故に 鯛ては全く無力で・ 、抽

象的である自 身を も内省し たのである。

併 し か ｪ 十議 ｗ は既 成荷 Ｑ Ｑ ｲＡ Ｑｾ ｾ 見 切り をつけ 、 ｉ 見ー問～問 ｼ 京 ｼ都 ｬ Ａｩ を 同願するには、あまり ＱＱ ＱＧ の

rll を多く識過 ぎて ゐた計 叢挽任者であったのである 。 との スランプK 陥らんとする慮をfι

く数情したのは、前j主の資源、統制と云ふ世界の波に i学んだ地ノケ計ー重、岡土計 j 撃のサ J レペ

ー ヂ舶であったのである 。 そ の 内、最も大きく悶 ｾｉ 映じた の は、 ｊ レ ー スベルト玖策 主資源

肋と の 結託である 。 封岸の 御手放 を見習ったのか 、偶然の 合致か 廷に常 皮の目標を 地カＮｾ

11J たのである 。

1、既成者fl -，!J ・のみに減る事を拠 葉して、未だ制度の約済 力の浸潤してゐない未完成地域

に着11ft す ると と。

Ｒ ，苛源等 ［の名者ｾをもって 、計 書基 礎か ら絞慣と結びつくと と 。

とのこつの主題目を得て 、一昨び、活溜主主活動力を感退へさうとしてゐる今日の計費界であ

る。第 3 回全問者flili 計霊合議に提出 された近畿 2 府 5燃の意見書はとの意岡が明かに顕れ

てゐるので興味があるグ 地 Ｑｩ ｾ 十養の趣 向 並に目的とするは 、 大 都市 の不健全なる 過 大 化 を

抑制 し、共の膨脹ブj を衛星都市に分長せし めるため 、治背; お: る農耕絡地の保存 、住宅及工

場の来務計聾を策立し 、一悼と して最も控碑的危健康的 た有機的附係 を保中寺し、以て相互

の健全た る護建 を期すると とにあ り、之は従来の者flili 計書のみを 以てしては到底賀現 を期

し得 なかった貼である 。従って 、地))百十重の w;械は之等の 目的 を達成するに dL、要なる範

|草l、即 ち母市 主地内!的 、符情的 、品1:合的に緊符不可分の閥係を有する範聞 と定むるのが最

もi通常と考へる P と健議された。遊に留意すべきは 17板、である 。

アメ リカ の資源品 、 首Ａｾ聯邦 のコ ー スプラ ン 、邦 岡の地Ｉ Ｉ 別委 、 以れも資源、に緩 心 を 見ｴｉ ｜ し

てゐるわけであるが 、かか る責務、は生産諸カ のー として の償値であって、資源、のみの絶全I

f買値としての有難さでは たいのである 。

ζ の結、生産が第一義的たむのである。

従来邦岡に於ける窒素肥料工業のはかばかしくない生産) J! ' I 窒素肥料の資源に乏 しきに

5  11 



よる之の因果論は今日脆無的危考へとして省みられたく怒った。かかる責務、の乏しさは此

の工業の生産に何ら の根本的主主将桔之友ら友い。 交換債値を持たたい空気中の成分中よ

れ 電 力によって窒素が分離される事は工業的に賃設され. 土地上里離責務、はその存有償値

を危まれやろ之してゐる今日である。とれは一例に過ぎない。生産カが天恵物質に大きい

制御を感じてゐたい事は、邦閣の商品生産力が物資豊かた諸外闘を遥かに凌駕してゐる事

から推しても理解出来る10 ドイツ 玖府の地方計ー重が個人的な事業家が不毛の地と して省み

友かった地域を殊更に卜してゐる事も亦との見地より理あると 之でるる。生産力を決定す

る諸々のカとして、労働力も亦大きいフアクターとして傘げる事が出来る 。殊に商 品生産

品土舎に於いては、自然力としての人間の努働力、枇合力としての人聞の参事働力を低下見して

は生産の 中枢は揃 めたい。現にー特定工業を中心主する地方計聾のープ ロ ッ ク を 考 へ で

も、その工業的生産能力を得るには、不可避的に従属分子として相躍するー住宅プロック

在して多大の非生産的施設への投資を強ひられる事を想ひ巡らしても理解出来る。資源一

一生産一一 持働力 の三者の相開をみるとき 、邦閣は不幸K して、アメリカ或ひは蘇聯に見

るが如 き、生産の大きな原動力たり得る殺た天然資源K 窓れてゐないが、併 し人口過剰に

よる県かな努働} ) lri 優に之に代るに徐りある。邦岡l亡於ける地 ff 計ー委の特殊性亦悲にあり
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と云へる。

地方計識がーの末来の殻逮を約する意識的計量生である |喫り 、大いに想ひを悲に致すべき

である 。

上注 、簡略ながら 、との数年来の利: 合事象としてみた絞情的統制計喪主 地理的計霊と一

脈相通づるものであるととを確かめんとして 、一般的友祉合の事象 としてみた資源局、 ナ

チス攻策 、綿 務廃案と 、 き ｉ 蹴さすにナ Ｑ ・ ｉ ｾ 十 章 、 ドイツ地方計 聾 或ひ ｬｲ￬ 邦岡の計重要界を以って 。

等目的傾向のあるととを探求せんとした。そ して 、一般的祉合の動向と計ー霊界のそれ 之は

その理念の明確さに於いて恰も同じ水準のものであるかの如く表現した様である。しかし

それは後者の過大評慣の嫌が十分にあ る。地内的計費芥はi盟l念大きいが 、一般の椛際的計

書と較べて十分濃度の高い明確なものとは更に云へたい。

しかし理儲から去って 、悶鴨と同校摘出子のとの計委界もも っ と責質的に強調され 、一

般枇合意識の反映がもっと多分であ るべきであ る。今後乙 の '1': 均のとれたEい不公平左宵IJ'/古

て を検討して 、 との一般意識の反映度のｪＱｾ分 配 を求める事は我々としても望ましい事では

あるまいか。( 完〉



衛 星 都 市 の

シ ・ ヒ' ・ノ J

二 通ｾ

a思 義

タ. ム

亀 井 幸 次 郎 誇

際者註 英語の “ 8ui l di ng" が 日本語の 9 ピルデ y グ グさ必ず しも其の言葉の持つ内容がー欽 し

ない虫n< 本稿の著者対ーダム民の S atellit e T o wns さ現代我闘の専 問家の聞で稀へられて居る所謂

ρ 衛星都市 1/ ;:: l， 必ずし L その内容 が同意義て・すよいかも 知れない 。げれど彼が本著に於て主張する

さころの“ Satelli te T owns" の 内容 11 我図の衛星都市的概念へ寄奥するさころすくなくない 、さ信

ずるが放に、浅撃たも顧ず此慮に課 tl : l L 識者の参考に供し1:次 第 で あ る 。 倫 l王、認に用ひた釜本 11

C  B .  P urdom氏によ る1925年版“ T he B uil ding of  S atellit e  T o wns" - P art 1， C hapt er  1;  

W hat  is  meant  by  Satellit e  T o wns" Ｈ ｐ ＮＲｾｾｓ ｉ Ｉ である が 、 浅易産 ゐ 放に 、 若しも原著まの償値た 損

ず るものあ リさぜ 11言事者の罪である事た附詑す。

何事若者を紹介すれば、 ジ・ピ. . ) f _ fi. 4 ム氏 ( 千ヤ Jレース ・ペY ; 7ヤミ Y パーダム ) 11 1883年 10月

15 日生( 本年で童文へ年54歳であろ わけ〉れの所苅 口Y ドプ子である 。彼 111925年頃に 11 同園都市株

式含祉のE走査役であり 、関際都市 、農村及同園都市聯合協舎の !f， 塁手番記官であっ1:
0

1902年頃より

悶園都市運動に参加し 、比の著書が公に され1: 1:頁に 11 岡園都市及都市計叢に闘する財政12.題に於て

待異性のある手腕 tJ ?t反って 居つ 1:。

彼れの今日までに ものしに著書の主な るもの 11 " 関図書s計i " ( 1913) 、H 戦後の同国都市 かく191旬 、

。理論及貸際的都市計量げ ( 1921) 、及。衛星都市の建設 。( 1925) 等がある 。

人間さしての彼 11 、労働に讃主主にそして演劇等に趣味た持ち 、殊に彼れの 、同国都市演劇協舎の

素人芝居に於げる活働に 11素晴しいも のがあっ 1:
0

( 1925;  W ho's  who.及 Garden Citi es and T o wn  

P lanni ng， J ul y， 1926.  P.  149 よリ〉

既存の土地を現在の状態 よリ 開放するさ 云 ふ!日lJl! I1 、キ自営困難な IW題であり 且つその進歩も絡め て濯

1々: ろ Lのがある 。けれ ども 只単に彼等の状 態ら撹大する さ云 ふ1m題になるさ比較的容易なろ 問題ぜな

る...・H ・...… ・・。我 々11 、周悶に無関係に披張た行つ1: り或11泉加する泰による有害な霊堂蓬た阻止ぜなば

ならない。我々 11保存空地た用意するさ同時に 、産業主人口の膨肢の角めに確定的に組織されれ言十重

芝、厳大にして且自給自足の可能な単位都市谷確持ぜればならない。 我々 11是 等の単位が遁営 l二郎置さ

れる 僑 めの地方言十重た用意 し、且つ 出来得 ろかぶり 、此の単位内に於げる 生活の地方的待色た附興する

に必要なものを用意する設計らなさねばならな U、。 そして叉各単位 それ 自身 11 あ らゆ る必要な部分た含

まねばならない 、何放すよれば各部分のス ペース 11 、披張の銭め のゆ さりさぜれ ばなら ない か らである 。

一一- 1 / ーモユ/ ド ア Y t) イy

S  1  

今 や衛星都市 を定義付 け得る機合に 到達 したのである 。民義の解稗では互に 他の都市に

依頼 して存夜す る都市 、例 へば ロンドンのプラ イト ン及綿花都市 なるラン カツ シヤの プラ

ック プー J レ ( Bl ac kpool) 等の郁 i li は衛星都市である と云へる かも 知れない。大都市の近

隣に於ける 多数の小都市は、大都市に於て仕事に従事して居る人 々の矯めの居住地と放っ
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て居る。で 、かかる範! なlにある多数の郁 dJ も叉街E 者日rli であるかも知れない。が然し現代相

蛍I' C 使用され且つ此の著述にも可成使用さ作て居る此の" 街民都il]"" と云ふ言葉は 、より

特別 な意味を持って府 るのである。 此の言葉は G. R.  T aylor 氏が 、彼の論流( 此の，治j(lt

はその後 SateJl ite ｃ ｩｴｩ ･ｳ と云ふ題目之友って ＱＹＱｾ 年 ニュ ーヨーク ｬ 乞於七費行されて居

る) ，こ於て使用 されたのがその段初の様に 思はれる。 彼はその命治に於 て、 シカ (.. ヒ

ント J レイス及米聞に於ける 他の諸昔日一lI iの近隣l宅建設される多数の工業郊外都市 ( I ndustr ial

suburb)  I' L就て記述して居るのである。彼は 、関手伝せる都市ーよ り周閣の田岡地 へ逃れて行

く米岡了業都市が目標在したその傾向を示し 、 日つ工業都市への雇用者の鴻めに建設され

た者[IHi の形鴨と して、街> ( 的 I'C 係自 r(i 慨が設な さるべき 事を 二Ei; 長して居るのである の

T aylor 氏は、彼の研究の結果から、者I1市計重量及地方計聾に附する- ; t J 却竹原t!l) t 亡就て何等の

推論をも下 してないと難も、 都合好く設計された是等の都市は 、居住 l亡劃しでも或は叉工

業に到しでも 非常に有利 なる事を) ) がとして j芯る のそして彼・は者[Irb百十議 ( communi ty r1an-

ning) への要 円として 、此の 一町長を治 J-iJ して府るのである。

都rIJ '計義に開連して今日使月j されて府る " 街N. 者I1di " と云ふ青葉は 、英同氏於て大戦後、

大昔Ilrli l ' L 到して衛星的行伯: であると云ふ特殊な郁子liのYK伎としての問阿部市 的思想が一般

化 した時 、flf. ぴ間協l哲11.111運動のuu. y ; . による討論等の刺戟によって症起された言葉で、あった。

で、現代 t' I 都市生活者の iIi 1:合であ り、 R つ攻治的機) ) は郁 dJ ーにのみやj'9 i ! されて居る今日 、

Ｈ 此 の場 合特質と 云ふと とから Ｚ そく離れて 〉府住 者 ｬ て 魅 力 を Ｙｩｾ へ且つ大都市を支配する校

な ｈｩｬｴ ｬ 都市建設の提案Ｚを必要として府 ったのである。 イ ｉｉ ｊ 放なれば街 ｨｾ Ｎ 都 市と云ふ諮誌は川

ｬ 主 ｬ 昔 日 ￯ ｬｩ と同意義之な った からである 。が 然し 、 恐らく は 街 ｬｬ ｾ 都市それ自身が必やしも川 ｉ ｾ ｉ

郁 リi を想像する必要はたEいとしても 、それが仔11点l昔日i liの影響の下に設立されたとしたなら

ば 、 例 へそ れが如何 ｊ ｉＧｌ劣疋ｾｴｊＮ都市と ｾ ｉ ｾ も、街旦者 ｉｉ Ｎ ､ｩ と 云ふと とは ｈ ｜ ｾ ミゃう 。 或る人々の

なかには 、此の IUI 材者Ili li と街μ 者lli li と云ふ此の二つの概念 を川公る |恨り |高別せんと試みた

者もあったが 、 それは結局 、 殆んど Ｑ Ａｾ 丞な努 力 でしか たい事がわか っ た 。 何 故友れば 、 現

今、全く新しい回以1地若くは j長大なるオミ府住地にあらやんば建設し件なかった 如何 なる新

しい者 ｉ ｬ￯ ｬｩ でも 、 それ ｉ ｾ トは既存の郁 ｉｬ ｩ の影響範間内 ｋ 於て貫ｼ際的に成る Ｑｾ ｦ，ｊ係を互に持たねば

ならぬものであり、日つ今日まで・街x背Ili ｬ ｩ 建設として ＱＩｾ ｾ 奈されたものが 、 ｬ ｬｩｬ 点 ｬ 郁 ､ ｩ 建設 の

催案で- なかったとともなかったからで ある。であるか ら、本著述l亡於てl士、1-111京l郁 dJ 父は

街良郡 山なる 台葉は瓦 lと交換し作る iii i誌を持つものとして使川す る。

自交に 、街E1有I1ｩｬｩ とは 、 現代都 ｬｉ ￮ が 、 終情的 、 ｩ｝ｬ Ｑ Ｚ 合的 ｬ 崎文 化 的中 ｦ 質を雄作し得た協 ｉ ￎｩｊｾｅｩ 訂

を Ｎ［Ｚ有する文 化的 ｊ ｉｾｾ Ｑ Ｍ立にして 、 それ自問 Ｇ としては完全なる 、 ｾｾ ｾ ｜ＧｲＮＮ性を有するも 、向 貝つ大

都rli とは従属的開係 を維持する と云ふ 、全鴨的 危セ ンスを持つ者I1iti を意味するのである。

けれども 、之れは村吉年( Vi l l age) を意味 しないのである 。何故たれば、村落は本質的に者I1リi

とは異なるから である。更に叉所調郊外 ( Suburbs) であると か 叉は編入併芥さ れた 如何な



る形態の 1"1 ｩｦ￬ 骨 ｾＩ Ｚ ( coJ l l muuni t y  ) )x. 編入とぷふ過税を告でて仙の郁 di IC  1Jf・2侍された如何な /S Jl s  

i l】をも意味しな いのである 。で・ 、結局此の 11衛hL" と云ふ語義は} f:;_穆_f - . のセ ンスで使月j さ

れたもので 、即 ち形而 |、・的|目別に外友ら;ないものにして ‘ 物僻: が更に強力な物悼の影響の

FI てあって 日つ樹立的存イl ' をたE して居るものに 就て使刈した言葉であるに過ぎ主主 いのであ

7' r， 

S  2  

今 、此島氏於て定義 をwへ? と如く 、衛j 長都市在云ふのは 、問同都市の事であるかが、然

らば 、 ｈ ｾｉ 利者 ｉ ｲ ､ｩ と は 如何な るものである かを考察する必要 、 がある 。 即 ち州民 ￬ ｬ 者 ｉｬ､ｩ の ｪＧ 1 テ

アは 1898年ロ ン トンに於て 護行 された。 /1明日 11 ( T o・J l l or r ow) と題する エベ牛ツツア ハ

ワード 氏によ る著 ｾ ｉｾ ＺＨ 此 の 本は ＱＹＰＲ 年 ｉ ｌ 11明円 の問問者s市" - Gar den Ci ti es of T o・J l l orrow

ー と Ｇ ＮＱｾふ表題 で ｐｪ Ｎ Ｉ 阪されたも の〉がその 綾初て・あ っ た 。 此 の著 詐 ｬ 亡於てハワード氏は、処

阿の農緋地域の心臓 l亡、技術と衛生時患と の現代的手法が遁月j さるべく 、そしてあらゆる

階級の人々の Ｑｾ めに健康 ｬ 亡して 目つ 美しい 住宅 の 牧 得と 、 生活 と害 事働へ の よき駅態を初来

すべく 、 ＱＭＱ｜米件 るか ぎり の貢 献ｾ我々はなし得る事を設明し得る手段として、 人口 ＳＲＮＰＰＰ

を有する者rnn'建設 を提案した のである。 とれによると、経祷的 、商業的そして財玖的等の

根械 を持 ったかかる計苦手は 、賀行し件べきも のである事が示されて居るのである。此の計・

設には更に次の事項が含まれて府った 、即 ち一つの問問都市の成功は他の問|京l都市の建設

を誘導するも のであらう 。 そしてそれは弐' の事を意味するものであらう 。 と、

1  ト111.:11地域から の人口 の 移住を漸次的 lζ 阻 止し、 最後には逆轄せしむる 。1

2  Ｉ長大なる ー ＱＺ地と有盆なる企業 ｾ ( Profi tabl e empl oyment ) は、産業と資本の銭 l'Ltj[

しい 吐口が9 Qへられ、日 つi新次的 l亡失業者を吸牧すべく誘導的 I' L 開設される 。雪

5  向治脅fk 郁 'di ) への生産 力之商品 IL 到する有効なる市月j が精進する os

4 現代の貫行的でないととが明白なる融合と椛怖の改 革 を見限る事がけi来 る0¥第 1及

2 1河若手mo

エ カ ー

此の1+11寝間Il di 建 設の泊めに、 6，0ω 英 OITの:1:地が農業的償11f( あるととんに購入 される? 作

ｃ 、 日 つ 終Ｚｾ Ｇ地 は ＱＱ 第一 ｬ こ ｊ ｩｩ 1:1!'t 椛者の民め…- ・……・第こには建設さるべきトH同者sili 休民の

ＱＺ ｾめに ＱＯ ・ ｮ ・・ イ長托 されてある ο 者Ildjl r;): 絞管地の中心部に建設され而もそ のfEZ さは椛管地

全両i碕 の 11 G  IL して 残り の部分 CSi 6 ) は、後耕地域として 此の都Ilj の周闘 をl吋推す るとと

になって肘る。で 、是匂; のア イテア はダイアク♂ラ ムを以て説明されて居る のであっ て、ハ

設 1 Garden C山 田 of To- morrow， Chap宗 i，ii . 及 j j j . ii 主 4 前偽害 Chap. X I. 

註 2 前偽"ff.¥ PP.  93， Ｑ ｾ ＱＹ ，＠ 、 詫 5 前掲脊 P ， 4. 

設 3 育 ￭ｲ 偽 哲ｾ p ， 117， 
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一国解式一回国制一一

〈第 l 闘〉 エ ペヰｾｾ ア ノ、 ｆ ー ドによる同園都市のダイア グラ ム Ｈ ｔｯＭｭ ｯ ｲｲｯｷ より ＱＸＹＸＩ

ワード氏は 、大都市が今倫ほ登肢の過程をたどって居るのに農村地域の人口 が逓減して行

くのは、枇合的護展の不健全主主る を暗示する もので 遣う れ そしてとれは一般的輿論と一

致するも のである事を説明して居る のである。彼は有利なる産業の機合、準夕張j長への希

望及快適友る祉合生活等の形轄を備へ 、而も今日まで如何なる大都市にも護見し件なかっ

た此の自治関が夏に魅力のある間同地の新鮮なる稿集の充満する民只中で- r . i 如何 なる問

題が窓起し得るであらうか? 主云って居る。そして彼は更に続 けて 、 / 1者[1市と 云ふものは

人々 を引き 付け るととろの磁石でるり 、且つ農村も亦その磁石の一つである 。が然し 、:'F::

鰐: を通じて平均して見ると 、農村は前者より比較的に引力が少い磁石で ある " 。 と云って

居る。 故に共晶に は蛍然の師結として 、此の雨者のいづれよりも 強力PJ . る引) ) を有する磁

石が考へられ る諜である。( 第 3 回参照〕で 、それは 、都市生活と農村生活の遁蛍友る組み

合 せ一一都市~田聞なる品土台ーー による困闘都市怒る枇舎であると 、彼 は 主 張 し て 居 る

のである 。人々は人口調おなる都市から此の新 しい国閣の殖民地へ自費的に移住する事 を

希望して 、ハワード氏は、そ の提案の討論に於て 、次の如 き放 A l fred M arshalJ 教授に

よる主張を引用するのが常であった。即ち Ma r shall 教授の主強によると 、生産工業に於

註 6 T he  Housi ng of  the  London P∞r， Cont empor ar y Revi ewi  Febr uar y， 1884.  
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田 園 都 市

( 地 区 在

く第 2 闘コ エ ペイ、少少 アハ P ード に

よる悶 関 都 市の ダ イア ゲ ラ ム の一部 分

( To- mo，'"o¥V より 1989)

制需品"

(第 3 間〉。三つの磁石 11 C" To- rl 1orl ' o¥"  

よリ 1898)

ける産主は 、労働ff が此の悶|近|地へ移住して 、新 しいコロ ニーを形成する の を援助するべ

く委員逮を勘誘せねばな らない。 と云ふのであ った。此の提・案に織込んで・ゐる意岡l念、か

かる農村の一定! 高域への人口 の大移住は 、該 |亙域 l亡於ける地債の騰貴は必然的促進せしむ

るであらう 。だが然し 、冒険的に此庖へ住居して来て此の事を惹起せしめた人々に封ずる

施設も常然それだけの償値を確保すべきもので ある。と、ハワー ド氏は云って居る。ハワ ー

ド氏の瑚想をなす他の素因は W akefi el d 氏 による" 楠民技術K 閥する所見 / 1 ( A  Vi ew of 

the Art  of Col oni sation) に秘ごて計特が試みられた時 J ohn Sutart Mi l l に よって説明 さ

れた所謂都市生活と問隠l生活の合理. 的結合と 云ふ考へ j J 'VC負 ふ と と ろ が多かったのであ

1  1  11 



る 。 ぱ 長 子 三 羊l亡防lする Wakef i el d 氏の理論には 、j主意を費醒さるべき 多くのものがあ

った、そして更にまた感動せしめらる べき多 く事の、ある事も 疑い充足く期待されて 居る。

…彼れの王盟論によるたらば、殖民地は周囲の農耕地帯に比例して第ーにその都市人口の

構成を行ふべきであって、 ヨ欠に都市は その利盆を亨有し得る程度r 適常な距離にある市場

へ 、農民が彼等 め生産 物を 託手 ｾ ｊ ｉＧｌ運搬し得る利使を 怒って仕舞ふ程 ｪ 長大にして只遠距向 ｦｦ に

散布せしめざる 事を確保する様に分散せしめる" 。 在、 云ふのであった。そとでハワード

氏11: 此の考へを更に殻展せしめて 、農耕地を以って互に分離され_ l l つ小都市に劃して街j R

的慨念で配置されて 居る都市の組み合せを示す事によって彼れのアイデアを導いて行くの

に 成功した のであった。 即ＢｴＺ，此 の 黙が、戎る程 度 Ｑ Ｑこ 於て彼の著［ｾ中最も興味あ ＱＩ 目 つ 禍創

的な部分でもあ っ た 。 彼は、者 ｾ￯ｬ￭ の周 聞が保存 常 地 によって 問撰されて 居る才ース ト レ リ

アの一 都市、 ａ､･ｬ｡ｩ､ ･ の護蓮司犬態を研・究すると主によって彼れのアイデアの［ｊｾ礎を世い

たので・ある 。 " 最初の1-111京l者11"i が建設されたならば、それが如何械に葉遣するであらうか

?  " と 云ふ質問I ' L ;'&tしハワード氏は次の如く 答 へ て 居 る 。 一 - " 恐 らくは議舎の機力 1' .で

一一農耕地域それ自悼の友かに 、そんたに遠くはない距離内に他の問|立l都市が建設 される

でるらう。である か らその新しい都市は 、それ自 身農耕地域 を有する講である fr o そして

竺正の都 市 附す る 働 時 へ 畑 、一 一 群 航lに乞古的附もwける砧令梢州者矧郁附[1附i怖市は悶11:rc時異軌な制りた抗る設制3計f のj

に成立するが、夏に全骨鰐豊主してf令ら々 がその一部たるととろの2平l下豆均 を保 つ様K 、よく考l畠さ

れて討重構成されたもので危ければならぷ川 、 と云って応。即ち此の黙より我々は川街){

都市ＢｉＧｌ閲する アイデアを Ｑ 盟解 ー する事が ｈＱｾ ミると同時に、此 のアイデアが 如何 に 問同者 ＱＱ Ｎ Ｂｩ

の根本的構会を克明に物語って居るかを表明するも のである。 ( 第 4 岡参照〉

S  3  

ハワ ー ド氏 のかかる著書が蛮行さるや忽ちにして一般の興味を非常に刺戟 したのであっ

た。そして数多い討，1命の後漸くにして 、彼れの提案に従って背11市建設の企固が開始された

のであった。 ffr謂第一回|京l都市 なる ν ツチワスは 、彼の著慌の{ilt I'L H¥てから 5 後、即ち1903

年に創設されたものであり且. つクエ J レク 4 ンの第二十HI本l者Il ilil 1: 1920
1
fl '[. 創設されたもので

あった。是等二つの旧 民d者II ，t.はロ ン ドンの衛民都 ili である 。たとへ此のレツチワ ス1:111ボl者1;

.m.は衛星都市として向費したのではないとしても 、護込町持逮 ( P r o moter s) の考へとして

は年ろ困問者[Iiti の質例として %qr しい郁" di do 抑制 を設立するにあった。 と云ふのは 、そ

れがロンドン地方・の範閣内にある事質よりして、 その護建と勝来に就ては 、その地)J ・の範

間内として考へ得 るか らであ る。が然し之れと反封に、 レツチワスよ り約12i 1型以上もロ ン

註 7 El ement s of Pol i ti cal  Ec onomy， Book 1.， Chap.  VI I I. ｾＳＮ＠

註 8 Gar den Ci ti es of  To- mor r ow， 129頁、 130頁、

詫 9 前織替、 128頁、

11 1  2  



- 田園都市圏解一一

廃々ピ Lt 農新地帯に嬉し且つ高速

度交通機Ji ll h 聞t 敏速に連絡宇る

都市発達の正しい原則。
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明

切え内

農耕地

〈第 4 園〉 衛星都市的阿国都市 1""示す.>'" V ー ドのダ イ ヤグラ ム
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ドンに近接して居るワエ J レクインは、その土地が如何に I対護さるべきゃを示す考へで 、大

者Ildi を衛星的に確定的1 #1係を持って建設されたのであった。レツチワス 1cJ : 人口 35，000の住

民への郁子li として計聾され 且つ共の位置はロンド ンより 321哩の距離の ととろに あるのでる

る、然るに クエ J レクインは人口 40，000 を有する都市として計量されたもので、その位置

はロンドンから約201哩の距離のととろにあるのでるる。此の二つの国同都市はロンド ンか

ら北部へ貫通して居る同じ鎖遁と同じ幹線道路によって連絡されて居るばかりでなく同じ

郡 ( Her t f or dshi r ) でもある認である。で 、彼等は 、土地の獲得K 就ての強制擁も有して

居るし 、且つ互の利害桝! 係VC1#1しては 切離し得ぬ程接近して居るのであるが 、彼等を一つ

に併合し得 たい程度の湛離にある事を説明して居るのである。

レツ チワスが設立された 1903年以来、数多くの住宅並土地開護計査が 、此島K 記述したグ

凹困者11市かと 云ふ校友姉 やか しい名を附して、此蕗彼蕗の田岡地方の続々なク1ヲ? に始めら

れたので あった。けれと、も是等の多数の計葺のなかには低値ある大計・聾の ものもあったが、

大部分はいづれも聞 l京l者IliHの名を 11付せ られた出陣l昔Wil l にあらざるものであった。所謂 P 凶

lおl郊外 市と 云様 t'J. 言葉は 、ハム ステツ ト岡国郊外の如き、者11m計査と して田園都市的要素

が多分に考慮されて居。た様危或る確定的えに計査に1 ' -J し治 ilj されて居ったのであるが 、;j;・

ー ングJ レの如き計ー聾のものに附しては、規模小なる玉虫l却をもって " 周囲村" と稿されて居

った。かかる名棋の月j迭は此等の計- 査が岡国語11市とは具たる事を意味するのであるが 、一

般的には明確には判然た る ｉ ｾ 別がたい のである。 故 に 川岡国首 ＱＱ ￯Ｇ ｬ ｬＢ 、 ＱＯ 問国郊外Ｂ及川出 ｼ 事 ｬ

村川と 云ふ名稿の別迭に就ては無差別に混用される様な朕態になったのである。そしてと

れが馬に最悪の結果として、" 回国語11，Ii' ，と云ふ名が公共的事業の如く装ふて他を欺く 、

単友る外見的の目的の土地投機的企業者によ って屡々使用さ れる様にたったのである。そ

して1914年頃には 川田園都市計聾と稿せられる数多くの計垂が、そ の名稿以外 K は田園者1I

市運動と何等の閥係を有す るζ とt . r . しに不正直に私用されたので・あった。即ち荒地の鋭機

的開張、土地の搾取的計壷又は組雑なる建物のみによる住宅地経営等が、只1 i ! vc 此烹嚇カ

ある 名栴のみで賀現し得るであらう と云ふ投機的野心のJ 二で- 進捗 されて* たのであった。 。

大戦後の住宅問題への附心が回復して- * るに従って 、各都市に於ける如何方: る住宅計葺

IL封しでも成く P 間協d都市i fI と稿される傾向がるった のであ るが、 やがて此の興味ある歯

't ェソク

時の間凶都市i運動がそ の償値を査照されねばならなくたったのである。そ して結局、投機

の 目的の矯めに悪用され且つ誤用して居った此の言葉が整理且つ精算されねばならぬ様な

機運に到達したので- あった。そとで、田園都市の市合及都市計A 霊協舎では 、とれらの事梢

を深く吟味して、 1920年には凶園者! I " ， liVC就て扶: の如き定義を採用した。

。開園都市ifl o!. 11健康生活さ産業の銭めに設計されれ都市にして 、且つ都市の大さが全自霊的に枇舎

生活力 f 可能であ る程度以上に大き過告白ず、而 もそれが農耕地平静で取 リ図まれて居リ 、そして土地11

註 10 E.  G.  Cul pi n;  The Gar den Ci t y Mov ement  up ot Dat e.  9賞 、
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金鐙的に 公共用地 ( pnbl i co wnet油 ip) さなって居るか{ f 11 自治惚に信托されて居る様な都市在;1'1

4、。

如J折主主義は全く質| 際的K して且つ如何なる計書に も直ちに臨月1が可能えにものである。が

然し此の定義の内'if. は 5 の部分よ り成立して居る事を認識せねば なら たい。.E! fl ち

( 1) 同|走!哲II"J とは所謂村 落でも郊外 でも 友 く、者II"rli 自慨が明確に公民生活への園開的施

設を 協iへ且つ経1惜的 にも或は仙の都ili 的t H:t の凡 てを亨有すべきもの。

Ｈ Ｒ Ｉ 都市 ｉｃ 生活するあらゆる階級の人々への位康生活又は産業開設の嬬めの 者 ｉ ｬ ｲｬｩ ｾ 十 査を

不干 して居る 。

( 3) 都市 の規模が枇交的機舎 と枇合的利盆が全惜的に可能である程度以上の大さを必要

と しない 。 換言すれば者 ｉ ｮ ｬｩ は枇合 的 ｉｌ 叉は経慣が ｾ ｦｃ 要求されたる出さに 或は 共凪に生

活する人口 に池臨した程度の大い さに制限される。

く4) 者IIr[ J が}i司閣の|対jij l地 よりの利益を 永久的に確保 し、且つ農業が都市経i惜の全措 的1¥1¥

分 をたす様な農耕地帯で間続される事。

( 5) 土地全緯が公共的所有地 ( P ublic owne r shi p) でるるか若は都市に信托 されてある

とと、 であるから人口 の増加 から悲起する 地償の膿 m- より経憤的 利盆を確保する もの

である 。

S  4  

杏々は 、二つの田凶者Imi tc ｉ ｾ 討 する被告へ と此 の記述を 進 めて行 く のであ るが 、 その 育 ￍｊ ｋ

先づ、英国或は 他の図々に於て回出i昔IIi l1又は衛星都市的特質を持っか、 又 は持って居る と

怨像されて出った二 、三の計垂に就て簡' ! J ! ( L 検討すると 、同時にかかる性質を有する提案

がi析次行lまれつつあるがそのうちの一 、二の計聾への考採に時を費する事にする。

先づ吾々は、 T ay lar 氏による w 衛星都市 " I L於て論じられて居る計霊の重要黙に注意

を排ふものとして 、1906年米図合衆国の鋼織合祉 ( t he U ni t ed  St at es St eel  Cor por at i on)  

によって創立された インアヂナ洲の Ga r y I ' L注意を 向けると 之に する。 此の Ga r y はシ

カコ・ から約26哩の i チガ ン湖の沿岸に 面した ととろ で共施に約20平 方I哩の土地 を礎得 して

創立したものでるる 。此の経営地で湖水に沿ふた細長い干i!?献の土地は 工場用地として議定

されてあったので 、米 国合衆圏中で最 も高級的登遣をたしたと考へ られて居る工場が建築

されたのであった。工場用地以外の桟された土地に就ては 、Ga r y 土地舎杜友 る附属舎祉

に信托されたのであった。此の合枇は 此の銅銭合祉の使用者の出資によって創立されて居

るが 、土地騰貨による利益配歯は制限されて居るのである。そ して此の経営地は、都市計ー

霊よ りか け離れたり或は 叉隣接する土地 が、土地投機者の利用するととろとは 友ら たかっ

註 11 比の l珂短の金惚的討論に就 て11 C .  B.  Pu，-dom. 編総; “ T own Planning  T heory  and P，'a-

ct i ce" 1.l?差益照: 比のな かに 11 W .  H.  Let haby 教 授 ，Heymond Unwin 民、G . L .  Pepler 氏、T heo-

dore G.  Chamber 郷 、及 R L .  Heiss 民等の論説が探鉱し てあ る。
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たので 3 ク年間に此の都市の人口は約 12，000 人となり、 1912 年には 25，000 人 1920 年に

は55，∞o人 を算するに到ったのである。品丘に手JJ りアラパ ....m' lのパ- t ンガム Ilt. t 近のFair-

field I ' C 於て更に、同合祉舎による新書II"fI 'i が設立されたので ある。 此の都市に必要な全敷

地は、製鋼所 (Steel plant ) に 必要友 土地 だけを除いて全部 Corey 土地合枇へ官却 され

てあったのである。一一そして此の Corey と云ふ名が此の哲lli bの才リヂナルた名と なっ

た詩であ る。一一此の製鋼 所の場合K 於ても亦 、そのJf戒員述が土地合ml:からの財玖 k の利

盆を受くる事が Ｑ ＭＱ｜来ない仕組になってｽ ｾ ［ った。此の土地は ｇ｡ ｲ ｹ と Ｑｊ 照的 ｋ 純粋 なる検Ｚ

範郁 ､ｩ とし て ｾｊ 品 ｼ されたもので 、 事業は ｝｡ｭｩ ｳｯ ｮ 不動 ｉｾ ＮＡｬ ι Ｑ Ｚ 地合 ｊｩｩ ｬ Ｚ によっ て開始 された

もので・るったが 、決して模範骨11けi で'I ' I なかったo dlldi 内は多数の地1，'1，1;1'(. Vd; 別 され隊長なる

制ＱｉＱ ｾ Ｑ 亡 従はねばな らぬ仕 組にな って出ーった 。 が然し 、 それ 匂 ｺ の質際ＱＧＺ士 、役 機的 ｴζ ｼ ‘地 Ｑ 並仰

を希望して居った投資家に 1M供 されるのみであった。である からえ匂.二つの日 1' *はit両足 な

る 衡 が 剖川 ｩ と 考へる識には ｾ ｲ かない のである ｯ 1"1故 なれば此の Gar y は Fairfield が パ -

t ンがムの一部分である 如 く賞際的κ I' Iシ b コーの一部分でさへるるからである。そして彼

等は米凶に於ける此の穫の者Ilrli 同様に、悶| ぷl者II"rli として充分怒る);11. さが用意 されてあるの

でもなければ 、或は又計- 霊及その管理が閏| 品l者11市として満足する程度に充分完全に行はれ

て居ると云ふのでもなかった。故に田 1.Il I昔111'11 を定義した範閣内に包含さす講には行かない

のである。

大戦中、軍捕品工場の護達が米国政府 をして大規模の住宅攻策 を賀行すべく . 事J f しい機

IMi J を、新に者[1市建設を初めた数仰の郁IHと聯合して組織せしめた。此の綴めに非常κ 多額な

経費が消費されたのであ った。が然し、いづれの者11市も質際的に永久的利益を もたらした

ものは一つもなかった。彼等はいづれも特別な戦時計‘ 聾を避けて位置を決めたのであった

のであるが、いづれも し2の例外 はあるが大韓に於て、一般的常識通 りの計壷に従って居 っ

た。 そしていづれも責際的に凡てが完成されるまでは、不経滑なる設計てるり且つ放上等な

もので・もあった。

シンシナチーより 9n里程東にある、 MQri emont は、 1922年シ ンシ ナチーの Mar y M.  

Emer y 夫人によって創設されたものであるが、都市設計は、 ] ohn Nol an 及 Phi l p W.  

Foster の雨氏によるもので、それは全く削除l都市の理想、に直接刺戟されて開設された経営

ｾ忌 ヂ 凡

地の私的企業 主しての一見本でもある。( 第 5 及 6 匝! 参照〕而も此の昔II "r! j" 亡就ては I! ｲｾ ｾｉｾｬ 郁

-rlj' 11 、。同協l郊外 ρ 、グ悶岡村万及グ 間関誌、等の如 き様々な名稿を附した多数の記述が

あるが 、賓は 420失 l町内外の小規模たも ので 、躍 なる郊外住宅地と しての特徴を示して居

るのみで、国体i者11市の特質としては 、ほんの僅か しか備へて友いのである 。計- 重それ自開

から去へば、臨時あり 、娯誕年蚕施設あり、感校もあり そして似通ばかりでも工業m地も

ｽＱ ｊＺ 志し 、 形態からえへば、 ｪ 好調自給向足 の ｾ｛品ｼである事 を 税如 ｬ しれｽる 。

そ して此の昔|川i は Nor woou lk Oakl ey の工来. 郡山下付近κ μ イ1: するので、. rL K 点i似 し
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( 第 5 園〉 シユノジナ千 ー近くのマリ{ モ : /1、 (t¥l lal 'ie mont) 比の計霊園 11計寂されれー二つの

工業地区1，t 示 す。 D ale P a d，の 住 居地 区11 現筑ー的に完成しれのであっ 1: 0  J ohn Nol an 及

Phi j i p VV.  F ostel' の雨民による計笠でわる ( 1921)

• 
.  

( 第 6i闘) Ml l1・ra y ア グコ ウに沿ふて; 直営に菌日程 されれ グループ住宅 ( Mal'Illl ont )

余って ｊｾ ｽ る主同時 ｴ 亡 、 シンシナチ ー のグ 街 ＲＱＱ 者 ｉｓｩ｢ ・ ｆ とし て ｨ 比 ￮ｔＮして居るのである。が然し

此の者lSi li は、人口 Hiか 9，000 人の牧民の1 . ' S めに迎合し得る程度ーの設備しかないのである。

此の者IS，Ii の常初の計誌は 、各々異なりたる様々な階級の給I I生活者への居住地として1 E : 同

されたのであると記述されて肘る。で 、それは H 何事で も進歩的に科率的に計呈をされ而も

利益に附して制限を受けてゐる所有者は 、その都市の生活者と共に都il i の成功 を亨有する

も の で あ る 、と云ふと とを除いては、米岡式:h"{QHr : 悲いた弘主題一般的の住宅地開張で・あ
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るo f f と考へられて居る 。 そ してげ都市中心地の商業地随行 に聞する所有権は此の事業の

繁栄に針する分、前として居住者 l亡獲得せしむべく残してゐく議定であった。公盆施設は準

J伝的に設備され且つ所有者の詩に此の計書を事業と主主すととは、出来得る丈け数多く伎宅

を建築するととを意味するもので 、開護さるべき此の場所 としては、 jji i 舎の護達に闘 し確

定的主主利盆形開ーを獲得せしめる事 I' L tt るのでるる。

" ! A 岡に於ける大戦後、大規模に行はれた住宅攻策も亦、此の衛星都市に殆んど近いもの

であった。が然 しいづれ もそれらは 、筆者が主張する包含的百十重に して且つ地方言十霊的見

地に於けるそ の要求が不足 して居るばかりでなく叉その友かの財攻計ー垂等が等闘に| 市せら

れて居る事を暴露して居るのである。 1919 年に於て 、ロンドン郡議曾 ( London Count y 

Counci l ) は、24，000 戸の住宅へ 120，000 人 の人口を牧容すべく I l ford に近接して居る

Essex K  3，000 英町の土地を橡定し、且つ 5 ナ年以内にその計書事業を完成して仕舞ふ目

論見であったが、建築費が存外に高かった矯め 、各住宅 1戸K 付 き 1 年聞に 50研乃至60勝

の損失に直而したので 、議合は，I - _ むを得ヂ‘ 2，000 戸にまで削減を行主主ったのである。けれ

ども現有までには漸ゃく 6、000 戸までの増加を見たのである。此の計書は非常に野心的訟

ものであったので、自然的にそれが間関都市であるとか叉 /ti 衛星都市である とか云ふ主張

があり、非常友る熱心 さを以ってその事業に従事したのであった。賓にそれは大事業芽蔚

の徴候であり且つ都市建築( ci ty-bui ldi ng) 事業に非常なる貢献をなしたかも知れた主いもの

であった。乍然不幸にもそれは只 lt 'I. K 大規模なる持働肴階級への郊外住宅地経営で しか 危

かったのである。そしてその建築事業の賀際は、此の経営地が既に殻達して居る部分に隣

接 して 居るととろから開始された のであった。で 、此の土地は郡境界の外側の 、Barki ng

及I l ford の市街地K して且つ Romf or d の間同地域でも るった。 ロン ドン及北東館遁が、

北側の Il ford 及 Chadwel l H巴ath停車場の ととろで境界 を友し、南部は同じ鎖遁の南部支

線を横断して居るのである。賞際的には此の土地金慨は野菜を作る菜| 京1 ( market-gardeus}

で・あった。( 第 7 園参照〉

東部ロ ン ドンは何鹿にでも存有する様主主護達は、未だして友かった。 Al dgate 及 We st

Ha m の問でI ! ford の方面には、過去100年の聞に 、建物が非常に大量K 建築されて居っ

たのであるが、いづれも北部、南部及西部に就て見る様な散布的護連も、長腕式 ( I ong

ar ms) 開設もして居らたかったのであ った。 Eppi ng 及 Hai naul t の森林帯及タマスの沼

地帯等の存不正が、開喪中の遁路又は餓選等の交通機聞と相候って E ssex をロンドンの膨

脹範悶より保護し得たのである。故 lモ此のカワンチーはロ ンドンの膨脹により破壊されざ

る田岡地として半じて残されたのであった。

Barki ng 及 Ti l bury の聞に あ る洞港地は殆んど確定的に重要友る工業地主主主るのであ

る。そして既に共の全河港地域に沿ふて大工場が存存し、新しいドックや波 l上場等も亦建

築 中と 云ふy状態にあるのである。此の土地の大部分は 、哩立地であるとか叉/ti 泥停の平f日
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地であった鴻め住宅用地としては不通常なも のであった。けれどもロンド ンから Ti l bury

l亡至る幹線道・の反封側 にある土地 は漸次K 高い 任地にえにつて居り 、建 築t取地とし℃は俊秀

なものである。で 、ロ ンドン都議舎による開護 中の土地と 云ふのは即 ち此の土地 を云ふの

であった。だが然し此の計識が問同都市としての見地から満足するものには未だ達して屑

らない主去ふのは、 ご欠l亡母げた重要 友言者貼からである 。

( 1 ) それ自開が潤立 したものとして都市生活が可能で・ある様な確定的な設計がなさるべ

き7号ーであるのに只 Jp_f"C既存のけi料地の一部分として開張 されて肘ると と。

Ｈ Ｒ Ｉ 此 の ｾ ｉ 警は 、 只 ｾＱ Ｑ Ｇｴ｟ ｾｃＪ 働者階級への住宅玖策としてなされたもので将 ｾ ￯ ｬｩ ｾ 七 百 のＩ ｻ， て

の階級への施設で友い事。

( 3) 剥; 合的の快適 ( Social ameni t i es) に閲する組織と機闘の友い事。

( 4)  Il fordと tfr ｉＧｃ 間 愛せん と する土 地 の 聞 には 農耕地 ｾｾｉ＿ として の Ｗ 象地 が殆 と ない事 。

Ｈ Ｕ Ｉ 此 の計聾は 、 ｪ ｬ 与ＭＪ 、 工業の殻注又は新設さるべき工場等に雇はるべき 人々 のＱＮｾめへ

の住宅供給I' C闘連 して遂行されたのでたい事。

(仏6) いはば此の計

遁 蛍 tなE土地lκ亡配置されたロ ン ドンの寄宿合的者都11附i好川干刊市1打了 l'Cj泌位ぎ友い事。

1918年 lと準備された 、Dundee の都Tl i了ー験者 ( the cit y  engi neer )  J ames  Thoms on 氏

による報特許は最も興味 ある文献の一つでー ある。 何故なれば Thoms on 氏は 、現イ1:の都

市而積 Ｖ ， ＵＴＸ 英 ＱＱ 可から ［将来 ＱＲ ， ＷＰ Ｐ 英 Ｑ Ｑｉ ｔ まで蹴渡せしめる Ｑｾ めには 、 泊常ｴｊＮ そ して絶ゆる事な

き膨脹 I' I 必要快く べからざる事を桁示すべく長い意見を有 して府 るからである。そ して彼

は他 よ り這 入り来 る:像地のない一つのマツス として者Il di を計書庭内して居る現代的手法 を

鐙草する事は絶封的に必要である事を誇渡的I'C .- 1:: 慌して居るのである。更に彼は機T57ある

特 ｬ 亡 、 ｈ￯ 合が次 の事刷 ｬ 亡向 ＱＱ すべき事を こ ｉ ｾ 慢して府った。 即 ち未開張の土地 ｬ 亡就ては ｈ｜ ｐｉ ミ

作るかぎり 農業的依似を干fせしむる椋に開張し 、そ して工業と作! 万地域lモ就て 、凡て此の手Ji

しい車1I み合せに附してはそ のjぷさを通常に情IJI 製する事を 七張して府る のである。T h o mson

正に よる 此の提案の内対話は 、- ; レー; J ; . づっ有佐賀I ' CY， 1) して不良地|高を除却し、巾心部のM.

ｾｮ のはげしきあ らゆる 地 Ｑｍ［ を改 良し 、 そして ￬ Ｑｦｲ Ｚ進的に 、中心 部の幹線 ｭｬｩ ｦ，を蹴娠して ｾｦ く

と云ふので あった。彼れの報 公判 ー によれば 、 かくなすととによ って 街 ｽ ｩｾ Ｎ 者 ｗ､ｩ 張主主への ん ｬ￭Ｇｊ

ｲｃｾ 進むべき決定的なＩ［Ｂ法で ある と 、 指示して居る のである。Ｈ第 Ｘ ｛［ｏＺｾ 参照〉

設 12 D lI ndee  r甘さして提供されれ土地 11下の刻l く按分されて照る。

公 図 8%  

空 地 ( 公共用に手|ご す) 2% 

墓 地 2% 

工業、俄滋及築港 10%  

住 宅 42% 

農 業 3 6 % 

l∞%  
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( 策 8 闘) J ams  Thomson 氏による Dundee の計輩、防l俊地 、幹線道絡及工業及住居地帯等の

計 輩案 た示す 。

ｃ つ ｰ･ｮｨ｡ｧｾｮ の 地んー道路計 型 ｉ ｌＺ Ｉ比 て ノ ぢ 弘 Ｔ して凡 る と成 る 出 ｾｋ 於て街 ｬｲｩ 者 ｼ川 ｩ I亡類似して居

る一群の郊外部 dit. r; ｾ Ｇ ｉ Ｇ＠ ID:さ れてあった。 で、ii 士等の首IS"rhーは幹線道路が交 うどするととろであ

るとか 、! ! X: は又餓ill の利食t をイ{ する 既存の 者llil i 叉は 村 務士事の 周囲に設立されたものでる

る。 C つpenhag:! n のJ制法l を取 り 組るsll i:i l地 に 、211/11/の者/1'd1が存イf: して居る のである。了抹

の 土木製合 ( the Soci et y of  Oani sh  Ci vi l  Engi neers) の出議 K 従 っ て、是25f -請書IIHイ及

Copenhag巴n 'di の幹線道路| 問題 lこ就 て考採研究し1=1. つ 協議す べ く 委 員 を任命したので・ あ

る。 そして之れに附 J:tAす る 5 人 の メンパ ー よ りなり iu1j委日 ( Sub- commi t t ee) は者11111工異存

者 A. ｂｪ ･ ｲｲｾ 氏の舵併 の ｬ 、 で 責任 ある 計識 を 樹立す べ く準備したので ・ ある 。 此の計輩はＱＺＱ Ｑ

1¥11者/Irbの影 響 を多 分 fL: ｾ 史け て 進 められ た事 が ｼ 明か ｉ ｌＺ示されて かげ且 つ ， Ｚｉ ｾ 1利者Wdi 的)t 場に於

て間賞 され る棋にも，也、lまれて JJi ったので・ ある。が然し*/1);lj は 、街.M. 昔/I 'r/Jと して明確に! f ' J j 然

と|川別 さるおめには 、 Ej J亡者/1バiが隣接し過きて J; ! i る事であ る。( 第 9 岡〉

ノー ル ク エ fL: 1j ぞけ る Trondhj en の郡 山ー建築家 ( city archi tect ) 放 Sverre Peder sen 教

授は 、8粁の範|事l内にある者Ildi fti Ji: tlの 問l主l地 域の開 護の嬬め の準備計霊案を持って居った。

此の計書案の理想とするとと ろは 、小者/lrH又は郊外へ の分散による膨脹の鵠めに備へられ

た段耕地帯で、者II Tb・の膨脹を現在の而積の程度に制限せんとするもので 、! j : . ' f I 乙工場の嬬め

には非常に j主意して敷地計- 査が行はれて あった。都Hi 自慨は大面積のも のであったが 、更

に新し く開 設する錦め に、土地全慨 をR 牧する徐定の もので'iJj った。 そして此の敷地は、

2  1  11 
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〈第 9 園) Copenhagen の近隣に於げる幹線道路網計E症の 際提案 されれる衛星都市計量正案・阻た

描いれさころ (1計主衛星都市

同様) ' J . 他の田園地帯に於て満足されて居ったものより温かに 小 さいものであったが、その

計重は 、都市計ー垂として断る卓越せるもので非常に興味を引いたばかりでなく 、彼等は我

々が考へ得る範園内に於て具に回出1開護計聾に最も近いものであった。( 第10、11、12、

13固参〕

閃l主l郊外と云ふのは澗逸K 於ける 凡ての大都市の附近に登見し得るものでるった。そし

て叉削除l村と 云ふのは 、例設すれば 、エツツエン近くのク J レツプの計査の如 きものでるる 。

硝j釦 乙於，て出 l虫l者Irdi 1' C: l 誌も近い計壷は ドν ステンの北 6 粁にるる Hel l erau でまうる。此の

H el l erau の所謂ヵソレアンシタツ ト (  Gart enst adt ) は1908年に潤逸に於てあの有名注 、襲

術 と技 術 ( 紅ts and  crafts) の開拓者なる Karl Sc hmidt 氏及 Wol f Dohr n 氏によ って

創設されたものであった。経営地は130へクタ ー ( 530英町〉の院さの土地 を包含 し、 且つ

設計者の企因 して居る ととろ は、 手 工 事 者 ( hand-crafts) への技術と 教育への 中心地之し

て 10，000 人I乃至 15，000人の人々 の潟 めの小都市を建設す るにあった。そ の計壷園は Ri e-

mer- schmi dt 教授によって準備されたものである。( 第14、15固参照〉
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耐一一Ｇ布 市Ｎｳ ｴ ｇｵ ｵｬ Ｎ ｮ ョ￞ｹ ｾ同 ｮ 匹

( 第 10園) T rondhjem の周回の小都市計輩案〈ノールウェ〉

左側の三つ 11現在建設中 の しのである 。言十輩案11 “ Sl uppen" さ務する市の丁度南mnの都市さし

て用 意 されれしのであるが 、 ｦ 苛 ｬ 王他 の 都市の匁 め に ＱＱ 禾 Ｑｾ Ｇ 言 十輩が準備されてない。前闘に説明しれ

Stj ordal shalsen  11 Tr ondhj em か ら北部織選に沿ふて25粁雌れれ海岸のさ ころにあるのである。

( Sver l' e  Peder sen 民によ る計輩〕

Ｎｈ ｾ 争，

く第 11闘) Tr ondhj em の衛星都市 - Stj ordalshalsen. くノ ーかウ エ〉

都市面積 11約反わ英町で、周囲を取り 廻 いて ゐ る康大な土地 11良耕地帯さして浸す猿定である。餓道

11闘示の如く下部に布設され 、且つ餓道のイ也の側に 沿って腐ー大なる 工業用地さすよって居る。中央の 図

形のさころ Ｈ Ｑ ｶ グイｾゲ セ ｙ タ ー で 、此 慮 に 教舎や小公闘が酉 ｅ 詮されてある。之れ Ｈ Ｑ 建築家 ｓｶ ･ ｲ ｬＧ ｃ

Peder sen 氏によ る言十査である。く1920)

2 3  11 



( 第 12薗) S tjυ 円 l al shalsen の γ ゥイ :Y IJ セ Y タ. ; ｔ ＮＭｯ ｮ､ ｨｪ ･ ｬＱｬ の 衛 星都市 、 Ｈ 建 築家 ｓｶ･ ｬｾｲ ･

Pedet百 en による設計〉

( 第 13圃〉 北音Eノーかウエの中部に 於 げる新都市 M o 1  Ra na .  

面積11約 1，∞0 英町でわる 。比の土地 11一人によって所有されて居る 。事業 も亦一人によ って企 図

され且つ賃貸 されて居るので 、質交されない土地である。都市た火災の延焼 よリ防ぐ民 的から狭小な

P: :u.t. beJt に よって幾つかの音g分に分割 されてゐる。 ( S v e，ore Pedersen に よる計輩、1919)
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1912年には Tessenow 教授

によ る設計ーの祝日用大 ホー ル

( Iarge festi val  hal l ) を持つ尖

しい製校が開校 され 、Eury-

t hmi cs 式教育の創設者 J aques

D alcroze 氏 などは 、此の計並:

の 前 初の頃とれに ｉｾｍ 係してｽ ， ｴｩ

ったので・ある。 Wol f D ahrn 

氏 の逝 去に過 って、 此の計担:

は ｾ ｉ Ｚｉ絶 の ｉｌ む 主 主きｉＧｃ 1- IJ ったの

であるが 、大戦後K 460戸の佐

官が建築されてあった。此の

者11; li の綿人口 は 2，100 人にし

て共蕗K は 600人のll j産工を訂

する家具製造月j の工場と 比較

的規模小な る工場が 3 つ建築

されたので-あった。 此の計霊

コt リ.，. '..，. ｽｾ＠

の根本的創意の 中には街主郁

ih的要素を多分 K 持って M} っ

たのであるが 、然 し共の貰は

ｪ ← ｾｽｾ ｴ｣ ドレステンの郊外のﾭ

=rril 分を形成して 居るに過ぎな

い ものであった。然るに建築

的効果及共の施工lf 法K 於て

は成 る特別な顕著なものを持

ってhEi ったので・あった、けれ

ど も、嘗て出|主i郁 di 又は街l f .

者IIi Ij I 'C 9i!- へ られた定義の概念

よりするならば 、それはあ ま

〈第 14園) Hell e.. au の位置1... 切かにし且つドレスデヅ

りに過小で・あ った ので・ある。 さの関係た示す地図

スエ ー デン及他の臥:i'J 'I '1各問K 於 け る枝 氏、1萄逸に於ては 都市の所 ;; Hする }i，長大な る土地 は

ーーそ の多 くは森林で あるが 、 一一 近隣 の 郊外 ｬ 亡 沿 ふ た紘地 ｾｉｉｉ ， を 独 得し 、日Ｎ つ長 ｜｜外者 ｉｲｲ｢ ー を

互に分離する のに役立って}a! i るので b る。然 し乍ら信II" Jーは ど作者はその質例 を知 るよ しも

2 5
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俳句 同 岬 脚 E ョ

即時帆 ＢＢ Ｂ ｾ

明 岨N 圃 掴 閉 t Z : : I

U' t Ct ' ! )1' lMf l i  l !Cm: II 

訴ｾ ｾｾ ｾ

ｃｾ Ｑ Ｕ 園〉 ドレステ・ゾ近くの Hell erau ( R iemerschmi dt 教授に する計室、) ( 1908)  

泣 い が〉 賞際 ｫｦｩｬｨ 朕 Ｉｾで あ る事 は極めて希で 、 ｩ 事 ろ様 々 の部 分 ｋ 分散して居 る も のである

から 、農耕地帯の機能 を満足 さしたり 、或は者rlrli 膨脹を物質的に抑制する事などは殆んど

不可能で- あった。

オランダのア ムスアJ レダム か ら101盟、U tr echt から 7 1型l'L ib る都市で而も人口 40，000人

乃至50，000人 を有する都市の 中間lvc. 介イじして居る H ilversu mIr.i 、是等二つの郡司i の質事 ト.

の衛星都市にして 、且つコとか L る目 的の上 1'[. 開護中の ものでるる。 アムス アJ レダ ムの多 く

の質業家及専門家連は 、 *働者 と同様に、J妻鹿に 居住 して居り 、多数の工場 も亦此の者11市内

に於て登達 しつ L あるのである 。で、市胞に於ては大望ある住宅攻策 を賀行 し、 且つ此の事

業施工に際 し市の建築家 W. M.  Dudock 氏は著名な建築物の設計を完成し、且つ之れが

質現に非常な効果を修めたのでb る。即ち新築の建物はいづれも非常た魅力を持って 居 り、

11 2 6  



! 敷肱地計計. 壷等K 就ては細

心完念主る j註主意 と研

されれiたとのでで. あ る。 ζ  

のZ計計十沼董事当業Eはアムスア

Jルレダム の衛星都市とし

て此の末新li設の大者都l日i市附

護 K 閥しては、市管理

部 ( ci ty gover nment )  

が主管となって進めた

のである。 ( 第16園参

照〉

Vreeuryk ｾ云ふ の

はロッテ J レダム市によ

〈第 16園) HiJ versul1l の小撃校、 1921( 建 築 家ヂ ユド y > ; 民設計〉

って開愛されたー経営地の名 稿l亡して 、所滑川除l昔1I rb・と給されて居るが賞は 、郊外者Wrli て・し

かたいのである。此の経営地は1913年I ' L H.  P. Berl age "t-;9:- I:  fとよって創設されたもので、

11.つ之れが計- 壷並に設計缶II ' L 附しては三つの確質な る建 築 事 務 所 - Gr ampr e Mol i ere， 

Vehagen 及 K o k 建築事務所、de Roos 及 Or crei j nder 建築事務所そして Mei schke &  

Schmi t 建築事務所一ーによって詳細に用意されたので・あった。経営地には教舎、商底及

娯発揚と共に2，400戸の住宅が存在して居り、現在( 1925年頃友るを以って今より約12年前〕

なほ住宅の建設が進められつ L あるのである。此の計輩は建築接的にも亦市の住宅攻策又

は住宅経営地開褒計壷 としても、特別に奥味のあるもので- るった。

グエニスは烏上に一つの都市の事例を準備したのでるる。 そしてそれは、主要島 ( mai n-

l and) それ自身の衛星都市の知く設立されたのである。河口又は突出せる舌献の陸地( 註

半島たらん〉で制限されて居る多くの都市は、その膨脹に封し郊外へ延びて行くか或は if l.上

又は河川 を越えて仙の都市に刺戟を輿へるかである。即ちニュ ー ヨー クとかサンフランシ

スコ等の如 きはその故も顕著完工事例でもある o そとでグエニス Hi は、築港& . 工業或11: 住宅

建築等の矯めの繍慢として、 2，841英町の土地を独得した ので・ある。そして是等の土地は 1'.

記の如く配分されたのである。

築港及ドック

工 業 地 域

住 居 地 域

865英町

1，606 fI 

370 '1 

2，841英町

築港は州の助成を得た Soci ete Port o 工場によって開設されて居るので、公盆施設及住

宅地域の開護はグエニス市が工事の全部を引き受けたのである。

2 7  JI 
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( 第 17回) MM.  B er，包ton，C hau，' es 及 F au，'e- Dy ja，・ t. J C 等の合作計量まになるパリ ー地方言十輩 、

比の案の主なるアイテ" ア 11新設餓道に沿ふて無数の C it es- J ardi ns た設立する事である。



ＱＹ Ｑ Ｙ 年の常初陀於て 、 仰岡の立法院は 、 都市計整問題 の 島理 ｋ 就 て 地方言十霊的内 ＧＴｾ を作

った 綿 括 的 な都市計書法を通過せしめた のである。そ して巴ｊｴｴ ｾ 及セ イ 只Ａ隊はそ の 法律 ｬ 亡従

って 、都市 の擁 張 と 際青1・11: への計書抜設計同|を 求 む る た め 競 技 設 計 が 行 ば れ た の で あ っ

た。で 、此の競枝設: 訂計|十.σの〉車私ll川i

結果の報告琵表は無古か‘ つたのである 。 然し是匂 ＺのＡ悠非同案は 郁 ￯ ｬ ｩ ｾ 十 番 研究者 の Ｑ ｾ め に成 る

q'寺徴のある材料を: ｽ 日立した のである。そして え守 ーの Ｑｦｩｉｻ 非同案 の ｪ も ては 、 賀 ｬ と 巴 ｉ ｉｾ を駒栄無

数 の締)↑i 叉 は 無 数の Ci tI' s-jardi  II S として 、1削放って府るわで・あった。 二守一世 を独作した

M M .  Ber r i gt on 氏、 C haures 氏 及 Faur 巴司D yj arr ic 氏 勺の合作にな る計三委l亡就ては M.

He nrs 氏が彼等を 論 述 して居る如く ci te-satell i tes を暗示したもので 、最も興味のあるも

ので・あった。( 第17岡〉

ベルギ一、 スエーデン及仙 の 諮 問K 於て 、既に 指示した如く 、興味あるイセセ玖策と 郡 ili

の近隣地に於 ける住宅地開張計費: 守: があったが 、J辻' 千はいづれも郊外部i li 的特貨を鑓へて

やらなかったのである。

ｾ＠ 1) 

米閣に於ては、無数K 多少なりとも相互助成的組織の根協 を有す る者fl 市 建 設の企 て が あ

った。そして是等のなかには都市の利害に閲する土地統ifii JI ' L 就て、初j虞 か 問 |車l都 市 的 アイ

デア を提案するも のとして土地に所謂京一税 ( Si ng le-t ax) なる enclaves5 を賀行 して屑 る

ものがあった。 だが然し、是等の計委はいづれも規模小で‘ あるばかりでなく科準的の王1[1想

を有して居ったものは殆んどなかった。即ちいづれもか L る都市 の機能に閲する慨念友ど

は除外され、かへって特種な品 l合 問 題 的 な 叉 Ir . t 宗教的な王'H論に追従して居ったのである。

兎I ' L l '旬、此 島 に 郁 rli 開 護の湖特左手段と して再々 の興味を IJ 1くものは 、1882年 K 於ける

故 D on Ar t urr  Sっri a y  M ata に よ る計普: で 、C ompai i i a Madr i l ei i a de Ur bani zaci ( mに

よって事業が逢行された スパニツシユの 良線 ｊｾ 部 ￯ ｬ ｩ ( Spani sk l i neal  ci t y) で・ある。 此 の者11

i li はそ のお が 暗示して府る 如 く、 高一線的l亡まっすぐ者Ili !J を建 築する概 念のものである。合

批 Ir . t 所謂 l ineal 者lI"r! i として故初出線的に約 5，200米 を完成しそして更に疏純的l亡 17，000米

註 13 L a  V ie  U rbaine ( 1920) 参照

設 14 “ ci tes- j ardi n" もcite-satel l i te も亦 グ開園都市川二等しくないのは不幸な認であるが、是等1:1:

いづれ L英語に於げる“ Ga，-den city" の意味た満足さゼてない嫌に思1: 1: れる。

註 15 S i ngle_-taxer の使用して居る 比の encl aves ｾ云ふ言葉 Ｑ ＺＱＺ 、 経済的地代が 、 有機借地械の係件

F に蒐集 され、且つ都、州又11 図家に よって賦課されれ確定的すよ税金支扮の際によく使用さ

れろさころの土地の康 さ ( area of laud) た意味する Lのである 。終演的地代 " 1:1:課地 ( bare

land) ーーー例へ It建物であるでか、農業用 の回畑 さか或11 叉森林等のないしの三して考へ件

ろ土地ーーの用途に 3討する械利が必要なろ依値ら表すものごしての l 年の支扮ら云ふのであ

ろ。 - - E nc1aves of Ec onoll l ic Rent， T hi rd Annω 1  Volullle ( 1923)  P .  1  

註 16 L a  Ci udad :  A ntecedent es y  datos vari os acerca de su Construcci 凸n. Madrit1，同84. And 

other ¥司lri tings
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「第 18闘) Li nca1 都市によって二つの湾都市が、共に 連鎖されれ例か示す。

叫 叫Wt c'l .Jt CI' ..IOl O 叫 1:.:ニコ胴 ロ 榊

町 時 岨 川 崎 ・ 抽 一一ーー£ニエーー

0  

・.
i '  ， 

.“
p
e
 

( 第 19悶〉 マドリｾドの ｌｩｮ･ ｡ ｬ 都市の計 Ｓｚｅ

比の闘に11全部捕かれてすれ、がマドリ y ド11比の左側にある。餓道の主要停車場11示固されて居る。

Puer t a del  S ol からの市街軌道11来へ比の Li neal 都市た二つに切断し、英盛に此の合員士の事務所1，J?

設立して居る。 1ineal 都市の中心た貫遁して居る軌道11舎祉の所有である 、叉闘に11公園、積電所等

も示されて居る。 1924年ーま でに開殺 されれ部分11太いがっちりし1: 線で示し 、破線のもの 11開後言十重

のものた示す。

日 3 0



が建設中であるか若くは計豊中たのである 。 1，800 戸の住宅が52粁の鎮遁、30，000人 の矯め

の上水遁工事及電力工事と共に建設されたのであった。此の計聾の根本的原理に就ては、

突の如く記述されて居る。( 第四、 19闘参照〉即ち

a)  交遁言十叢が都市の設計ら決定する 。

b) 都市計叢11構築より先に行ふべきである。

c)  都市の形慢11幹線道路紬亘書11叉奇人の所存i市街組織の Spi ne ( 回車害状〉形であるべ暑で且つ出来

るだけ幅庚に建築すべきで一一最 低40米乃至44米一一 旦つ中心部に 11 1本乃至 2 木の鍛造が布 設 さ

るべきである。そして優秀な電泉施設 L建築 さる べ告こさ。

加之、規則的な幾何撃的形慢さ して 11 ( 正方形、長方形及不等主量四遁形〉殆んさ・完全なものであ

リ、伶且つ 同面積の不規則形の もの よリ更に短い周囲でおきまって居るものである。猫立的な部分

叉 11都市の住宅匿廓さなって居ろ部分 11- 叉 同時に此の Vertebt' ate ( 推骨的〉組織の推骨たなし

て居るのであろが一一幹線道路の巾にあろ餓道線路か ら直角に捕かれれ線によって決定さろべ告

で、之れが砂 くさ1，20米 ( 22 ヤー ド〉位 横の道路 ( Tt 'ansvet'se Streets) か ら離れて居るのである、

共施から下 水 汚物及 他 の 衛生的庭環に封する さ 同 様に 、水道、 ￄ 斯及電ｾ供給等 の 角 めの主 要管 ＱＱ

互に直角に横断し て 直線的に布設するＴｽｾ が 出来る様にな って居 ろのである。

d) 都市面積の% ( one-fi bth)  11住宅地 さなり -;(; 11生産的耕地 さなるのである。そして各住宅の敷地

11最 低4∞卒方米位の面積1 J . o 宥するものさす。

e) 一家族にー住宅さして各々のその住宅に 11果樹及花園等た附属ぜしむる事になってゐる。

f)  土地の卒等なろ分間。

此の計ー霊の目 的とするとと ろは、此の直繰的都市 ( I i neal c iti es) によって圧に既存都i li

へ開係せしめ、且つ既干rの普都市の尖朕形をなす三角形の市街地の土地をして漸次的K

l i neal  ci ti es I ' L して仕舞ふ と云ふのであった。而して此の新しい手法によれは 、農業と工

業に貢献するととろ大であらう之云ふので・あった。

此の都市の創立者逮は 、l i neal 都市が問|量l都市として優秀なる形鰐でるる事を主張して

居る。が然し此の都市はその性質 112Fろ郊外都市であると 云った方ーがi道官である。 l i neal

都市在 云ふのは 、それ自身が碕立的都市と して活動するのでなく寧ろ既存都市に加入して

その都市のサーグイ スを行ふものでるる。長 い直線的褒建の故K 建築物等が分散せざるを

件ない事から、所謂者[Iili の 向然的傾向友るまとまりのよさ ( compact ness ) 或は利率的統

制l 主云ふ考へを失ふと とは 、明に不利益な事である 。 更に叉交通蓮1除の見地から論じて

も、人口を一定に、餓遁又は交通運輸系統に沿ふて分布 さすととが、責際的に、はたして

経漕的であるかどうかと云ふととは頗る疑問の様に忠へる 。何l放 なれば、鍋遁も i ll '街電車

も定った停車場で乗客を乗降 させねば友らないので 、勢ひその停車場の周聞に最も多数の

人口の集中を必要・とするからである ol! rJ ち此の場合停車場附近以外では 、観遁及市街電車か

らの利金を享有する事が悶難であると云ふ諜である。 けれども此の計垂が尚吾々 の興味を

非常にそ L るものは、農業の奨JioJ と哲接的原理の上にか L る特種的主主都市を建設せん在す

る企固にまうIする主同時、之れが賀現K 開して可成の程度にまで達 し得たと 云ふその特質に

註 17 Rat i onal  Ar chi tecture of Ci t i es ( madr i d， 1924) 及 the j ournal  L a  Ci udad Li neaJ ，参照。
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相比' SI JA Y

く第20図) Adol f  Radi ng 教授による持t ! との大都市への理想計重く1924)

工業関空聖地域 ミ永久良耕地域1.tmす。戸クチし1: 部分 11生産的庭園、同畑 、葉樹関等7. t 持つ住宅地

1]?示す。比のす十鼓2震の将来 11 、人口が遡営に飽和されれ者s市さして制限され る様に なってゐる。

く第21闘) He'T Paul  WoJ f 氏による了.業的衛星都市 ( 1922)
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撃すしてピある。

此の計書を引n起し作ると ζ ろのものは 、現代的者11市建設に封し、理論的計ー霊に悌j し興味

ある研究の提案がえE し得 ると云ふ事を1片見の図々の前K 示した耳目である。是等の計笠は 81

Wl都 市の理想に非常なる影響乞受けて提案されたも ので 、彼等の多数は 、者11市蹴暖[:[ 1闇 が

賀 際 的K 討議されE つ、その企霊中にめったものが提案されたのであった。後者に示した

宜例は A d olf R adi ng 教授に よる理想者Ili !J の設計で 、とれば同教授がプレスロー市を中心

として学何60粁の範凶内にあるr .Jj 問郡司i l'L Wi Jする計・霊の際なした彼の研究の結果であると

して此島K 禦げ得 るのであるが 、( 第201. : : l J 参照) ドレスチンの都市建築家 H err P aul  W olf 

氏 に よ る 大 都 市の 術l刷工業O [ S市 及 M ， ] ules Scr i ve- Loyer 氏の計室等は L ill f の繍張

とその周閣の都市計丑に影響された提案である。( 第21、22闘参照〉

田園都市費速に! 制するレーモンドアンクイン氏のダイアクーラムは一般K よく知られて居

る 。 で 、 彼によれば。日 Ｑ ＱｾＱ 都市 の 原理は郊外都市にも摘月｝し得る ｵ と云って居る。

著者の知る範| 勾に於ては 、 アンクイン氏は 、此のダイアク' ラムに就て完全な論述をして

ない様である。が然し故近l ' L }'I J り此単に探主義し? と如きグイ アクーラ ムを用意したのである。

是れは兎に角同校友アイデアを停へて居る桜に忠へる。何故たれば、此のダイアクs ラムを

検討するならば、砂 くとも新鮮なる空気 、J出梨休養機l鈴j及自然K 接する矯めの充分友る土

地を用意するととによ り、或る中心郁子I'i 又は既存者WF n より分離して 、その周囲に郊外都市

をー鮮として分散せしめる方法K よって、都市の新しい意味の蹴慢を提案して居るからで

ある。( 第23凶参照〉

ヲ:κ 、或貼兎l ' L ｦＨｾ＠ )・ンク イン氏のア イテ. アと同級のものである が 、然し更に之れより進

歩護述し 、殆んど凶 1-111都 市の理想に近いとされて居るものは才ハヨー州 クリ ー グランドの

23 

R ober t  W hi t t en 氏による提案で ある。彼はその提案に就て次の如 く記述して居る。( 第

24固参照〕

首都計ｾに闘し ｯ ｰ･ｮ devel opment  stri p の用途た示すベ〈最初に捕かれれダイアグラム l工、首都

地方 ( Met t ' oplol i tan region) の組織に就て 、可能性のある 改善の要財に闘する数結1J_.;t克明 して居ろ の

である。中心者11市古云ふもの 11 無数の分散されれ自給自足の郊外都市又11衛星都市等で周総 さるべ告

である。で 、是等衛星者11市が永久的に分散されれ状態で存在される銭めに は、中 心都市から是等た分離

する慶大なる空 地 の介 在 によって得らろろのである。比の提案のキ目泣する黒占 ＱＱ 、ｾ々農耕地殺さして

提案される opcn devel ol sment  stri p 1.p、市街地叉11半市街地的一一例へ 11. '大公園、公園道路、遊戯

訂， 18 G，' oss tadtbi l du 昭 by Adolf  Radi ng;  i ll Di e U ms旬叫cl

iω臼2μ4) 地困芭炉ダa イアクグ"ヲム屯た? 持つ輿刻味ミわる論3文Cぐ》でCわる 。

註 19 Der  St adt ebau， Nos'  J  1ー 12，V o1. X I X 参照

註20 Les  Proj et s d'  Amenagement  de Li ll e  by  C.  Hesset ， in L a  Revl l e Mader ne，くPari s 30t h 

Aug. ， 1923) ー霊長照

註21 これ 11 Not hi ng Gained by Overc，' owdi ng  ( 19 18)  and  el sewhere から鱒俄しれ Lのであ

る。

註22 Nothi ng  Gained  by  Ove，'c，' owdi ng， P .  4  

註23 L andescape  At'chi tecturc くJ an.，1924. )  
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此の三つの L の 11共に人口 10コ，α)() 内外を牧容すろものさして計輩 されれのである。 ( H err P aul  

W olf， 1922). 大 ドレスデ Y への略計輩た準備 しれ Her r P a lll Wol f 民11森林帯伊良耕地域で園経 さ

れて居る 工業地叉 11牛田 園郊外在更に関空まする事に よって 衛星都市のア イデア1J ? J f f t i . 用し得る事た万そ し

て居る。

( 第23闘〉 都市た地域的

に分割l し且っきE地によ って

確定的な地医に分割する方

法を提案して居ろダ イアゲ

園

田

国

口

一

一ト

附

，

山

山

m

m

M

m

v

務

総

d

 

ラ ム。

レイモ ヅ ドア :;/ ウイ ν 民

による設計く1922)
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運動場 、 保存森林［仇ゴルフ又 ＱＱ カＺＺＯｾリ ＭＧｊ ラプ 、個 人 的 経瞥 地 、 墓 地、 上 水 周波 澱池用保存池、

空港、都市 、都 、及州等の用地 、公共建築物、ffff 大なろ用地た占める花的悶健の建物、フェアグラウ

Y ド ( f ai，' ｧ ， Ｇｯ ｵ ｮ ､ ｳ Ｉ ，汚 水 慮分工場 、 トラ ｾＩｊ ず ー デ ｹ 、 Ｈ ｴ ， Ｇｵ ｣ｫ g a，'den) ，温室及餓送機関E転車庫及

主主草剤操車ヤード一一周さして使用されてゐる鉛である。

Open  develop ment  St ri p 11 以上の刻1告稲々なる用途の外に 衛星都市の永久的確保 さ云ふ こさがあ

る。叉牛公開 St ，'ip ( S emi .open st 円 p) さ云ふの 11… 交遜運輸の技術的進歩吹夏に就て 、将来のfム念

に遭遇し穴場合に備へ得る事になるであら う之ころの土地である。けれさ是等の要求に針し 、!1守b艇の

正確なろ凡遁かなす司王 11不 可 能 で あ ろ さ 践 し 将 来公開又11建築- t t さ・ろさころの空地が必要であら う

こさ 11確であ ろ。

周固に溺立しれ衛星都市在持つ中心都市 11、 その機能た有効に制限する事 11許される事で あ る。

で 、 中心都市自鐙11最 初、 商業的活動の上に役立つぺさで 、 且つ家庭の人々も 、 その都市の商業に

従事すぺ告である。大商業都市の周囲に群在する郊外及衛星都市さして 11 、主主して工業的 に活動し

且つ叉其蕗 に住む労働者 11 その衛星都市内の工場に 雇 11 6 ベ告である。比の方法によるならば、交

遜、運輸、及住宅等の 11111泣か殆んどな くする事が出来旦つ商業的に L亦工業的に もその能率た増加す

く第24園〉 ロパートホイ Y トゾ民の衛星都市の理論7" ，閥解して ゐるダ イア グラ ム。 ( 1923)

3 5  11 



るこさが出来ろであらう。

更に 、此の工業的叉11凡ての都市的施 設11、各々分散して居 る郊外の遁援すよる、進歩さ調和への最善

すよる方法乏して 、種々なる郊外へ遁営 に制リ嘗て 、且つ分自Eさるべ Jきである。

/1 ｾｾ ｉ 撃的に設計された者 ＱＱ 市 ｈ とし て 他

の米図の計量は止U孟κ 岡解して居るとと

l

 

i

 

l

 

i

 

--

ろのものである。 此の計聾の基礎 とする

ととろは 、 近隣者 ｾ￯ Ｑ Ｑ 、 又は人 口 Ｗ ， ＰＰＰ 乃

至 8，000 を有する地) 5都市として所々に

分散せしめる事で 、且つ叉之れが開護に

聞しては 、完全なる自由を者I1市に許すべ

き事を主張して居るのである。( 第25凶

参照〉

是等の計聾は他の計書と折衷 し得るか

( 第2S悶〉 科撃的に設計 されれ都市の

ダイアグ ラム( 1920) も知れない 、そして上記の計ー聾はいづれ

も郁 ￯ ｢ 設計 ｖｃｾ ｦ，ｊ し、 よく行はれて居る 傾向 の 代 表 的なも の として 考へ得るものかも 知れな

ぃ。が然じ、止U起で著者は 、是等の計主主に附す る批評的検討を試みんとするのではない。

さもなくば本ヰのみでー加の本を書かねば友ら友いかも知れないからで ある。言ひ換へれ

ば 、是等の計霊はいづれも 、本舎で記漣し? と閏間都市概念に封して、或 る程度の不足があ

ると雌も 、此の問題はいづれも都市計蓋の研- 究者へ 、特別 な研究分野 と充分 友る研坑の機

合とをｾへて居る事を指摘すればそ れで充分 であらう。

然し乍ら、 筆者の 記ｾした計書又は企岡或は叉ｼせ界各園に於ける住宅 の建築 及配置計 輩

( lay- つnt ) 等への改善された標準と云ふものは回国都市ア イデアの影響によるも のである

事 Ir . t 明かである。で 、その影響の Fーで か間協l都市 方針 P として都市計壷又は住宅玖策に劃

して是等のものを 'Jlf IJ するのが習慌の様になった。そ して此の事は本稿の最初の部分で指

摘したととろである 。 ｉｉｴｙｾ の Ａ胡々に於ける 多数の住 宅地及経営地開張計Ｍ 霊が 、削 除 ｼ 哲ｉ｜Ｂ， ｢ の

アイデア K 幾分でも負ふと ころ があったものであるととは考へ縛るが 、上記の如 き無差別

的用途は甚だ好ま しく危い とと ろである。 何故主主れば同協l都市の其の意味が彼等は 、著し

く快除 l〆て居るからであるコ又日 11志l昔11市的考へプJ として u 一英 IUf i'C12戸の住宅 u と云ふ原

‘ f_1P: の聯想もか IJ l! lli ]首11711 グと 云ふ言葉の恐 らくは非常なる間違った用途であらう。で 、多く

の人々は充分なる庇l童l地 を持った住宅の敷地計霊を /1 ｈ ｾｉ 同首 ｾ市的 ｊｩ 多 Ｑ Ｍ ＯＱの計輩と考へてゐ

るのである 。叉賀際に 、昔11 di 言-1・2王家自身でさえ 、者IliTi のあらゆる開護K 就て 、その効果K

!Mil する必要加主意をMへる事なくそれを空地開設 ( open dev  el opmeut ) の原理である と

註24 Ho usi ng and Communi t y  Pl anni ng:  The Ne w Ci t y， a  Pl anned Physi cal  Eql l i pment ， B y  

Robe，.t R ， l { e m and C.  Geschi c l<te，'. J ournal  of t he A me，' ican  Insti tl l te of A ，' chi tect s. 

Nov.  1920 の附録。
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し て 非 常 に 信 守 る お;に な っ て お る の は あ りさうな事である。 衛生大臣1 . G ， Gi bbon 博 1:

の 最 近 に 於 け る 、 此の 問 題 K 閉 す る 著 し い 批評 は相 岱の強 制 力 を 以 っ て 居 る桜 に 忠 へる。

即 ち 彼 は 此の 問 題 lて闘しそ穴の 如 く言ってゐ るのである 心 . -

手忍Lμ lぼ主最近 U 悶関都市的方針 U 苫濡総ヰすろ月所r，;消!

司事Ｎｾｾた ｐ 白 状する。 ｈｉ 日｝ちこれ ｬほ ＱＢ 問関都市 万 之云ふ 言言 Ｎ ｺ奨寝 ｦだご げてで ， 、 その内符 に就て只皐に無 智で締りのＪい

考へ方のグ絡の外套 U らそれに 者ぜて居ろに過ぎないからであろ。平'1. 11最近、グ都市言十貨が直面し て

居るさころの危険のー11 、 H 阿国都市の閲授か で云ふこさが無暗" " 21: らに話されて居る司王である o b

芝、殆んご・説得さ れて仕舞つ1: のであろ 。手' 1. 11 岡図都市開習をに闘して強制的に主張して居る人々のア

イデアに 11非常に 同情た有して居る 。が、然 し他方に都市計量Zの一端さして彼等が好んで d 問図都市

的方針 '1 ｾ稀する様な住宅政策か行 ＱＱ んさする人々に ＱＱ 殆ん主 同情し得 ないのである 。 Ｈ 資 ＱＱ 是等の

人々が簡単に同園都市唆主主の妨害さなっ て居る認なんであるが、〉

最 後i乞、著者はl 3i 閑 都 市 の 完 全 友 形 隠 と し て 二 つ の 質 例 を 示 し 得 る の は さrE びである。

で、 1世 界 に 於 て 二 つ の 此 の 計 霊 で も 、 そ れ を 持 っ て 居 る 共 同 は 名 轡 で も あ る と 思 っ て ゐ る

のである。それは間同番目市 又 は 衛 星 都 市 建 築の 完 全 な る 概 念 を 具 躍 的 に 表 現 し て 居 る の で

ある。そとで著者は今や是等 二つ の ｾｉ ｉ 国首 ｦｬ￯ｬ￮ｋ 就 て記Ｕￆ するととろに達したのである 。

( 認者註一本主主の筆ー者 バーダム民 11以上の如く云って第 l 章第 3 節の “ vVhat is  Me ant  by S atel l i te 

To¥vns" の論設を結ぴ綴いて第 2 5字及第 3 *に於てレ千 .'Y V ス及ウエル守イ Y の雨岡園都市; l J ? 詳細に

紹介して居るのである。 〉

註25 G a，' den Ci ti es and T o wn  P lanni ng ( Dec.  192-1.) P .  2S: l  
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街 の

ｾ＠ ｾ五ｾ ｾ＠

本誌、 ＱＲ 月 競の建築随想欄に小泉 ｾｦｲ 四郎氏

が 、我が園都市のスカイラインの貧弱さ

と、瓦屋根の薄汚さとを、いみじくも指摘

してゐるo 正にそ の通 1)， ｾんだ 棟、波打

つ軒 、壊を由通ぶった涯管主主瓦の色 、荒し者[5

市闘を代表する尤 tJ.. るものでもあらう。し

かし 、此の事賀は日本家屋の尾根そのもの

に責任があるのだらうか。叉]{ その ものが

救はれ難い快黙を持ってゐるのだらう か。

小泉氏は 、瓦をもって最も非現代的のもの

として痛烈にコキ下してゐられ るが 、私自

身としては全く別の見方 を持 ってゐる。現

代的なり や否やを 11'すく問 はない事として 、

私は今瓦の美を識つて ゐるのだ。既K 見た

のだ。そうして今此 ｾｉ Ｇｌ私自身 ｋ 到する備

忘のためにも 、此の事質 を芥 きf{/ めて置か

うとするのである 。

イ佐野繁次郎帯伯は船場の /1' ，と聞いてゐ

る。彼 l生生れ乍 らK し て 良 き大阪を満喫

し、その中に育ち 、その中に完成し、後他

閥へ ＱＭＱ｜て始めてハ ツキリと良き大阪の姿ｾ

揃み得たのではないか主云ふやう な気持ち

がする。そうして彼の織細な神経と 、愛情

の寵った畿とによって 、良き大阪の姿が、

鹿 と壊とを i先ひ落して再現されたものが彼

の訴訟のでるる。鋭い塾術家の眼と ;'1'¥:とを

通して 、品の大阪の姿が哀し出されたので

ある。

彼の描く 大阪の識が私I ' L J ! L の美 しさを教

へて呉れた。瓦の品質の姿を見せて呉れた

のだ。

11 3 8  

美 皐

フE 良 勅

佐野誠イ白 I'I 好んで建築のスクツチをされ

るやろである 。或る場合は部分的に 、叉或

る場合は群像として。そうして之れ等の訴

を見てゐる と、 屋根の引i く構固が非常に大

きたそーテイフに怒ってゐる事に気が付く

のである。瓦の並列によって出来た科卒而

が 、立般的に構成 されて、一つの屋根を造

り上 げる。手 前 の屋根は次の屋根へ とＦｾ照

的に 交 釦 して 、 一つのｾ 聞 を 確立す る。そ

うして此のす ＺｾＱ 的の構成が瓦によって出来

た而によってたEされてゐると云ふ貼が重大

訟のだ。それは滑かた面ではな い。瓦の凹

凸によってリス“ ムをつけ られた 、柔ぃ手間

りの面である。そうして共の一つ一つの瓦

は重犬左前面の一軍位と友つてゐる。FL I'L

到する愛若が 、数多い共の繰り返し を省略

する事を許るさ ないの だ。裳1] 銘に一つ一つ

を、愛情を以って拙き続けて行く。

私の家の前 、道 路 を 距 て 人 が ツ チ リ し

た純京都風た木造住宅がある。塀、門、中

潜り 、母屋 と質に而白い] 倣係をたど って 、

複雑友瓦屋根の構成を見せてゐる。佐野誠

伯の識 によ って刺戟 を受けた私は 、大分前

の事であるが 、此の建築 をスタ ッチして見

たのである。始め 、瓦主主んかずツ ト描いて

しまふ心 ｾ ｴ り で か ｌ つだのであっ たが 、 ｪ 主

り始めて見ると 、とても瓦を省略する気持

ちにはたれたく放って*1と。綜合的 K 美 し

いのみたらす写、一枚一枚の瓦がサン然主 美

しく輝いて見え る の で あ る 。 そ ζ で御町

容に一つづ L 亥l] fRil'LrJ t . き出した事である。

愛情を以って 、楽しく 、瓦を講きつ Y けた

事でるる 。出来上った時は嬉しかった。梨



しかった。元来無性で偲却がりの私 K 此の

仕事をする事が出来た事が誇らしかった。

押入の寝具がその識である ο 心臓が担いと

笑はれるのは畳|事の上で 、敢 えて読者諸彦

の御高究K 供する次第は 、まるで・小早児ぷ:

の寝生の如く 、 ＱＡｬｾ 邪気に瓦をＮＡｬｶＮべて行った

所を見て戴き度いからである。

] { の一枚一枚の姿は友かなか l沫がある。

共のUえを打 った 山線は合目的の形だと云へ

るだらう。その色は銀灰色 、そうして雨露

を含むで少し漁った とき は、- ) 背走し い深

みのある色にまでサへ返 るのである。イR し

色艶の捷せた燥湖びた奴が壊を浴びた姿だ

けは 、イ可んとしても I功か らない。見るから

に疲れ果てた感関でるる。

i徐りに一枚の瓦にコグワって詰り過ぎた

ゃ うで るる。 此 の瓦の波ダIJ I ' L よって形ii Ji ら

れるHf のZliTI町、即ち屋根の而が 、私には収

らt J . く美しく見える。 それはリスムを十寺っ

てゐる。方向を持ってゐる。路面J して宗を

棋り 、一軸して地に向ひ、肢にl授に本聞を

剖しつ L 、其鹿に屋根の律動的形態を造り

ｈｾ す のである。

かくして、瓦の美は 、リ ス角 ムは 、屋根の

それにまで展開せ しめ られて行く。

そうして 、屋棋の美は 、 リスムは 、者Jli! T

全世としてのそれにま で 、展開せ しめられ

主主ければなら訟いので

ある。

。。屋根ｾｾ

花で葺いた重い屋l，f.艮

は、日本建築を構成す

るJ-. V 1 こエツセンシヤ J レ

， のものなりや? 之れは

今私にとって非常に大

き な 問 題 と な っ て ゐ

る。

示1:寺建築の形態見を

決定する J -. I亡、屋恨の

それが4啄めて犬きい要素となってゐる貼

は、総ての日本建築を正Irrf fJ rする人達によっ

て認められてゐる事であると思ふ。そうし

て宗教建築の如 くl亡、その外視が建築その

ものミ生命として考へられるものにあって

は、例へ多くの不便を作ふ としても 、その

屋根のＩ診を度外腕して考へる事は ｈ｜ｾ さな

い。即 ち尾根の%I 'I昂J:寺建築の生命線友の

である 。必要快くべからざるもの主主る事 、

敢 えて多言 を要 しまいと思ふ。

所 が 、一般の住宅建築の場合、此の屋恨の

形 K 就いて考へるとき 、問題は全く異って

* るのである。

日本住宅の根本的の良さは 、その微妙な

民間構成 の 強ｴＱｾさ ｋ ある 、 と云ふのが私の

持論である 。 その考へから見るとき、 屋 根

は完全に雨露を凌ぎさへすれば足りる、l : ! ]1

ち限定工る賀JlJ I妙J以上の何者で・も ないと 云ふ

事になる。 そう して 嘗つての私は 、屋根を

過大評俄する人 を、躍なる保守的な趣味の

人として考へて来た のであ った。 しかし 、

今は大分考ヘカーが盤、ってゐ る。

閥西の大工は全惜l乞良い趣味をま: l f lj q手し、

満酒主主味を出す貼に於て 、はる かに閥東の

大工に勝ってゐる と云はれて ゐるが、特に

京都の大工の屋根の倣ひ方の巧阜のには 、

しば しば瀦嘆せしめられる。勿論そ の多く

3 9  11 



のものは 。凝り過ぎて 、無くもがなの小細

工を弄してはゐるが。

すでに前の項で- 瓦 主共に漣べたゃう lて、

私は尾恨 の美しさを今では依りにハツキリ

と芯Ｚ減し 過 ぎてゐる。質 ｲ ｦ，￯ ｊ ｪ ｾ 者 Ｑ Ｉ の Ｔ 討を歩い

て感じる 、その作Iの持つ' i f r ち若いた; ¥誌びの

ある気分と 云ふ もの は、その屋根の臨し川

す君主問気を取り除いては 考へ る事は ｉ ｉ ｾ ， ｾミな

いので あ る。そうして 、通り すがりにチ ラ

とnRI てつ く屋視が 、別 l亡大して技巧 を弄 し

たと云ふわけでもないのに 、何か人を悲き

つける懐しさを持ってゐ るやうな場合にし

ば しば1-11 くはずのである o '自分の故榔を見

附したやろな 心易 さを感じ るのである。

此の屋根の持つ良 さは、] { と共にしてし

か考へられない。一一檎皮主主や古苔の良 さ

には将く 言及しない事として一一如何に私

が屋根を讃美 したからと て、セメン ト瓦の

あの カスカ スした感鰯や 、 トタン 波板の聴

lt '1左足4良までを美 しい と云ふのではないの

だから。速い話しが 、震災後の東京のあの

プリ キ屋根を想ひ説い て見て扱き度ぃ。大

関東京の住宅は大部分がILLIi  1:屋根のー勃張

りで元来屋根の美しさを忘れて 出来た建築

であったのだが 、地j昆K 懲りて屋根を軽く

するために 、瓦 を外してプリ キを張ったの

だ。 プリ キで瓦の形を遣って張ったのだ。

御可容に プリキ製の鬼瓦までA託つけて屋根

が復興したのである。 ヒドイものだ。↑JI な

いものだ。 之れが他所事なら笑つでも憤ま

せるが 、日 本の帝都東京の復興した姿なの

だ。東京の人々は金輪際屋根の美 しさが ヲ

カらないらしい。 自然心ある人達を して屋

根の無用を叫ばしめるのではたいのだらう

か。

私は東京に育って、治時すでに建築には

興味を持ってゐたのであるが 、日本建築の

良さに劃する眼は未だ全然開けてゐ友かっ

た。た Y 輩に淡い憧れを持ってゐたに過ぎ

なかった。京都に来て始めて檎皮葺の利l枇

日 4 0

を見たと きの感激 、之れは今でもハツ ヰリ

と憶 えて ゐる。 故 郷 を見た喜びで ある。 月)r

謂る l般の組先I'L過ふ存 び と も云へる だら

う。そ う し て 歳と Ｉｾｉ 亡岸 根に Ｑ ， ｪ す る 愛着は

Ｑ 成 長してれ こっ た 。 ｊｬｮ ， ￬ｾ でも っ て此 の 感↑ ＱＱＱ を

抑 へて見た事も あ るけれ共 、共れはた' " ｭ ｾ Ｑ＠

皮の表而 をカスっ て去 る一遍の理論にしか

過 ぎなかった。メ? にな って此の愛着は車な

る伽l人的な1 t J i II'J ではなく 、もっ と根の深 い

民族的とで も云ふべきものではないかと忠

ひ1-1'， してゐる のである。

建築 が ｾ ｕｉｾ ｶ｣ 住む Ｑｾ めだけ の も の でなく 、

それは地上に創り1 - 1¥された一つの 自然と見

るときに 、屋根の問題はすでに賀利一方の

域を脱してゐ る。 山に樹がiJ 主ひ繁る如く 、

建築が屋根を冠す るの は自然の姿でも あ ら

うか。現イ1: 自分としては 、瓦屋根の持 つ美

レさは 、 日本的友一つの要!素であ ると断言

し度いのである。 た Y 、之れに代るもっと

合問的 t'J. ) J 法が生み出 されると 云ふ事 Ir.t可

能である。叉生み I.' P，されなければならない

ものとも思ふ。 しかし、そ の次の段階への

臨逝は、瓦犀

支のJ -.κ なされなければ2友E らないと J忠品ふ。}反

釘物への飛路てで、はなしυl陀℃、瓦屋根の持つ快

貼を鋭来した段階であ らしめなければなら

友いと忠ふ。

しかも倫私 Ir.t迷ってゐる 。 ヒット ラ一治

下の調乙に於て近頃建設‘される建築が、 や

たらに 屋根をつけ出した。屋棋とファッ シ

ヨとは何か必然的危因縁があるのだらうか

? 若しる りとすれば 、私の今持ってゐる感

情 Ir . t 、年と J 与に強 まって行く保守的主主傾向

のーの現れなのだらうか?

それはそれと して、昭和十二年労頭の話

題である 、四つ橋の屯気科務官官並K プラネ

タリクム 、之れは新名君の設計ーであるた

め、依り .1'1'間賞めする事は避けるとして

も、確かに良い建築である 。そうして此の

建築が屋上に雄大なドームを覗かせてゐ る



事によって此の建築を決定的に例性づけ 、

I1i  I'r. 平凡K 危るのを救ってゐるのみ友ら

や 、桶めて悠然とした1外視 を典 へてゐる事

に注意すべきでるる。此の事賓 と瓦屋根の

讃美 とは、一見何者; の聞係も友い事乍ら 、

私の心の中では 、可成り大きな防] 聯を以っ

て此の二つの事が渦を巻いてゐるのであ

る。

私は迷ってゐる 。

。 。 街 の 性 格 。 < >

私は街を歩くのが好きである。成る可〈

電車通りを避けて 、612丁へ杭 rへとはhつて

行く。 何か知ら十梨 しいものである。素晴

らしい未知の図へでも ｉ Ｚ ｉｾ るの では主 主い か等

主云ふ 、沿伽噺め い た 空 想 さ へ 溺いて来

る。

大阪の人は京都の街を汚いと云ふ。叉京

都の人も大阪へ行ってその繁華に鷺嘆の墜

を漏らす。しかし 、大阪の街の美しい所は

主要の街路だけであって 、その裏街は勿論

の事、表通りも汚い所の;方が多 い。家 も汚

い。人も汚い。何から何まで域のヴェー J レ

を被ってゐる。先づ大阪では船場島ノ内、

此の界隈を除いては、歩るく 気が起らない

のである。電車に乗ってゐてさへ 、阪急前

から都島へ出る線、堂島大橋から南下する

線 、槙島線 、築港線、心楽しまざる事筆舌ー

にすt し難いものがる る。此んた街をいくら

クロついても 、瓦や屋根の美しさは金輪際

ワカらたいのである。

裏街放浪の好も しさは、何んと 云っても

京都のものであるらしい。

f主?によって住む人の職業友り、責財の程

度怒 りが遣って来るのは蛍然の話 しで、此

の相違が街の性格と怠って現れて来る。建

築も遼ふ。通る人も遠ふ。遁r! J も還へば 、

犬の珪頬までが鎚って来る。此の街の性格

を ｬ 床ひながら、次ヘ ラ たへと漫 ｾｰ ー を延ばして

行く。問屋街から高級住宅街へ、突如とし

て繁華 友商屈街へ、干写び、横TtL : モグリ込

んでほん とのま 11汀へ、それを抜ける と ';./ )

境内へ 、それが京都の寺だ、他所の王寺とは

少し許り遣ってゐる。かく して街々 の性柿

の綜合が 、大都市京都の性格 を誼 り上げ て

f子くのである。

それにしても 、何故京都はとうも静かた

のだらう。 :E車も通るし 、初論自動車だっ

て、人口並みには走ってゐるのだ。一両に

人の波と云ふ やうな雑踏だって決して珍ら

しくはない。それでゐて 、その l喧喋を少し

も感じ 主主 いのである。之れは不思議な事で

ある。私にとって 、未だvcj' げき得ない一つ

の謎である。

京都の街は御承知の如くま手盤目でるる 。

だからと云って、パー スぺクアイプの見本

みたい友、行手はるかに心細くたってしま

ふやうな 、幾何皐的の前: 線の道It j : 決して無

い。皆i車蛍vc I1おったり、喰ひ遣ったりし

て、 次への展開に釘する好奇心を充分に満

足さして呉れる。

周問を制する， 11の姿も 、京の街を性格づ

ける重要、友素材である 。樹木の少しも無い

やうな街を歩いてゐても、必七夕、正面に見え

るであらう所の山の衣粧は、私に季節を思

ひ出さして呉れる。それにつけても怨めし

いのは、何時ぞやの風害である。山の美し

さも、 守や枇の床 しさも、窒なしにしてし

まった。元の姿に立ち返るのには、恐らく

数百年を必要とするのでは友いのかと思

ふ。風害後に京見物に来た人達に、御丁率

にそれ以前の姿を語って、まるで自分が惑

い事でもしたや うに滞解する私をフト見出

して、微笑しく思ふ時がしばしばある。

京都には未だ私の識つてゐたい街が津山

ある筈である。 何んだか賓探しでもしてゐ

るやう友私の街砂きは嘗分続けられるであ

らう。

楽 しい事である 。( 12、1、16)
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"石 工 符 牒" の 話

森 忠

昭 和 11_{f- Ｖ 月 一時大 阪人 の話題の 中心と なった 所調 大 阪城 、 渇水 異鐙の際 、同 城 ｬ 亡 於て ｾｾｾ

の石 垣 の表 面 ｋ 文 ＺＮ ｲｾ や 紋 Ｑ［ ｩＺ の 如 き多 く のサ イ ン が鷲 見 せられま し た。

＿＿［ 時 ζ れ 写 Ｑ Ｇￌｾｊｦ 聞 紙 Ａ Ｚで ｕ 大名サイ ン グと か 、 石 市 の 。珍 サイ ン グ 等の咋栴のも と に報

道されました 。西洋にも か くのご と きサ イ ン が 古代 ｾ ｦｾＱ 亡 ｲＮｦｴ Ｇ ｉｉ｛Ｂ の寺 院 や城 択 に 見ＯＫＧ， さ れて、

そ れぞれ 文' { : ゃ同 形の性質 、1えその使 }'IJ 目的 の 異 る に 従 て 石T 併l出 ( mason' smar k ，Stei n 

metz  zei chen， mar qu巴 de macon)  ;rじだImn民 ( maque d' apparei ll age} 1て前人 記枕 ( mar que

de t( l cherons，)  M' ，銘 サ イ ン( Si gnes lari dai r es) 帥 銘 モノクラム ( monogramme s l api dai res)  

と 呼 ばれ て 古 くよ り研 究 さ れ て居 ます。ノト手 ，;午の伎か の みJ527Hーや "V干? の 放 行 ス ク ツ チ の 中

より束西建築 に 於 け る ぶ エギn慌の 二 三vc fJ 宛ての 小話を試みた い と 思 ひま す。

-• • 
石了工.符 l牒牒附Iは士手令訟1石l 文 E中hの概 め て 特易矧殊k之な る部 類lに亡引j踊品するも の で あ りますが元3米l長ミ叫寺我比が岡 でで. は 支

祁 や 西i洋羊lに乞比 し て 奇全'1:-1あ石ミヲ- 丈少くそ の研

究家カがf吋i'討漸'1析l断折 く明 和 の頃 よ りH向1現したといはれてゐます。

古 来 伐が建 築で l念行 材のを多 く佼mしないた め 、その 結 果 と し て 常 然 石 てね牒も少く 最

近 で は 依 か に 城の 石 市に ある ものが護見され研究さ れ は じめたも の の 如 く に 思 は れ ま す。

今 そ れ 等の 一 、二 の例 に 就 て 説 明 い た し ま せ う 。

大阪府殿舎の玄関車寄の 向って左jl¥l lの楠込の中 に大 奇いそ の表面に 分銅印 〈闘 1 ) の刻まれれ花|詞岩

の置かれてわるのた在阪の読者4 の多く 11御承知の事Z 思びますが、それに就て11建札の解説に「型皇太I品!

大阪城築城 ノ節言者大名 ヨリ寄進 ノ巨石官時機械ず不充分ノ旦メ運搬陸揚 ノ際過 少テ河 中ニ干名 γ タルモノ

ノ内一部比 ノ: 地ニ移 γ 記念 干ス 。昭和八年九月」。最後に「分胴 ノ刻印ρ 盟後臼杵 ノ城主ヨ V 寄進ノモ ノ

下穏セ ラルJ z i阜託 されてた リます 。I! 1l ちこの分胴の 印11害号、進の大名を識別する 1: めの石工符牒でわ り

ます。 叉昨夏大阪城の石垣に於て調査ぜられ1: 符 牒 の 中 ( 田中祭後守一O豆島00) ( あしや太ー) ( あし

や丸) ( こん太夫) ( こん六i s) が習を表されて ゐます、I!1lこ れ等11石材の寄進者である大名の姓名 や石の

生産地、叉 l宝石工の遜料名 や数字及大名 の紋主主等がそ の主1: るものであります。

11 4 2  

我 が 岡の 一 般 建 築 に は 石 材 の使 用 少 き た め 石 工 符l撲の 多 く見出されざる事は前述の如く

註 ! 大毎昭和 11年 6 月13 日、大朝昭和 11年 6 月17 日

註 2 木崎愛吉 、大日本金石史附録

註 3 大阪城歴史官官の卒林、岸本雨民の調査 d'appare1ll age. B lI ll et in mon.  1904p. 111. )  これに は

Vogll e  11白 Reinach Salomon. A.  Evans.  A. choisy 等の著名なる考古撃者の著作が見出さ れ

る。
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石 工 符 牒 ( 前掲圏説明〉

1.  大阪城築械のにめの石材に主11するもの (火阪府腐の庭にあリ コ

2 ・ 大阪城に於て霊堂見されれるも の く昭和 1!. if. 6 丹、大阪毎日新聞所載に {t，る7

3・ 古代建築に存在するもの く! (nossのの く苧レ界島〉の霊堂掘場・にて 1933年スケク千〉

4・ ローマ時代の積方符牒 ( mar ques de repose) ， ( E lll il e  Es pe，' andi eu- Le pont  du gard 所殺に

よる〉

5・ ピ ザ j 千Y 時代 ( A. Choi sy- Art  de Bat i ，' chcz les By z ant i ns に依 る〉

6・ 中1l.t:Jtf1の積方符牒 ( F . Benoi t  L'  A ，'chi tecture  acci dent  medi eval に依る 〉

7・ ドイ Y 中世期の石工モノ グラム くSt ei nmet z monog r a mme 在 Ni i rnber g l { a d  Hei delo件

Baubi i t t e dcs mi ttelaet ers i n Deut schl and I二イたる〉

8・ ドイ Y 中世刻のも の ( Bal l l berg 数 合 ( obe，'e ｰｦ｡ｲｲｬ､ ｯｲ｣ ｨ･ Ｉ にて Ｑ ＹＳＴ 年ス Ｗｾ 千 〕

9・ フラ Y ス中世矧のもの 定 L a Fer匂・A1ais ( 上段闘〉 夜 R ei ms 寺院 ( F . Benoi t ， L'  

A ，'chi tecture  occi dent  medi eval  I二イ女る 〉

10・ フヲゾス中 世期の在。 一 γ ィ減 ( chii. tean de concy)  ( Calllil1c  En1a，. t - Manuel  d'a，' cheologic 

ｆ ， Ｇ ｡ ｮ ｣ ｡ ｩｳ･ よリ車ＧＯｪＺｾｎ［

でで‘ ありますがとれlに乙反して我が建築の4特守微としてそ の 4主f要 な る役 ;害和制有和制IJ を士危Eす犀屋- 根]

くの輿 ｬ叫味川味 ［ある 針銘Ｚ丈 を ｦ書 守け るものよ少少 ｌか、 く白ななく今 日佑倫 Ｑ 多くの古品 刑枇 Ｑ Ｚ 苛寺Ｎの屋 ｴｾ ｉｾ のＭ 上 ｲ ｊκ 亡 見出すととが什向 l  

5米l反f ます。 ζ れには瓦大工のがt 名( 時に はその年齢をも 附記す るものがあ ります〉とか瓦の

製作年月点はその種類と枚数の内詩明納を記入するものがあります。 ζ れ等以下連べます

西洋のお了泊四: ゃ建築1'1:: 闘 す る 刊 文l亡]11: 遁 し て 我 が iE建 築 研 究の上K 興 味 あ り且貴重なる

資料を提供してゐます。

-• • 
丙 洋の古代建 築 即 ち 地 中 if i J ; 沿岸諮問の古典建築には歴史的に又は文謬的に償値のある銘

文や建築術そのもの即建築法規、現場規定、請負契約に開する碑文や固示が倫 多 く保イ下さ

れ 研 究 さ れ、てゐま す。 との時代 の石工符 牒の 著名 な も の としてはクレテ島の護掘、 ギ リ

シヤ本土の遺 跡 、ポ ンペイの古代 ロ ー 7 人 の都 市 やエスパ ニヤ並I ' Cf?; i フランスに残るロー

7 人 の 水 道 等1'1こ ( aqu巴duct ) 鷲 見 さ れたるものがあり 、之等に閲する研究は 191世紀末より

今世紀のはじめにかけて多く護表されて居ります。

ζ の時代の石工符牒としてギリシヤ前期のものとしてロ ー 7 時代 のものを示 しませう 。

(岡3) は1933年恩師森岡盛一博士に従ってギリシヤに古建築行脚の際にクレテ島の所謂

註 4 A d  B lanchet の掲ぐ石工符牒に闘する文献 目録 ( B ul l etin monument al  1904 p. 111) の中

に11 Vogu邑 f白 R ei nach S alomon.  A .  E vans その他多くの著名なる考古筆者の研究が象げ

られて居リます。
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t ノス ( mi nos) の宮殿として著名主主るクノソス ( Knossos) 護婦場に於て牧鈍せるもの

でとれらに附して はクノソスの琵堀者エパンス ｾｉｪｬｬ ( Si r A.  Evans) の; f ' t f i . めて立減な詳細!な

る研究るる事を同博- t より聞いて居ます。

( 凶4) は刷。1; に於てロー マ人の手によって築かれた有名古E水道精ポ ンジユガア ールのア

ーチ のプロ ックに妥IJ まれたもので明らかにアルフアベ・ツ トとロー 7 数字 との組合せた もの

であります 。 とれ等は 、 石工符 Ａ慌 の 中 の積み ｊｊ ・ ｾ Ｇ Ｚｊ ・ Ｑ 出 Ｈ ｭ｡ｲｱｵ ･ de repose) と呼ばれるべき

ものであります。即ち F R S F R D は それぞれ F ront e  Si ni stra，( 左正而) F  ronte Dext r a 

(;{j 正面) の省略文字でるりロー 7 数字と共に石原の場所、順序を示すものでるります。

• 
・.

来ローマ帝国の建築所謂ピサ'ン チン建築l亡も石工r.1・l探を有するものが多く中にもコンス

タ ンチノ ー プJ レの聖ソフ ィア、サロ ニカの詫劇場跡、岡市の外壁の石工符牒は特に著 明で

る ります。 とれらの研究 fcl 制しては筆者の知る狭い範r! i: 1では古代建築の構造並に建築工事

場の組織に造詣深い黙に持て建築史家 として特異の立場にあったジヨワジ ー ( Choi sy) の

ものが権威あるものの一つでるりませう 。

との時代の石工 ｾｦｮ 足 Ｈ 凶 Ｕ Ｉ は Ｒ 伺 のアルフアベ ット を組合せたもの多くとれは石工の姓

名の所謂イニシヤルであって時には姓名がフ J レネー ムで書かれてゐます。

叉との時代のサイ ンの特徴 主しでは同 じサインがキ ャピタ J レにもドラムにも又盟主Eる壇

石のプロックにも見つけられてゐますがとれに j文し 、西 ロー 7 帝閣の建築には向ーのサ イ

ンが一定の部分にしか見IUされません。 との事によって前者にるつては同一峨人が種々の

仕事を受持ち後者にては仕事が専門化してゐ? と事が考へられてゐます。

中世期 の 四散では所謂ロ Ｗ ネ ス クや コＧ シ ック の 建築が ｉｾ 感 を 極めました 。 石工ｾｲｉ諜も略

々それ等の建築のー進展I ' C ｻ ｾ ｉ Ａ ひ臥引 ｼ の ￯ＫＭ￬ 部では ＱＱＭ ＱＳＢ Ｑ 世紀 の ロマネスク よ りコ‘ シ ックの初 期

I'C HL*た建物K 多く見山され、中部険制1ではゴ・シ ック末期 よりJ レオ・サン ス初期にか L る建

物に多くその例が る ります。主主物の性質より分矧します左 キ リス ト敬寺院及びとの時代 l乞

ｼ 粍械を側めた所訓 ｾ ｉ ｾ ｉｾｴ 哲 ＱＱ Ｇ ＧＧｩ の 城 壁が ［ 肢も多く石 ｔ 符Ａ慌 を 保存 し ア ピニヨン Ｈ ａｶｩｧｮｯｮｳ Ｉ ニ

ユJ レン ペ J レダ ( Nur nber g) 等の昔Wfli の外壁城壁や ランス ( Rei ms) シヤ J レト J レ ( Chartres)

ス トラスプル ク. Ｈ ｓｴｲ｡ ｳ ｢ｵｲ ｧＩ 共 他 ラ インやパ ‘ イ エ ｊ レ ン 等の ￯Ｎｾ ， ｪ ドイツ地方の 伽 藍ｾｉＧｃクーシ

イ ( Couc y) の城 ( 凶10) にあるものが3昔通によく 9:)1 られた例であります。

中IIt のAi 工符! 慌が出代建築の造物に蒸IJ まれてゐる特殊な例 がる ります。前辿- の ローマ時

代の水道橋ポンジユガ アー J レに ロー 7 人 の手 K 友る銘文以外に 中世期の人名と 石工の使用

する撃や槌等の道具の闘を併記せるものがあります。 とれ等は中1せ期のl政人の内 K 於て首

註 5 A ，.t (Ie bati rchez  les  bes  byzanti ns  p. 171  ma，'que  d' ouv，'i ersbyzant ins  a  Constanti nopl c 

a  Ni cee， et a  sal oni que ( Rev .  archeol. 1876)  
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時底冷行はれた全園周遊の途中との古代建築をも見寄書した際に刻みつけたものと忠はれま

す。首 時石工が徒弟より一人前の親方になるためには w 三回の放行 : 三つの工事 P を了へ

友ければ友ら友い之いふ信保があり 、叉彼等のもつ石工遁具の各々にも中世期的友シン Zド

リツク及且古質的注意味を つけてゐたもの と云はれてゐます。

中Iせ期の殴百十|では商工階級のギ J レド制徒! x1制 度が盛んであったため、一般に之等に附す

る研究多く特K *11t建築に於ては石工が重l大た役割を演じてゐた L め、石工の生活程度、

技能敬養習慣に闘する事項が中世建築史のーヰであり、叉石工44: 牒はその中のごかくとも幾

行か幾頁かを君主してゐます。

最後に上遁の東西雨建築にあらはれた石工符牒を要約しますと ｾｩｲ Ｇ 出としては一般に容 易

に亥IJ みやすい簡躍な固形や文字よ りたるもの多く 即 ち幾何穆た形、数字 、 アJ レフアベッ ト、

人名、地名の一部叉は全部及、 石工用遁具等の固等で あ ります。石K 柔IJ まれた大名の紋止

は他園に例を見ない我が閤特有のものでありませろ 。符! 探を重かれた動機より分頬します

と小徒5やより親方に至る石工又は職場や石切場の識別及石材の勘定K 佼友るための泊牒と

石のプロックを積む順序を示すためのものがるります之等のカテゴリーの何れにも! 過し主主

いもの在して盟友る所謂洛苦 ー も ある事でせう。 以上は古代 ｾｉ ｚｋ 中 ｼ せに閥する石工務 Ａ 探の話

でありますが近世及現在の石工聞に使用されて居る符! 慌に就では別に考へたいと思ひま

す。( 15- I  - 37)  

註 6 Von F eli x Dur a c h- Mi t tel arterl i che Bauhut t e und Geomet r i e S.  53 

l本 披 執 筆 者 紹 介 l
く五十音順〉

尾 5血 清 四 郎 須賀商舎

尾 崎 iMi  治 都市計輩東京地方委員合

亀 井 幸 次 郎 大阪府警察官E建築課 ・技師

小 泉 諮 問 郎 大阪市校園建設1万

堀 口 甚
ご口と 大阪府立西野問機工撃校 ・木協舎常務

'呂.
11: 1  秀 毛虫 大阪市経理部倍繕謀

7G 良 劉j 大阪市土木部橋梁係 ・技師

ン1争点t  d1tu12  、 村里子建築事務所

月 蟻
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フ フ ン ス の 地 方 計 董 立 法

尾 崎 結
ム

口

、v

，s

序
号E

'" 

フランスの都市計EE，法としては 、1919年3月14 日の法律及 1924年7月19 日の法律がある。

之に依ると 、人 口17fC以 k の者[1，J i 及法特の特に桁定した II lf 村は昔[ITh・H 霊( proj et commu nal  

d' amenagement ， d' embelli ssement  et  d' ext ensi on ) を作成して道路、自rl1主主地 、街生、歴

史蛇 ｬￆｾ 致 Ｎ Ｑ ＭＮ の 見地より す る諸種 の 市 ｉｊ ｛ 彼等 を 定 める ととを要する 。 叉 土地所有者 叉 Ｑ ｲ［ｬＺ Ｑ ， Ｂｩ 地材 ｷ

者が譲披又は賃貸の 目的 を以て辿設する住宅乱闘及説放又は賃貸の 目的 を以てする住宅割

地の設定にして相';T. iの規 模 を有するも のK 到しては 、共月rrイ正地の 如何にいj らや種々 の規 謹

をJ) ll へてゐ る。 更に最近K 至って、共同 の利害 を有す る一地方 内の者[IJ '[l 計 垂 を綿括する地

プ01¥'[ 聾 ( proj et regi onal ) の必要が認め られ 、主主次i ' C ] [ って閥係諸法令を整備i し、共準捗

を刷ると之となった。尤 も既に 1919年 3 月14 日の法律及1924年 7 月19 日の法律第 8傑及第

9 僚は数都市が利害附係を有する事項K 付 、開係都市の協力 を規定してゐ るが、共必喪主主

場合K 於ても之を強制し得 t"J. いとと、錯雑せる利害を調和する手続の不完全たとと 等の貼

で遺憾完工所がるったのである。斯くして 1932年に先づ巴監地方計萱が企てられ、 次 で1935

年に之が一般化せられた。而してそ欠i ' C? >I ミるべき問題は 、夏K 此等地方計霊を綜合する問土

百十韮 ( pr ogr amme nat i onal ) の完 成K 花 るとせられてゐるととは注意すべきである。以 F

は地方計- 壷閥係法令中 2 つ を詳 したも ので、之に 若干のえt をIq;tけ加へた。

巴里地方計壷作成二関ス) 1 . . 1932年 5月14日ノ法律

( Loi  du 14 mai  1932 autori sant  l' etabl i ss ement  d' un proj et  d' am巴nagement

de la rep; i on pari si enne)  

第 1儀 巴 里 地j J >、.!'fl ー ナル地方言十議ニ依リ 之 が neraJ c de  Ja  ，'egion pa.-i sienne) ノ意見 チ聴 キ

チ関空量規整 ス 3レモノトス。 テ内務大臣之チ決定スペ ジ、

巴里地方内市町村 ( Communes) ノ都市計草川包・ 巴里地方言十蛮川 1919年 3 月14 l : l ノ法律及 1924年 7

該地方言十重 ノ趣旨 ニ従ヒ テ之チ 作成 スペジ。 月29 日ノ 法律 ノ定 ムル様式 ユ従ヒ、 本法公布後 l

第 2 修 巴里地方ハ Seine燃全 部、巴m. ノ周囲 年 以内 ニ之チ 作成ス ペγ 、

最大35粁以 内ニ在 pν Sei ne-et・Oi se際 及 Sei ne-et- 註 1. 巴里地方計: dI 匝成11面積51 lR; 2 千九 ) J ! J . - ，ν

MarneJ 際ノ区域並 Oi se 膝ノ 一部 チ色合スル モノ で 、656の市町村た包含し、〈内 Seine 燃 81 、

1、ス、 Seine-et -Oi se )際387、Sei ne- et - Marnes!f. 1OS、

前項ノ医域ニ属ス pν 市町村片側係照合 ( Consei Is Oi se 牒 83) 総人口 11約6507R; である。

gene，' aux) 及巴豆地方言十笠委員合 ( Comi t e Su- 註2. 本保第 3 項の 1年 の期間11 、 1934年 6 月10 U  

per ieur de l'  ame回 gement et de l'organisat山 口 の法律に 依 リ夏l二 1ヶ年延長 され1: 。
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第3. 地方言十室戸内務大臣ノ 下ニ於 テ巴里地

方言十草委員合之チ作成スペジ 、

前: : r ( ノ規定 ニ依リ テ作成ジp < / レ地方計遊 J 、之チ関

係市町村ニ於ク pレ審査ニ付 v 、且之ニI #Jγ 側係市

町村合 ( C onsei1s muni ci pallX) 燃 衛 生 参 事 令

( Consei1s depart e mentall x  d/hy giene). 商業令議

所 ( Chamhr es de  c o mmerce). 1込合 ( Chambres

d

l  

agri cu1ture). 燃開設委員合 ( Comrni ssi ons de-

part ement a1es d'  ame nagement  et d  extensi on)  

及際合ノ 意 見 チ遮クペジ 、

がI項ノ手繍チ経p < jν 地方計量I'>'、法律ニイ夫リテ認可

セヲ ν 且公金認定ノ宣言 ( Oecl ar at i on d

l  

uti1it e  

pub1que) チ気サ断、コ干チ要ス、此法律ハ地方

言十l l i : ノ施行規則 チモ定 ムペジ 、

設 1. 地方言十笠 11公金認定の宣言た受くるに図リ執

行カｾ有するに至る。

註2 巴里地方計輩委員合11 1928年 3 月26 日の大統

'，lj'i令 ( Oecret ) に依 り巴豆地方内市町村の利

害 1. l ? 調和する機開さして設定されれ Lのであ

るが 、 更に本法に依リ地方 言十 Ｚ￬Ｚｬｴ 作成の任にｾＮ

るこささなつれのである。

比委員合11次の 5 の小委員舎に 分れてゐる 、

J'! p1. 立法及財政、2. 計量f 作成、3. 計道施行、

4. 公企業 、5 交遇、 運輸の 5 である。

註3 巴里地方計量f l 11934 年 5 月 14 日英作成た終

り、内務大臣の許に提出 され、叉尖審査に闘

し1934年 7 月29 日の大統領令が制定されれ。

.4録 地方計査作成ニ要スル経 j }(>、5∞民法

下γ 、圏庫之チ主主挽ス。

.5官接 本法公布後ニ於テハ 、巴里地方内市町

村ニジ テ19 19年 3 jj 14 日ノ法律及 1924年 7 月19 日

ノ法律ニ佼 1J テ都市計輩チ作成ス yレ義務手主主 ρ ザ

ルモノ ニ封 竹 内 務 大 臣 ρ 巴豆地方言十ill委 員令ノ

意凡チ聴寺p < / Y上同法ニ依 pレ都市計五Eノ作成 チ命

ス Ｚｽｙ コ干チｾｾ手 、

自 ￭ｬ ｾ 民ノ命令アリタルトキノ 、 包Ｇ該市町村内 ｬ 年以内

ニ都市計笠チ作成スペジ。

第 6官接 本法公布後ニ於 テ、巴里地方内市町村

ノ者111市計量五ニ付公金認定ノ宣言チ 然スニ賞、j テノ、

巴豆地方言十童委員合ノ; 意見チ徴スペジ、

地方計笠ヨリ以前ニ公金認定ノ宣言チ鋳サレタ pレ

者11市計: t i } : .) 、協] 係鯨知事又ハ市町村長ノ法議 ニ依 1J

乙チ鎚夏 γ テ地方言十輩ニ合致セジムルコ 1、チ得、

自 ￭ｬ ｾ 民ノ鎚ｉｬＺＡＺ Ｑ Ｇ Ｎ［ 事サ ｊｖＯ レ 以前 ニ 於 テモ 、ｾ 該 版知事

11 4 8  

ノ、公金認定ノ宣言 チ受 7 担 pレ地方言十輩ニ紙簡 ス J V

都市計輩ノ施行停止チ命ス:jレコトチ得。

第 7t集 巴里市及 Sei ne 燃 ρ 夫々市町村組合及

服組合ニ参加スルコ下チ得、

参事院 ( Conseil d

'  

Et at ) ノ議チ経担 pレ大統領令

ハ巴里市及 S eine脇ニ封 γ 地方言十劃喋施行ノ銭

メニス yν 起債 チ認可スルコトチ得。

第 8傍 本法公布後ニ於 テハ、巴里市ノ周囲60

粁以内ノ住宅集図 ( gr oupe d
l  

habi t at ion) 又 ベ主

宅創地設定 ( lat i ssement) ニ聖書γ 、1919年 3 月14

日ノ法律及 1924年 7 月19 日ノ法律ノ :規定ニ依リ テ

奥 7 jレ許可 ρ 巴里地方言十童委員舎、除j係l際知事及

協1係市町村長ノ意見乎漉寺p < jν上内務大臣之チ匁

スペジ。

註 住 宅 集 図 ( gr oupe t! '  habi tati on) 之 11 、土地

所右者叉11借地憾者ーが譲渡叉11賃貸の尉 的た

以て建築する住宅の集闘にして、キ目蛍の規模

た有するものた謂ふ。

住宅割地設定( 1otissement ) ｾ＠ 11 、議波又11

賃貸の目的を以て土地所宥者のま事す住宅劉地

の設定にして 、相 営 の 規模を宥するもの ｾ ｾ ｉ ・ ｩ

_i、。

第 9 候 1919年 3 月14 日ノ法律及 1924年 7 月19

日ノ法律 ニ基宇都市計輩ニ依リ設定セラレタル住

居地域ニジテ 巴里地方 ニ在 yレモノニ於 テハ第 l 級

叉ハ第 2 級建築物ノ新設 J 、乙チ銭スコトチ俳ズ。

第 l 級 又 ρ 第 2 級ノ隊在建築物ユジ テ前項ノ: 地域

内ニ在 pレモノニイ、yテ円、近隣ニ及 ポス降客チ 1JI1霊

セザル場合ニ限リ ; J t 修繕チ許可ス pν コト チ得、大

統領 ρ 参事院 ノ 議 チ 経 担 ｰν 大統領令チ以テ 、 ｾ

3 級建築物ニ γ テ待ニ 危険叉ハ有害ナルモノニ

イ寸、之チ本法ノ; 車用ニ於テ第 2 級建築物ト若倣ス

コト ヲ裂E。

註 参 事 院 ( Consei 1 t!' E tat) の議1.l?経1:命令 11

法律さ同様の効力私有する。

第10候 本法公布後 ニ於 テ円、巴里地方内 ニ'{.i

Ｓ レ 面積 Ｑ ｾＹ ｐ＼ ー か以上ノ樹林 地 及 公園 内内務大

臣ノ許可 チ受 )J /レユア ラザ ν 〆イ也ノ目 的 ノ銭メ ニ

乙チ開宣告ス Fレコ干チ得ズ、内務大臣 J 、比許可チ奥

7/ν ニ蛍 リテ ρ 巴豆地方言十査委員令及闘係勝知事

ノ意 見 チ徴スペ γ 、 面積 ＱｾＹ 担ＭＯレ未満ノ モノ

ニイナ テハ腕1係市町村合 ノ意 見 守真意キp< Iレ後l際知事

ｾ ｉ 羽霊堂チ許可ス ｊ レコトチ得。

第11官接 巴 豆 地 方 言 十笠委員令ノ、内務大臣 ニ ｉ ｾ



ジ 、 合長戸大 統領 、 ｦ ｾｾ ｅＺ 官長戸内 務 大臣之チ 任 命 但 j隊合議員タラザル者二限 Jレ、

ス。 Oi se 鯨 令 j J ' 知 事 ノ 後 議 ニ 依 1) 巴豆地 方内ノ

巴里地 方言十査委員合 ハ次ノ構成 Q =I リ成 Jレ。 同脇市町村長中ョ 1) 還を昼セル者一人 、但燃合

1. 上院ノ選器セル上院議員 6 人、下院ノ選準セ 議員 タ ヲザル者ニ限 J V。

ルド院議員 10人、参 事 院部1)議長及内務大臣ノ 5. 内務大臣プf 法 律 家、官吏、都市計輩家、技 術

指名セル参事院議員 4 人。 者 尖他 ノ;者 ヨ リ任期 3 年チ 以テ任命セル者40

2. 隣: l i 系県長知事叉 ハ英代理 人。

Ｓ Ｎ 附係豚舎ノｾ ｾ 唇セル燃令 ｩｬ ｬ ｩｩｴ ｬＮ 14 人 ( 内 S eine 第 ＱＲｾ 革 本法ノ施行ニ附 ス ル規則J >、参事院ノ議

燃 7 人、S eine-et-Oi se版4 人 Scine-et- ¥l arne  ヲ経 担pレ大統領令 チ以 テ之 チ定ム 、

勝 2 人 、Oi se 版 l 人) Sei nc終合ノ ii 長率セ ル 註 本 法 の 施 行 に 闘す ろ Lの さして 11 、1932年 7

議員中少 。 トモ3 人 ρ 巴里市近郊ノ郡 ( C an- Jj 30 目、 1932年 10月26 日及 1934年 7 月初 日の

ton) ヨリ 、又他 ノ豚舎ノ選準セ ル議員 ρ 巴豆 大統領令が ある が 、夏 l二1935年 7 月25 日l二地

地方内 ノ郡ヨリ選出セ ラレ担 Fレ者 タ Jレベ γ 。 方言十査の'Jit宅TUJ?容易ならしむ ろ潟め 3 つ の大

4 閥係市町村ノ 代表者 14 人、J長選出方法衣ノ 刻l 統領令が制定 され1: 。 比111935年 6 月 8 日の

γ 。 法律に イた しj 後ゼ; られれもので 、法律三間械の

巴史市舎 ノ指名セ ル者3 人、Seine 燃 舎 か知事 効 力た有する。 尖規定事項の二 、三 た お げ'仁

ノ竣議ニ依 ＱＩ 同脇市町村長 ＧＱ Ｎ ， ヨ ＱＩｾ 傘セル者 凡 ろさ 、塾E歪旦宣 (伊Conηm叩:11 t“邑d仇e CωOωor刈di n可

4 人、包燃 含E議品員 訓ヲザ J耐レ者 ニ限 F断レ。 ation technique) の設定、地 方言十査の認可前

Seine-et - Oise ) 際合 Y 知 事 ノ 安 議 ニ 依 V 巴里 に於て、将来計査の施行た妨げる Eえのある建

地方内ノ同麟市町村長' 1 " ヨ リ準奉セル者4人、 築 1J?防止する鯨知事の検限 、地方言十輩 事 業の

但鯨合議員 タ ヲザ ル者 二限 3レ。 園防的見地よりする公益認定の宣言、計註よ

S eine-et - Ma me燃 令 j J ' 知事ノ唆議ニ依リ 巴里 リ生ずる損害の補 償 等が ある 。

地 方 内ノ同l際市町 村長 rlJ ヨ リ選傘 セ ル 者2人 、

地方計壷作成ニ閥ス} L . 19J5年 7 月25日ノ大統領令

( D ecret - Lっi d u  25 jui  lI et  1935 aut or i sant  la  cr白 t i on de proj eto r egi onaux)  

北 比大統領令 111935年 6 JJ 8 日の法律に依り 制 アリタ Fレト者円 、闘係騒合ノ同意チ俗、R 塑 庄三十

定され1: しりで 、法 律 吉 岡 俊の数 カ を冶ーす 1 r 高等委員令 ( Commi s sion superi eul ' e J '  amen-

るo agement .  d'embell i ssement  et  d'ext ension  des 

第 1修 市街地ノ迩淑若ハ尖傾 向 叉 ρ 農業 、商 vil l es) ノ意見 手源寺昇 Jレ後内務大臣ノ湾ジタル

業 、工 業、鍛 業、!む主義英イ也ノ丸池 ヨ リ共同ノ刻害 提言義ニ基司 、大統領内大統領令チ以テ蛍該改定地

チ有スル市町村ハ同一ノ極 ( depar t ement ) 内ニ在 ブ3 チジテ地 方 ( R egion) チ形成セ γ ムベ γ 、

Jレト否下 チIl iJ >、ズ 、1919年 3 月 14 日ノ法律及 1924 第3i l 草 地 方計 輩 戸 地方計五E委員合 ( Comi t e

J f- 7 月 19 日ノ法律ニイんレ日中j蓄を ノ目的ノ :潟メ結合ジ 1・egional ) 之チ作成スペジ、地 方言十査委員合川次

テーノ 地方 ( Region) チ形成 ス ルコ トチ得、 ノ構成員ヨ リl或 J V ，

同一地方ニ )j f ，スル市町村ハ単一 ナ ル地 方計 査 ( p- 1 閥係勝知事叉ノ、英代理、

roj et regi onal ) ニ依リ テ之 チ肉祭スベシ、 2. 関係販合議長、

第 2t集 本令ノ公布後 6 ク月以内ニ蛍該知事ハ 3. 関係郡令議員 、

改定地方内ノ市町村舎代表者チ招集 γ テ本令 ノ遁 4. 関係市 町村長 、

用ニ付協議チ角サジムペジ、 5. 人口 l 前 チ超ユル者s市ニ於 テ、都市舎 ず人 口

官民定地方総人口ノ 2 分ノ l 以上 チ代表 スル市 町 村 Ｕｩ 也 ｾＱ 手ニ ｬ 人ノ刻合ニ テ 選出スル都市代表 、 但

合又 ペ象定地方内 Tli 町村令 ノ 3 分ノ 2 以上ノ承諾 人口 5 ￯ｪｾ 未 満ノ 都市ノ 代 表ハ ｬ 人トス 、
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6. 都市及村落開後ニ閥スルj際委員令ノ代表 、

( Commi ss i on  depar t ement ale  d'  a menagc-

ment  des  vi l l es et v ill ages)  

7. 名勝及天然組念物ニ際! スル燃委員令ノ代表 、

( Comn巾 sion depar tement alldes si tes et  

mOnl凶u叩1口m】e町n巾 natu山r陀叫'elsの〉

8. )勝衛生参事合ノ 代表 2 入、

9 燃合計主任官 、

10. 膝知事ノ 指名セル者 4 人乃至 8 人、

関係鯨 j，' 1 ナ Jj / ト寺川英勝ノ知事 ( Pr是fet ) チ地 方

言十策委員合ノ舎長トス 、関係j際.，，- 2 以上= 亘 Jレト

寺内 、地方計童委員令ノ令長打第 2 傑ノ大統領令

チ以テ陸自係鯨知事中ョリ之 チ任命ス 、

地方言十聾: 委員舎 内第 2 憐ノ大統領令公布ノ H ョリ

3 ク月以内ユ版令 ( arrete prefectora l) チ以テ之

チ組織スベ γ 、 ｾｬｪ 系熔 ｪ，Ｋ 2 以上= 亘 pレト寺内 、蛍

該阪知事共 同 γ テ之ニ闘スル命令チ設スベ γ 、

.4録 地ブJ 計輩委員令ノ、退ゲトモ第 2 j 床ノ大

統領令ノ後セラレタル日ヨリ 2 年以内= 地方計1 f

チ作成スペジ、地 方 計輩ニ於 テノ、特 ュ維持 、建 設

叉ノ、主盛夏スベキ幹線道路 、保存又ハ関空まスベ者自

由空地及樹林地 、 地域 、衛 生、照明 、上下水道、

汚物風迎等ニ闘スル計蛮チ決定スペジ、

地方計m: ニ於 テ戸 、 19 19年 3 月14 日ノ法律及 1924

年 7 月 19 日ノ法律か都市計遊ニ付規定ス 3レ誇極ノ

制限及市町村令ニ付:標準規定手設。ベジ、

地 方言十輩ニ於テ戸 、 共施行方法 、 殊ニｾｾ施行チ婚

任スル闘骨量 チ決定スベジ、市町村組合 Y 共 施 行[到

怪ュ指定セラレ? < Jレト寺円 、地方言十l l i : ニイ寸公盆認

定宣言チ銭 λ 大統領令中ニ於テ A 組織チ規定スペ

ジ、

第 5官接 地方言十鼓作成賀川 、日iJ 年ノ市町村税額

ユ牒 i/ 地方言十設委員令之チ隙l係 'nlHf 村三割常 Y ベ

γ 、

. 6傍 地 方計量U、之チ 1934年 2 月 18 1: l ノ命令

ノ:規定スル審査ニ付ジ、都市計笠高等委員合ノ審

議手経、且公共衛生高等参事合( Conseil ｳｵｰ さ Ｑ Ｇ ｬ ･ｕｬ ｾ

d'  hy giene publ i que  de  F rance) ノ意見ノ聴キ

d- Jレ後、内務大臣ノ銭ス ペ寺提言義ニ基寺 、参 事 院

ノ議チ経タ Jν 大統領令チ以テ之チ認可ジ且共公金

認定ノ宣言チ潟スベジ、

註 地 方計・3在11公金認定の宣言 1. t 受くるに依って

執行カ た付奥ぜられ、協11系市町村 11之に従つ

11 5 0  

て共都市計変た作成すベ告 こ芝 、なる。

第 7t張 ( 鉄〉

第 8t基 地方 チ形成スル大統領令ノ 公布ア 1) !l-

Jレ後円 、地方内市町村ノ都市計鼓ハ知事乙チ地方

計査委員合ノ議ニイナジタ yレ上内務大臣ュ迭附スペ

γ 、

地方内市町村 ニ ジ テ 、 19 19年 3 月 14 日ノ法律及

1924年 7 月 19 日ノ法律ニ依 yν 都市計輩作成ノ義務

チ主主ハザ Jレモノニ聖書ジ、際知事戸地方言十輩委員電T

ノ: 意凡手I恩寺d - jν上 、i際令チ以テ期限チ付 γ 同y1，

ユit< Jj / 都市計l l E ノ作成チ命 ス勺レ コ トチ得、

蹴］作成セ ラ レ担 ｰ レ寄 ｾｉ 市計 ￬ｬｴＮ＾ 、共公金認定ノ江 古

アリタ yν ト否下手 Illj .>、ズ 、懸知事又戸市町村長ノ

請求ニ依リ乙チ鎚変 γ テ地 方言十鼓ニ合致セジム Jレ

コトチ得、地 方計鼓か尖認可後事盛夏セヲレ ?<J レト

キ *同i / 、

懸知 ｉ ｉ 玉川官 ￭ｊｾ 氏ノ袋￮ｉＡＺ j，+湾 サ跡 、マデ、公金認応ノ

宣言 チ受クタ pν 都市計輩ノ施行チ全部叉ハ一昔日停

止セジム Jレコトチ4与、

第 911集 公 共事 業 ( tt・av awx publ i cs) . 住宅割地

設 定 ( Ioti ss ment) 共他 地方ノ関空まくl' ｡ ｭ ｾ ｮ ｡ ﾭ

g e m叩 t de la  region) ニ闘 ス 炉 事 項 内 販 知 事 '}J'

地方言十主ニ合スルコトチ認メ担 Jレ後ニアラザレパ

之チ施行スルコ トチ得ズ、

第10織 地方 チ形成ス pレ大統領令ノ公布ノ日ヨ

リ地方計並及之ニ遁燃スル都市計鼓ニ付公盆認定

ノ宣言ノ銭サ断 、マデ、建築許可ニ隙! ス pレ1902年

2 月 15 日ノ法律チ地方 ( ，' egion) ニ適用ス 、比許可

円住宅以外ノ述築叉ハ既存法築物ノ貯築若 ρ 修 築

ノ場合ニ於テモ之チ受ゲルコトチ要ス 、

市町村長炉建築許可申請チ受理ジ? < Jレ日ョリ 3 日

以内 ニ之手県長女11事ニ主主附スペジ、建築許可申請. ; t ，t

:- .  )、プ司王概要事及建築物ノ所在地 チ示 ス閉園チ添

附スベジ、

懸知事戸商iJ項ノ申請ノ迭附チ受ケ )J. Jレ日ヨリ 2 ク

月以内 ニ之チ審査スベジ、 1902年 2 月 15 日ノ法律

第 11(隊ニ依リ市町村長ニ許奥セラレ )J. Jレ期間ハ 此

2 ク月ノ期間チ経過ジタ Jレ日ヨリ之チ起主主ス 、

許可申請アリ担ル建築 Y 地 方計EEノ施行チ妨ゲ叉

ρ 共経費チ増加セジムルｾ ア ｹν ト寺 内 、 鯨知事内

命令チ以 テ地 方言十笠ニ付 公金認定ノ宣言ノ匁サ庁

、 マデ申請ノ許否決定予延期ス ｰ レコトチ ｱｾ � 、比 命

令 ハ嘗該市町村長及申請人ニ乙チ i乏症ス ベジ 、止b



主主建チ受 クd' ，レ市 町 村長ノ、営該 建築 ::. ;llI j ジ許 可 チ

主J!! 7 ，レコトチ1! 会ス¥

本線ノ ;規定 ニ主主反 ジテ工事吋事ジぷル 者 二 封 γ テ

円 、 ＱＹ Ｐ ＷＮ年 Ｒ 月 ＱＵＱＱ ノ法律第 Ｒ Ｗ 篠 宮 ｾＲ ｾ 頁ノ 規 定ス

pレ慮泊 ェイ、1" スル外、A 原状 回復チ匁ス マデ l 口ニ

イ.J- IO法以上300法以下 ノ過料チ科 ス、

第 11候 地 方 手形成ス ル大統領令ノ公布ノ 日ヨ

リ地万 計主主及之ニ遁燦ス pレ都市計輩ニイ寸公金認定

ノ宣言 ノ然 サ庁 、マテリ、、 1S該地方二於ク ル住宅

草地 設定( 1 . oti ssement ) チ先 グ地 方計変委 員合 ノ

議ニイナス ペジ、比場合 ニ於 テノ、1919年 3 )i 14 日ノ

法律及 1924年 7 月19 日ノ法律第 I lf床1，' 麟知事ニ許

奥スル期間 内 l ク月之 チ延 長 ス、

住宅査i J 地設定 Y 地方計量Eノ施行 チ妨 ゲ 叉 J 、共経 費

チ若 γ ク士官1mセ γ ムペ 司 トキノ、、燃知事ハ命 令 チ

以 テ地 方計量Eュイ、j一公金認定ノ' L r言 アルマデ共許否

決 之 チ延期ス ルコ トチ件 、比命令 ニ主主反 γ タル者

ノ、」ニチ tii lft華ノ潟 羽二千j ス、

. 12銭 騒 知 事 ノ、前線 ト同一 ノ事由ニ基今 、命

令 チ以 テ地方言十鼓及之 ニ遡燦 スル占1!市計支ニ付公

盆認定ノ宣言 アルマデ等級建築 物 ( Ies etabl i sse-

mnt s  classes) 設定ニ望書ス 2レ許否決定 チ延期 ス ル

コトチ得、此命令 ニ 迷反 セ Jレ工業家ニ艶 ジテハ

1932年 4 月20 日ノ法律ニイ衣リ 改正セ ヲレd' ，レ l ヲ17

年 2 )3  19 日ノ法律第36係 ノ彪 罰チ 科ス。

第 Ｑ Ｓ ｴ 築地 方内ニ存スル 面 積 Ｑｾ ゲターか 以 上

ノ樹林 地及公園内内務大臣ノ許可 チ受苧 yレニプラ

ザ レバ之チf也ノ 闘 的 ノ 銭 メ ニ I刻表スルコ トチ得

ズ 、内務大使ハ 比許可 チ奥フル ニ笛 1) テノ、地方言十

遊 委員合及 闘係片探知事ノ; 意見 チ嫌。ベジ 、本線 ニ

i!主反 γ ?I- ，レ者 ニ封ジテニ森 林法 第 221{l条 ノ感 罰チ

科ス 、薗 後 Ｑ ｾ Ｑｊ タ ー か未 満 ノモノニア ＱＩ テ 円 、

闘係市町村 合 ノ意 見 チ漉 寺ぷ Jレ後 、 阪知事共関俊

ヰ ti' pJ スyレコ トチ1! 会。

第1' 4t草 地 方言十輩久 J 、地方内市町村ノ 都市計 叢

施 行 ノ偽 メ公用徴収チ銭ス場合 ニ於 テハ、』枚用審

査 含 ( les j uryo d'  expropri at ion) ノ、地 方チ 形成

スル大統領令公布 ノ 日及牧用ノ日 ュ於 ケ ル牧 用 財

産ノ{問書 ノ中共ノj、ナルモ ノチ標準 トジテ損 失 補 償

額チ定 ムペジ 、本線 ノ規 定ハ 公用徴牧1 >' 1919年 3

) 114 日ノ法律及 1924年 7 )3 19 日ノ法律第 10燦 ノ規

定 スル 15年及30年 ノ期間内 ニ施行セ ラJレベキ場合

ユ限 1) ;乙チ遁用ス。

註 l 地 方1J ? 形成す る大統領令公布の 日の償格及牧

用の 日に於げ る償協の 'i J A.. 1、なる Lの 1.Ti樹苓

ゼ し め れ の ＱＱ 、 ｾ 主用議定財産 が投 機 にイ Ｇｬ ｩＮ って

3fzt込・に高低 Z なる のた防」上する趣旨であろ。

註2 公用{数牧に 闘す る1935年 B 月 B 日の大統領令

及 1935年 10月30 日の大統 領 令〈何 11. b  19351手6

月 8 日の法律に基告 制泡ぜ られれも ので 、法

律 さ 同 様の 効 IJ た耳干する 。) I HlcJ 司審査合

(l es j urys d'  expropr'i ati on) た底 止 し、之

に代ふる 1:1中裁許償委員合 ( Ies commi ssi ons 

ar'bitrales d'  evaluat町，) た以 て しれ 。

第 15官接 地 方計遊ニイ寸公金認定ノ窓言 ア リd' ，レ

ト寺戸 、 1919年 3 月14 日ノ:法律及 1924年 7 刀19 1J

ノ法律第1O( ! 床ノ :規定 チ地 方言十遊ュ適用ス。

地 方計 ｬｬｩＺニ 依 ｖ テ 言 十 輩セ ラ レ 且 永 ダ 公用 開始ノ ｊｾ

サ レザ 市道路又ハ 公 共用地 ニ接 γ テ設定セ ヲJレベ

寺} ] f 築物 ニ閥 γ 、 1919年 3 月 14 1:1 ノ法律及 1924年

7 月 19 日ノ法律第10燦 ニ依 リテ、市 町村 合 ;11' 15年

ノ期間内 ニ事 謝桁 チ決定ス ル数限及不動産取得

ノ財源チ議決ス p叶極限 円、，犠知事ノ提議ニ 依 1) 、

旦地 方言十輩委員令 ノ意 見 チ互恵キd' iν 後 、市町村組

合燃叉川県芸組合之チ行使 ス，V コ トチ俳‘ 比市 町 村

組合 、燦又 ハ膝組合戸女 ノ常舎 ニ於 テ、常 令ナ寺

下寺内 3 ク月以内 ニ必要 ナル決定チ然スペジ。

註 1919年 3 月 14 日の法律及 1924年 7 月 19 日の法

律第 10(傑11都市計輩の施 行に 使する 絡 め、既

設叉 ＱＱ 言 十 Ｒ 並 道 路に 援する鼠存又 ＱＱ 改定主ｾ築物

にイJ 市 町村の先 めに諸 磁の古IJ 限 1e設けて ゐる

が 、所有者の利金1 J . . 慮り此等古IJi 浪に 一定の期

限た付して ゐ る。! ! Jl 市 町 村11比WI 間 内に A 輿

へられれる H抑 '1た行使 しなければな らない の

で ある。

第 16僕 1841年 5 月 3 日ノ 法 律第 76(傑ノ規之内

地 方計.l l 1: 又ハ之ニ遡腹 スル都市計 ll E事 業 ニジテ伝

子要ス J レモ ノニ乙ヲ 準j羽ス。

第 17候 1918年 11月 6 I:lノ 法律及 1921年 7 )1 17  

H ノ法律ニ依リ 改正セ ヲレd' ，レ184.1年 5) P 日ノ 法

律第 2 燦及第 2 係 ノ2 ノ:規定ニ依 人 事 業地 外ノ

不動産チ牧 用ス ベキ 場合ニ於 テハ、収用ノ裁決内

参 事院 ノ音量チ経 ?< ，レ大 統領令 チ以 テ之 チ銭ス 、

第18儀 公 共闘惚 Y 公金認 定 ノ宣 言 チ受 ク又ハ

共手紙 中ニ在 pレ地 方計豆E叉 J 、都 市 計1IEノ銭 メ土地

牧 周チ 銭 サプトスル場合ュ於 テノ、、之ニ t j γ 公主主

認 定 ノ食言チ 銭 スコトチ件 、

〈以ド55頁へ縦 ( )
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のである 。

蒋

*  

何故に、 よ り 美 なるもの 、 よりＡａＮｾるも

のへの追求が善であるのか。それは人類と

示111の意志K 忠質なるもので あるから。

績 建 築 断 章 何故に、 よ り醜危 るもの 、より協なるも

小 泉 嘉 四 郎

*  
建築家は本来最も破壊を憎むものであ

る。

安

一部の人々の間 K 、ィ政猛の進歩的意義 を

叫調する傾向があるが 、それよりも li j){・峻に

抗 する防衛の進歩的意義の)J ・が温かに偉大

であるととを寺元々 は知って居る。

女

破壊に i主がれる 10の力は、建設に恋され

た 100 の力をf廷に蹄せしめるであらふ。

*  
1914年から 5 ク年間 もか L って 、資本

20001意徐ドルを費して嬬された人煩の大恐

業の後に残されたのは何だったか。荒涼た

る原野 と、 件 裂 した餓のかけらと 、線々た

る白白・と、背負ひの切れない負{ 止と 、飢餓

と、 ニヒリス・ム とだけ だ、ったらう 。

犬

。't1! i るべき般壌の容易さに抗して起るす

べての雄々 グ〔ポ才 J レ・グア ν リイ 〉と共に 、

我々建築家も亦脅しめのl叫びを殺げなけれ

ばならない。

E卜

Eト

*  
美 と醜と の問題l生理想、に劃して附|抱的危

もの、第二義的なもの 、と 誤って考へられ

て居る場合が多いが、それば理想の本質に

迄入り込んだ重要i 友要素なのだ。

「より美 なるもの」そのものが即 ち理想友

JJ 5 2  

のへの反動が悪であるのか。それは悲魔の

意志に従ふものである か ら。

女

新ら し きモラルは常に 、より美なるも

の 、 よ り ｩｦｴｾ るものへの具象怒る追求の 側

κ 味方する。

それは何と名付け てもよい。ネ才 ・リア

リス拘ムと云つでも良からう。登展的ロ 7 ン

チ・シスム と云つでも良からう。

洋

食

*  
設近、製舎で「日本的様式」と 云ふ問題が

採り .1:. げられて居たが、建築に於ける日本

的 なるもの とは如何なる内容を意味するの

かがはっきりと掴めなかった。

事

若しそれが翠に 、JH木を I!ji けるとか 、j文

りの るる 瓦屋根を皆くとか云った様剖専統

的様式に固定せ しめると云ふ事を意味して

居るのならば、直ちには承服し難い。

*  
ＱＱｴｾ りに Ｍｩｬ ｱ の家につい て見ても、そとに

は居間もあり 、J ; ; ! ミの間もあり 、jぷの!日11'Lは

' 待査品も置いで あるの だらふ。が又オフィ

スも 、サンルーム も無ければ主主らない。

; 壊古趣味的固定様式も丁度床の間 に置か

れる骨董品 と同様注意味で許容され得る

が、ζ んな所に建築の本選 とか、指導精神

はあり得まい。

*  
例 へば 、 法隆 寺の Ｑｽｾ 値は ＶＰＰ 年 代 式の初

期に於け る優れた日本的なるものと云ふ結



にあるのだが 、1900
i
刊にの現イ1:に於ける具

の日本的なものとは丸の内風景であり 、中

之島風景でたEければ友らないわ

*  
l!IJ 't) 、主主築I'L 於け る民のな l味の日本的な

るものとは 、現 代の建築キ ｬｾｾ の殻展段附
• • 

ーー とれは間際性を持ったものである。

ーー が到注し得た範間以_I - . の日本の風土的

特殊性に封臆して生れてｾるものでなけれ • • 
ばたらないだらふ、

*  

*  
建築賓践を11 ' ひ得ない建築現 Il 命が無償似

たるが 如 く ｬ 亡 、 建築理論の ， ｊｪｾ 礎 イＧ ＾ｪＭけを持た

ない凡ての建築費時も亦償伯ーがない円

持

*  

E宇

iC 

餓の欽乏 、値上りで建築工事は中 IL しな

ければ友らなく成りはし泣いかが愛へられ

て居る 。

との事は 、建築家も最) ' f f 建築」と云ふ問

の内だけに閉ぢ結って居て、時々と暮して

ゆくととが許されなく成って来た事を意味

して居るのだらふ。

E争

( 1937.  1. 5)  

昨年度12月綴掲載の拙帯主「新建築断章」中第

二項に「・・・建築文化の主主行以外であり得な

• 
ぃ。」さわしj ます 111逆行」の談械です。重要

な訣 リ Ｑ ごさ 恩 ＱＱ れますので 、比 ｾに訂正さぜ

て事長吾ます。

近 規 日艮

都ili R と云ふ事についても畏近盛に品議さ

れる様になりそれが直接それに携はる建築

家、都市計書家以外の人々の話題となりつ

、ある のは誠に薄ばしき事である の

栴川難波間のj長崎が完成 され前側がド:;j 火

地師 、ご対団地同 lこ桁定され高の故低限度が

税ｾとされて一腹之で・寸Ｎ波な者 ｉｬ ､￮ ｾ たを構成す

る お ｾ ｍｦ｜ＧＺ はｴＭｉ ｴＴｕＭＮ った詩てーある 。

だがととに /[ 11* 上 る建築は?

|川口 21日j J . 己らやの敵地があ ったり 柿の簡

の様な敷地があったりする 。高の最低限度ー

もあり 、叉1取地の利用などからして常然6

階、7 1;皆の建築物が出来上 る。 如何に も小

i li 民的根性の表はれた建築が。

とれでは美観どとろのさわぎではない。

け 'しら都市建築の鰐格 fiJ L( - . の錦 、者11'r[ i建築

の合併即ち共同建築の賓現K 、世間の斡旋

の掠・をお願ひ したいものである 。

x  x  

松屋町筋、 三休橋筋、平聖tlnT、京阿期通

等と都rli 計主で道路が擁張され鋪装されて

立振 なものに友るのは結構完工事。だが雨側

ｉ Ｇｌ ＯＺｉｾＪ上るものは建築家の存夜を無腕し

た家主と大工によって作られる 2 階建の建

築である。塗家造 りの壁がタイ J レ張になり

軒先が銅板で巻かれただけの愛化であると

はなさけたい。

x  x  

ア ド ピ J レとして設計された建物に 成告が

¥h1i られなかったり 、苦心して残したであら

う壁面が接工して施主の手にうつって しま

ふと一言の相談もなしに宥板屋の手によっ

て埋められてしまふとの世の中、 とれでは

建築家もたまら主主い。

x  x  

尾 亀 清 四 郎 建築物の美粧を業とする合ii t l : が生れて大

建築の外視を見違へる様に美 しくして呉れ

x  x  る。都市美視の上から大型ミ結構主主事だが次

市町村の合併が感K 問題之友りそれが次 か ら次へ とと の美粧工作 を 受けたとした

々と成功し て行く 。大接結構念事であ る。 ら、.".........務付 き、さ び 、tt，i!l;末 、| 健昧、親
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占うる汚れ 、 等がたく左ってしま ふ亡 明 ｾｦ［ 主

都市とえEる事は事責だらうが。

ホ J レモシ療法だヤ レ何 だと云つでも内般

を内外に若返りを可能とした今 日の科事文

明lti 又建築物の年齢をも友くしてし まふ事

となった。

x  x  

屯餓合市士或は住宅合f f L I : の経営に か L る住

宅地は上水道、 下水道、 電気 、 瓦斯、道

路 、公|京i匂;と 凡そ近代末|阜の産物K して丈

イヒと名 のつく設備は一通りやって ゐる如 く

である。だが衛生上重要なる汚物島理に就

ては一向素知らぬ顔である。

既成大者[;i [i す ら非常な犠牲 を姉って切開

ずー術をしてゐる今回 、 とれから作らうと] _ ;

ふ性宅地に もろとれ{ 攻の設備はあ ってもよ

さそうたものと 思へる 。 との設備によって

72然地償は幾らか高くなるであらうが 、各

戸の汚水洋化楕が省けた り、住宅地内 を尿

)，] ' ( 車が横行しない按になる主主ど誠に難有き

事である。

我主宰は常然の代f貨を抄1: って近代文化 を享

受する義務があるのではたEからうか。

×  ×  

朝日 令官百の10周年記念講演合にて 111 問耕

行ー氏 の講演を 聞く。

pJJi: i' ーノ J レド ・ファ ンク博士作る慮の

1154 

院議 庁新しき土 ，;"n トー キー音楽を依頓さ

れたが、そのときファンク日く v たるだけ

日本的の音楽を書い て貰ひたい F とu では

あなたはどん訟ものを以て日本的と思ひま

すか 8 之lて封しファ ンクlti 一枚の レコー 1-'

を示したっ それは符城遁a:ffi l 毛の琴と R j ¥iJ )

合奏であったと云ふ。

あの講演合に出席して居った人々の内 、

心ある人々は令々自己の分野に結びつけて

微苦笑しながら聞いてゐた事であら う。 111

同氏 lti 日本的なる音楽について更に講演を

続けられた。がそれは決して鎖筋コンクリ

ートに勾配屋根のつ いた建築でなかった事

は云ふ迄もない。

x  x  

本l占で設計ーに従事する人々は午前・9 時か

ら午後 5 時迄勤め、現場に従事する人+ は

午前 8 時から午後 6 時迄勤めねば、その建

築がtl-¥米 t らや叉もうからないと云ふ椋・主主

事が平気で行はれてゐて少しも不思議と さ

れたい。メリヤス 屋 の夜業を笑へたく怒

る。

x  x  

服装 を整へて から使所 を 十 ｉ ｾ てサ テそれ か

ら手引先ふのが日本人のクツペキ性だから

恐れ入る。生活の設計ーを建築家がやるのだ

ったら もう何主かせねば友らない。



新 建 築 欄 l

全 景

“ 田 附 高 底 " i主計・肉巴建築事務所・鎗ヱ・大休組 1  11 
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“ 固

F晶、
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喧E

Z 主ユ

1也 F皆 圏平 面

附 高
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階 平 商 間

1 1 4  
“ 自 附 高 底 "

感 t妾

社 長

ア白 ｾｾ ｩ
r "・人守 ..司 、
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喧E
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11 6 “ 回 附 高

来 客 食 堂

荷

4 階 平 面 間

.-

ご:!t

l 2  

底 " 世肘・岡田建築事務所・鑑工・大林組

士暴



底 員 寝 室

岡附商広新築工事概要

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

総 延 面 積

竣 工

椛 透

設 計 段 容

工事請寅人

“ 国

大阪市東匿備後町2了目 ;:) 0帯地

421:1苧

270. 1坪

ｊＮＱ ＸＶ Ｎ ＰＴＸ ｾ＠

昭和 11年 11月15 日

餓筋コユ/ 伊リート造、耐震耐火構 造

岡岡建築事務所

株式合員士 大林 組

附 高 庖 " 蝕 針 ・ 岡 田 建 築 事 務 所 ・ 総 工 ・ 大 体 組 7  11 



校 庭 側 外 現

間1l

せ!

E・.

ル十骨 ｾ ｭ［Ｇｬ￪ ｬ ＮＭ［ Ｎ＠ I、 明
1 階 平 面 園

2 階 平 面 園

区 主 主己ムぷム午辺ｾ

講 堂

.  岨ー・

"  8 “ 大 庄 村 皐 校 " 設計 ・大鹿村J) ‘ 畢校・ 飽工・ 鹿島組



投 庭 側 外

岬 目三上

Ｑｊ 吋山 二 即日 ＢｾＺＧ ｝ 戸 工ょ ［

- l fi 仁丁百

2 陪 平 面 閏

3 階 卒 商 担問

治I3EZ

講 堂

“ 鳴 尾 第 2  小 堕 校 " 留針・古塚建築事務所・抱工・戸田紐 9  11 
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ｾ景

日 本 間

11 1  0  “ 市 岡 電 話 局 " 訟肘・遁信省銀理局管繕課・飽ヱ・松村組



金
』5豆王.  

立立堺闘書官官新築工事概要

位 置 堺市宿院町東3了25苦手地

敷 地 300・5 1坪

J争A・
I*m 述 坪 本 館 7 1・6幼 子 書 庫 18・3坪 別 館

2 2・51平 2階建渡廊下 1・l坪 卒 家

E主波廊下 1・5坪 綿 建 坪 115・Oo坪

総延坪 220・04坪

村i 造 本 館 木 造 鍛 絢 張 r 1] Y イド」塗伯

上 、 ｾ庫 銭筋「つ ｯＯｬｊ リート 」造 、

別館共ノ イ也木造銭網張リ色「モ ル

タル」吹イ寸仕上

外 当主本館r 1] ｾ ノイド ｊ 塗仕 上 、 訟原別館

波廊下色「モルタル」吹付仕上

内 袋 天 井 「 テ Jジゲス」張71<性ーペゾキ」塗

仕上叉ハ「ピーリ Y グ」打ユニゲ及竿

線天井ト γ 、壁内「プラス界一」塗 、

腹 、腰羽目 、木部「ス テイν 」及

「ベ ゾ寺」塗一昔日「ニ ス」塗仕上 、床

ノ、板張リ 、「タイル」張、「モル 9

3レJ 塗トス

衛生工事給水方法ノ、市水道ョり給水ジ、防

火栓チ 設置ス

工 程 昭 和 11.1f- o 月15 日起 工 昭 和 11年

11 月7 日竣功

設 計 堺 市 役 所 土 木 部 技 術 課

“ 市 立 堺 園 書 館 "
訟計・場市役所土木部技術課 ・路工 ・進藤工務j苫 1  1  11 



位

数刻E

t梓

外

内

11 1  2  “ 堺

金

' 崎、 ‘ .

合

葬

主主

:n之

景

場

堺 市 立 家 儀 所 改 築 工 事 概 要

程堺市東雲町田 ｏ ノ Ｒ 帯地外 ｊｾｲ 天井床 人造石研出 γ 、火温室 、経

坪地造 2若事且務直7手23務揚斎7b坪2揚場的2キ停及、3屍火公1候5・臆舎呼所5室剖234ρ斤火22坪坪銀櫨吋筋富干、体火「山問夫コ室休三ノ1持2憩砂7坪n31 f  

及天井白漆日食塗、床「モ ル? < Iレ」塗

トス 、共f也ノ建物ρ 控i l ' i . 竪白漆喰

三特塗機等、式天l重基井打火上事天事温井及竿線天井トス

火 域 ?由

1等 2基 2等 9基( 内

6基 J 、座棺〉

ート「」主主t;tt f也ノ、 木造「メタルラス」
衛生 工 事 給水方法 J 、市水道 ヨ 1) 給水 γ 、防

張 1) モJレぷ Jレ」塗
火栓チ設置ス

袋 詰「若事干モ務努ル場場n壁白pレ漆漆・日喰食'1塗 、火燈室共他 ρ 色

工
程 昭和 11年 12月 起 工 昭 和 11年 9 月

γ Y J イ士上干 ス 1菱功

袈 塗 、 天井飛州、｜ｾ合材柊

市
一-、A，.  

葬 犠 所 " 設計 ・堺市役所土木部技術課・纏工・中筋組



全 最

風水害殉難者慰鍾i l;V述築工事概要

位 置 堺 市 海 山遁7了 115番 地 敷 地 510. 0坪

建 坪 ω. 18坪 構 造餓筋「コ y )J リ ー ト 胸 造

外 霊安塔人造石小叩寺仕上 、主主痘及土痩石造及人造石洗 出仕上、

相輪民金金事ｾプロ ゾ ズ」仕上

内 装祭垣内部格天井 ｾ ［Ｍ プラ ス旦ー」塗 、 床「フロアリ ゾグ 、 Ｗ ・

ロクゲ」張 1) 仕上

工 程 昭 和 11年5月18 日起工 、昭和 11年9月21 日放功

設 計 堺 市 役 所 士木部技術課

“ 堺 市 風 水 害 慰 霊 塔 " 設計・甥市役所土木部技術課 ・施工・松岡工務底 1  3
11 
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j社

操

ヲセ

.x.. 

備

室

室

“ 新 居 漬 住 友 ク ラ 7 " 設 計 ・ 長 谷 容 竹 腰 鴎事務所・飽工・藤木工務底 15 ii 



和

F 晶 司‘

五主

E事 戯 霊 よ り 国 道E 室 を 望 む

11 1 6  “ 新 居 漬 住 友 ク ラ 7 " 設計・長谷部竹藤建築事務所・施工・ 藤木工務底



3主

1 階 平 面 闇

.. 

〆国F 盛時四旬、

2 階 平 商 闇

“ 新 居 漬 住 友 ク ラ 7 " 設計・長谷言附聞き築事務所. ! j ! ヱ・藤木工務庖

品u.

正午

1  7  11 



庭 前 よ り 見 た る 外 観

l 階 ホ ー J L . 正面

11 1  e “ 杉
山

山
邸付 ( 芦屋7 設計・小川宏司郊 ・能ヱ・主主谷工事審底



車 寄 正 面

ヘ ラ シ ダ ー

“ 杉 山 邸付 ( 芦屋J 設計・小川支- i 8 ・鍛工・盆谷工務底 1 9  11 



F皆 段

F ‘ー.

五三

書 賓 の 暖 J瞳 面

11 2. 0 “ 杉

山

同

邸 11 ( 芦屋〉 位計・小川安- i s ・施工・盆谷工務庖



書 賓 の 一 隅

階 平 面 圏

“ 杉 山 Ａｦｾ＠ "  芦屋〕 設計・小川安-111 ・縫ヱ・笠谷工務庖 2  1  11 



客 聞 の 一 部

2 階 平 面 園

芦 屋 杉 山 邸

顧 1111 武同 五一博士

基礎、制 、施 工 笠 谷 工 務 広

内 部設計ｾ Ｎ宇 野小 川安 Ｍ ｊｦ￭

内部主ｾￍＧ乍 ｲｴ ｦ￮｟ =:. 家具装飾施行一式

内外木材了:rA株式合計.

11 2 2 “ 杉 山
ｾ｡Ｂ＠ I 芦屋、l 設計 ・小川変- l s ・飽工・笠谷工事寄宿



，遊 歩 室 外 観 夜 景

闘

い

~

遊 歩 室 内 部
ｲ ｾ Ｍ 司、、Ｎ

， 一 ~

，.  -- -- - - -
i  _._ ・ ー. . . . _ ーー~ U 4 A  

- - 巴 町 一 -

r  -割、，":- -、

平 面 困

(  .- i ツ) Mergenthei m温泉の遊歩場巴歓黒場

P aul  Bon:l t7. の許o " 1苓美 ぜ 際l夫な

遊びか持つ f乍I 出 ! 病人 11 ここに 於 いて

治療か求める。そして建築敷地 11高い

樹々の環境に於いて張〈待徴づげられ

て居る。すべての重歴代ここ に於 いて

務散 されればなら ぬ。東ll! 1I生、? よ調子力ささ.

こかに感ｾ Ｚ られるさすれば 、 さ と く こ の

敷地の1: めであ らう。にが し;かし幸痛

なる軽快の 印象台 f 主主ぜられれの 11全く

建 築に於 げ る 衣 の お の 成功に 外な ら

ぬ。 一一スレ Y !l: - 11，俄 筋 コ ゾ 苧 リ

ー干の側柱。高い窓 ( 遊 歩場の天 井高

1 1 8 mである 〉。軽快な屋根をも っ.2f'-

1: く突出しれ車干の線。 細 い鍛柱の煎ぷ

歩廊。一一 これ等 11すべて意匠的な 天

井の面さ巧妙に隙!係づけ られて 、建 築

主任憾の感 じに一つの形態」この法J 1IJ た展

開 して居る U 。芝 、

l¥loderne  B anf o，'men， OC7. .， 19:1日よリ 〉

._.  

J  

/

二

建築家 Edward Kruger 2 3  11 



外 叡

配 置 圃

敷地面積29エーカーで 、西側の道路に面 して 、事務

家 、俳優の衣裳部屋 、レストラ Y ，] J フエテ リア等の言者

建物ドrt [i ぴ 、音響劇場 11 その背後に建 rtfl んでゐる。音響

劇場 11全部で 7個 あるが、その中の 3 個 11大き 75 川 ×

36
111

梁下部までの内法 1.J .6111 わリ 、何れも繊骨造、

壁 、鍛筋コ y )J リート 、内面 11 wood- ，'ocl<，プラスタ

ー板、'. ock- wool 等の防音材た張り甚1ご夏l汗すよ結果た

得てゐる。伶 air- condi ti oni ng の設備がある 1: め褒砲

の煙等も年生易に排除され気持 よく働く事が出来ろ。大

工 、左官、金属工、背景欝家等の工作場も 府大な 面積

た 占め、大工の作業場の虫日告 11 105m x 36m の大 きた

有 してゐる。

( Archi t ect ura1  R evi ew， Dec.， 1936 より〉

車ミ書

川 2 4 ( イギリス〉 ロン F ン7i J レムのスタディォ J oseph 趨領事務所

〈



ｾ命 ミ ｾ

。o ，. - τ G 

G ど; 箆翠旦
， 

f  

〆

， 

、 .

1. 使 丁 室

2. 草 原

， 

、
， 

、

3 事務所への正面入口

4. 録音室及小;畏舞蓋

5. 音 響 昔E

6. ) ミ場の舞: 盗面

7. 中 央 事 務 部 門

B 主 要 廊 下

9 衣 裳 部 屋

lO. 111優入口及町役部

11 . 化湘J : 室

12 衣 服 部

13. 床屋及小rlI]物1苫

Ａｾ＠ 置

v レ ス ト ラ y

15. 焼 却 場

16. 右' 膏模型工場

17.  匹、カ- ' " y 苧室

聞

18  左官、模濯、" ' Y 寺工場

19 小 道 具 室 共 他

20 、

21. I  

22. I  

23.  ｾ 劇 場

24.  I  

25.  I  

26.  .1  

( イギリス) ロン F ンフィルムのスタディォ

27.  1  

} 劇場漁定計鼓

28.  J  

29. 木 材 保 管 小 屋

;]0. 大工及機械工場

; ] 1 . 大 道 具 室

32. 大道具安T泉定言十輩

33. 職 人 酒 保

;]4. 汽 錨 室

35. 南 側l]i 念 風 扇 室

36. 動 力 室

;]7. 北側1] 迭 風 扇 室

J oseph 建築事務所 2 5  11 



パレスタイ Y の古い建築 11言ふ迄しすよくアラピ ヤ風でわる。石又 11 土の! I l い踏の上に載ぜられれ隊又

11 ドームの屋根 、小 さな窓、吉 中庭、 こうし? こものが寒 ささ 大陸性の炎暑さ に封抗する 然の古 い建築機式

であっ 1: 。

山腹や尾根の上 に建て られれ凶 fIJ v、推し淡 され1: 様すよ建物 11 山の岩石ご共に パ レス担イゾ地方河有の

風景であっ 1: 。

外図の影響か受ける嫌になって か ら、パ レス界イプ r= L次第に大告すよ主It築ド 主てられる 様になリ 、何

れ L外園 の建築家の設計になるも のでわろが、その初期! の Lの 11 、大とI t 築ご に11イミ遁常にも凡て意識的

に地方向宥の機式た踏襲L 1 : 1， のであつれ。

併 し 、 Ｑ Ｙ ＱＸ 、 年に英国 がパレスタ イ ゾの 委任統治か行ふ械にな ってから 、 ｲｾ ｘｊ， ￍｉ［ ':lの 近代逮築の影響力f 漸

く現 11れ初 め、而 L その方が保守的な設計者の手にな るアラピヤ風のしのよ 1) 1 " 却って列有の述築物

さ調和Iする 二さ が後見ぜられれ。

ユダヤ 農民 の最初の移民地でわる Bet h A l pha. T el  J oseph.  T el  Aviv で 11 、民 家11 初 め航のテ Y ト

古木材さ鋲力のバ ラY クであリ 、経! 交ぜいへ 11: ;性の上に屋根 11 : かりで 、壁 11蚊 霊地元P委し 1: 1ごげのしの

であつれが 、人口が精加し者11市が次第に波大するに従っ て、 コゾ O リート透の建物 D{漸く数1}?J 脅すに至

つれ。

T el  A viv で 11 1. 908年に 11住民僅か60家族に過 ぎなかっ1: しのが、10に年に 11 5C、Jヌ加入さなリ 、今日

で Ｑ Ｑ 先づそのＮｊｾ去に ＱＱ 建して ゐるにろ う さ言 Ｑ Ｑ れ る。大告す よ集合住宅が匁， ａ Ｒ つ づ っｾえて行く 割合 さ

すよる。

こ の 都市に ＱＱ 既 に立ｩｊｎな建 築 法 規 が設定ぜら れ 、 ピルデ イ ゾゲ 聞 の 距離 ＱＱＱＸＩ ｾ 至 Ｒ Ｐ 択かＡ 必要ごし Ｎ 法

築 面磁 11敷地 の4 0 %1 . J . . 最大之する等のこさが規定ぜられて ゐる。

新建築 Ｑ Ｑ アヲピ ヤ風の も のさ ＱＱ 異リ 、 見 ｈ 青しのよ い 方に完ま た 日小、 て 、 投 開 ＱＱ 西 から海風 Ｑ ＮＢ， 採 リ入ｾＱＮ f屯

11策風た受ける様に設計ぜられてゐる。

材料 11 コy l} リ - 1' ，石材及雨者の併用である。

一方各所に行 Ｑ Ｑ れる都市計誌に ｩ ｾ ｬ ￲ｬ 、 新建築の建設 が あり 、 何ｾ ＱＮ ｌ ナ千 ｹ 、の 僑に渇 乙 か ら 追 放ＮＺＺｲらｾＱＮ 1:  

建築家や、 その闘で 11建築家さ して経替的に成立れないま毒に この閣に安住の地 1}?求め1: 人惑などの' f に

依って計董ぜ られその結果さ して新 しい様式の建築が漸次ア ラピヤ模倣 の建築にさって代り つつめる 現

状であろ。但土着民の住宅に 11今日も倫土塊の家が建てられつつ あ るが、1ごからさ言って 、大きな隼校

。ア月一干メ y 干の建築にまでこの行方ら この地方の特殺す正風土系候に遇するものさ して 強制する 二三

11不可能であ る。

都市計重己して代表的なも の 11 2 つの 同心固に沿ふて主任地域が計鼓ぜられれ Nahalal を第ーさし、

苦手働街の計重で 11 Histadrut h.  Haif a がある H aif a に11道路計弘ぐから 建築の様式 まで法規の束縛ら受

げて ゐる。 これ l主主さ して A lexandel・1{ lein に賞ふ所のものであるが。

以下 ＱＱ バ レス 界 イ ヅｼ二 於 げる 新建築 の 資 例 であるが 、 これた直に匹ￔ｜ ｾｩｬｬ 巴や アメリカの標準 Ｑ Ｎｬ＿ 以 て 批卵 ｬ

するこさ 11いさ さか問であ る械に，旬、 11れる。その理由 i1壬事1.l?急;い だも のが非常に多いの芝 、一つ 11工

貨の不足である。こ の雨者 11建築の外淑1 . } ? 左右する大きな要素であるからである。

パ ν ス9 イゾの新建築 11今 111，母 その括i1 i A期にある。 t空際商品大に於げ る新建築の直認に過 ぎない Lの も

決して少く 11 ない。 lf:(.にこ の地方に適合し1: 建築 11寧ろ将来に期待すベ告でわらうさ 忠、 ふ。

( A  

1126 パ レ ス タ イ ン の 新 建 築

Nahal al  都 市

計 霊 鳥 撤 回



事 務 室 反 主 要 請 棟 外 観

5鉛逸から i重放ゼられれ30人の

鞍師建に依って T d A vIv の 郊

外に設立ぜられれ病院。 .l¥x待

費文ac床。樹立の建物 11事 務所三

隔離病 室 ぜ 機 織 安 置 室 三 で あ

ろ。

( A c ht匂ect u山口百叫a川1叶I F OI'川u山n川1

193日より 〉

パレスタインの新建築・ Tel Avi v の共演病院

I  ADMIH1!.TlATI(州

2'MAtN  &Ul LD刷 6

5  QUAI UNTl NE  

‘ SEI:.. V1CE  

1 陪 平 面 圃

主要病棟 、隔離病室及機拘置装置室外観

建築 家 ｊｯｾ ･ ｰｨ＠ Nruf eld 2 7  11 



集 合 住 宅 外 観

各戸 Ｒ 室乃至 Ｓ 室に 手作 家三重所さが ｾｦｴ ｾ 、

て居り ｬ 戸Ｗｩ［リ工費 Ｑ ， Ｙ ＰＰ 郊である。 Ｍ ｾ ［｟ ［

( Archi t cct LI1'al  F Or Ll 1刊 Dcc. ，1936 より 〉

Tel  Av i v の集合住宅

11 2 8  パレスタインの獅建築

Tel  Av i v の苦手働者ア，号ート

集 合 住 宅 平 面 園

u.. .l ....' ..T  

。ーτ- ，，-寸τ寸す寸s

害事働者アパート配置園

行、
、>

努働者アパート外観

建築家 D.  Karm

'  

建築家 A.  Sharon 



外 観

(，Y MNA SIUト必

"8 

R 当 時 雨

1 陪 平 面 園

パレスタインの新建築・ Tel Avi v の小皐校
建築家 J. Sbifl 田 an 2 9  11 



T eI A viv が新 しい パ レス 9 イゾの 商業の中心で あ

るこさである こさ1，t 世界に示す然の博覧舎が 、 この都

市の北部に 開催ぜ られれ。建物 11半永久的7.J. 構造で 、

設計にm，Ui慢しれ建築家の顔仮が示す如 く非常に 新 しい

ものである。

スタデ イヤム 1.J? 11 じめ大小さりどり の建築さ空地が

敷地全穏に釣合よくそして巡覧に便利なる 様 . 配置ぜ

られてゐる 。

陳列室には その地方の俊民 Z 労働組合の活動の結果

さえP示す所の手工業品 、英国商品 等が数 多く 1¥iR列ぜら

れてゐる。

( A，'chi fectLlI 'al  FOrl l l11， D ec.， 193u よリ 〉

スタテ4 アム外観

、 I尊 覧 禽 場 - ｾ ｾ＠

建 物 配 置 の 様 型

11 3 0  パレスタインの新建築 T e l  Av i v の博覧禽場及スタデイアム

建築惨 Ri chard Kauf f mann， M.  C.  E .  Pat aky， J oseph Neufel d， 

Arj eh  Sharon， E.  Gi doni ， A .  Averbouch 及 F. Gi nsburg.  
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一 一
平 百 固 と 立 商 圏

高さ 17メートル花| 詣岩の 7 ・wY  IJ よりな る

門大な砕石

j ' F. 固にはお1反のjj j p 個たつ tJ 1!l11llIIに It ""ヌ

Y  子大の名 {，j ご比 の旅 l輔の受玖; i i llfi l Y<l?銘する

千年でめっ1: 。

脚元の祭喧に /1 彫 刻 家 G iaconl 0 Mas c ll i  

のモデル によ る勝 利 率のi象を芸斑 百に芸11み 、

階段に /1巣色の石 1..，用 ふ るこごに考へ られ ¥

居 れが この 記 念 碑 111正ー地 さ れな かっ t :。

くじ A l' chi t 己ttll l' a Itali ana， Nov "  1933 より 〉

鶴 製 2

〈イタリー) 兵士遺への記念碑葉 ( トスカーナ旗圏) 建築家 A gnoldomenico Pico 3  1  11 



待 合 室 内 部

PLANS 

FI RST  ｾｌｏｏｒ＠ 平 面 園

合ト 翻

患者の大多数 11) オーから 18オ迄の少年であるさ云ふ歯

科診療所である。待合室さ遊戯室が主な大きい昔11屋であ

って 、オ寺に遊戯室I Hlt物の 日誌りのよい 官[11に 函 してゐ

る。詳細 さして 、 この建物の設計から事ぶべ吾 鮎 11普惑

でないEl l ! ' 際によ 't!: 1: 歯科杓子三治療室の悠廻 リである 0

ｾｬｦＺｴＺｴｊ＿ み て う まくやってゐる ｺｮ 、へる鮎 Ｑ Ｑ 、 特別に設立「

され1: ! t I r 築金物、造作、必動t位灯 、装備 JJ 』である。

くT he Ar chi tect ural  ｬ ｾ･｣ｯ ｬ Ｇ ､ ，＠ Nuv.， ID3刊より 〉

11 3 2. ( 7 メリカ 〉 少年歯科診療所 建築家 Harri s  A  r mstrong  



Ran川 h Gan の 住 宅 外 観

= = - 二 三コ」一一一一

向 上 1 ｾ苦手面園

T  el Bi nj ami n の 住 宅 外 磁

パレスタインの新建築

Ra ma t h Ga n  e: 住宅

Tel  Bi nj ami nの住宅

建築家 J oseph Neul el d 

建築家 A .  Averboucb 及 F. Gi nsburg 

3 3
11 
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右 l 階 平 面 図



この住宅 の待 ｩ 教の主なるもの ｉｴ 、 第一 ｉ ｴ 自由な ν ｾｊ レ

に巧に酋日置ぜられれプラ Y であり 、第二 It その* 卒 に突

出され1: 1克之 、 プラ イy ド な 壁面 之、集中され1: 怒剣

芝、巨大な煙突ごから来るラ イト風の外観である。

書翌 年 芝居 間 さ食堂さの中央 に ｉ ｴ 巨大なｾ 越 が設けら

れ 、 その 3 : : i . ' 1: から別用 出来る械に巧に商日置 されて居る。

妓壇 の脅脅さ上部に取られれ天窓から の採光 さに依って室

内It 立i辰な温室さに利用される。

敷地 It 前方さ後方 さに道E寄ら控へて居るので 、玄闘 It

前面に 、自動車庫 It 後方に取られ てゐる 。

大さ 27，α)() 立方択 、I立方日R'ii1;・リ 43セゾトで ある。

てAr chit ectllraJ l."' orl l m; .  Dec. ， .1933  .よリ 〉

居 間 内 野

11 3 4  ( 7 メリカ ) ミF ラン Fの住宅

. 側 外 恨

1二 階 平 面 個

地 階 平 面 画

建鏑家 Al den B.  Dow 



i 究 都 市 計 霊 欄 l

Goi ani a の中央農場及シビックセシターの針重案

? ラジルに於ける建設中の新首都

Goi ania の 南 部 計 書 闘

G oyaz  ＱＱ プラ グル に ｾげ る ＧＢ Ｑ Ｇ 央の 大な る州 一 ・ つ であ

る。南アメリカの三大河一 一
A Ill aZOtl ， Sao ｆ ｉ ｾ｡ ｬＱ ｣ｪ 町。

及 Pa悶 na. ーー の流域た占むろ 、風長補告の如き風光明 j灯

な さ二ろ の一つ にして、一般に健康にして且つ浪暖な是正

候である が 、之れ 11此の地方が比較的高燥な ろ に よ る

ので ある。自然的な魅力 Z 地域のE認定であるこさ が遡 接

に組み合さ つれで云 ふ事賞「がプラ : / 1レの首都さして比の

地 元Ti塁捧し1: ごころの有力なる 理由であ ろ。更に、sB沃

な る地方、; 直常すよる主主候及 自然に 地理的i傑件が備っ て居

るので 、Goy az 11金慢さして比の闘で最 L 霞んだ 9' 1・lさ

な リ得る可能性 11わる。

Ludovi co ｔ 目立 ｪ ｬ ｾ｡ 博士た州長官 さ して居る現夜の 州

の 政 JFf 11 非常に不遁嘗11. 位置に存在して j苦る背か らの

Goyaz た現在のさこ ろに移すこ さら決定しれのであ る。

法律が制定する 以前、博士 11市街地開後計設の研究の伐

めに二度ばかり波米し1: 都市計型家 A l' l l l amto de  ｇｯ ､ｾ＠

博 士がその位置の状態の調査 1Ta!寸Eされ、此庖に 述べ仁

川 iき好ま し告 報告か州政府に なしにので あ るo 此の新

者11市の北 部の計蛮に 11 ;; ・') :/ 11/ に 於げる 他 の都市計1) ; : -一

家 Otti lio C on'eia  Li l l l a 氏が任命 されれ。 数年間リメー デ

ジヤィ、 口の 都市計主主周の 局長たして 居つれ GO( ty 博 士

11 その後 ' T' eixeil 'a 長官によって 、彼れの以前に 手が (j

1: 計叢た完全1t ii十第一三す る事た委溺 しれの であっ1: 。比

の仕事に闘 し技師の W em el' Sonne，' bc，' g 及公共建築の

計撃た完成しれ建築家 S alvadOl ' B atalha 民等の助力か

待 1: 。

Goi ani a 11 50，α氾人の人 口の然めのす十設で之れが膨脹

に就 て11周閣に総地帯〈グ リ - :;/ペ Jレト) 1t 形成し て居ろ

公国道絡によっ て制限 されて居る。

( T he  A lll e，.ic :1n  C ity， N川.，19: I H よリ〉

くGoi ani a の計霊) 3 5  11 
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農 耕地域

遊戯運動場

2a 市 の ゴ ル フ コ ー ス

3.  Ragnley の療 笈所

4  了. 業地 域

5. 組合によ っ て閉援さ れ 1:

性宅地

6  γ グイ クセ Y ? <

7.  ¥Vythensha w 公開
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十

苦手放の附して Ｑｾ v  、部分 ＱＱ 現 在殆んご巴 ｊ ・ｾ ｴｉ￞Ｎに してＱＧ ＱＱ 又 ＱＱ 例入所有の土地である。で 、 此の土地 ｬ 主将 Ｕ 長

官英町に Ｖ 乃 ｾ Ｑ Ｒￃｾ 族程皮 の 密度たヰ ｦ す イ ｴ 府地域 ごして 指 定されて ゐ る。

白 地に 斜線ら以て ｾ して居る数個 の ［ ｊ 、 面積の 土 地 Ｑ ＱＮ商業，Ｏ Ｐ 心 地 Ｈ ｓ ｮ ｯｰｰ ｩｮ ｧ center) である。

上1i I'. の以外のしの 11 、 その原闘に は それぞれ着色してその用途ら示 して居る o Ｑｾ Ｏｬ ち 比鬼に採録しれ

I罰百で苦手携の附してない L ののな かには 、既存 及計i !rの公極 道将 、存t ! ミ叉111災定道路、鍛 造、河川、

将来の住宅経後地、 組合 の 土地 に於げる 花的関習を地、感校、教合、 ホテ庁 、劇 場、浴場 、闘書館、警

察及消防署等があ る。

( The A meri can  Cit y  Nov. ， 193日 より )

11 3 6  ( イギリス) マンチヱスター市による Wyt hens haw 開設計董
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j官ーのプツ勿レビ ュー11、我閣に 11 、 まに行111' 1.

てゐ1( ｾ、 。多 いの Ｑ Ｑ 待 員 官官紹 介 で あろが 、 これは

さほめて簡単に 、本の序文 、或11 目次 1.e凡て 、寸

評かこ ころみれ Lのにすき・ない。大新聞で11 、週

l二一皮f立誠事，t 頁 110 きい て、容絡の 批評九?のぜる

"!;: 、評者の多く は その書籍の著者の友 人か或 11 門

へで仲間lまめに紗ろものが多い。梨容頁で 、批評

され -l ゐ る曹の、府告が 同じ頁に大きく出て ゐ1:

リ すろ ＺＺＺｾ 、- ?I 二7J ろ。本誌のアツゲ レピ 1 ー11 、

大惚本協令への苦手溜香港点 にする が 、 そのf也の L

ので も比較的新刊で熟設して 、批評、紹 介の債依

わリさ認められる Lのについて 、厳正なる 批許可F

試 みんさ す るものである。本月貌で [1 次の三替の

批評1. t する 。

1な

大 大 阪 年 鑑 昭和 12年版 四六版676頁 1. 5聞

大阪都市協合資行 、本容 11大阪市庭、内の大 阪都市

協舎から 安行されれ もので ある 。 その 目的 [1 、大

阪市の現状 さ貸勢力を正し く認識把握ぜ しむる に

ある 。内容を遁設して みるに機 設、人 口、土地建

物 、行政 之政治、貿易 、工業等 その要目 46にわ1:

リ、最 新 さ精確な詑油でみれ されて ゐ る。その記

述法! ' rIl なる 統計の集ま りのみでなく 、各裏目共、

始め l二歴史的役逮がのべられ てゐ るか ら、大阪市

冷具惚的に 立躍的に把握 し待られ る。必要のある

時 、持 ち出して見 るさい ふにさどまら ず 、遁 讃 し

て面白き穀物でも あ る。輿球的に [1、「大阪人1 人

が映縮か l 年 に何回裏目ろか」等いふ項 目もあろ。

叉筆者開係の小項 目もある かさ西天満 衛生組合 、

生野衛生組合等の組長 、代表者の 名古，;1るも さめて

みたが、確貨にで てゐ る。さに か く、我協合員 さ

して 、是非 1 冊目 そなへなげれ ばならな い替符で

わ る。昭和 12年版に務蓮すべき 11 、

( ，¥)  { 11l?ω銭1! l :にす るこさ。

( 8 ) 各項目に必要な る地闘 10集住吉p挿入す る

ー、p

、. 、。

( C )  内容の索 引をつ げる こさ。

( 0 ) 統計邸表に 附 記 L 1: 英語ら削除す る こ

、。

寸(' ;f) る。

-{::{ 

日本 文 化 私 観 プル ーノ、 t< tl 1、平年 新菊版

238lT 3悶 明治啓服務行

本容原名 11 i jf. j¥liK巴人の目艮で み1: ーー ユクポ ゾ

の婆術」である 。本智'11氏の昭和 ? 年に著されれ

「ユY ポ ν 」の姉妹殺 で、前者が第 1 印象の新鮮な

ろ記述さ すれば、今度の著 11在 日数年 日本文化の

内容的研究た埋ま表さ れ1: 氏の 日;本への置士産であ

ろ。筆者の考へ ろ所に よれば氏の「日本文化花車t I

11、我 々建築家の問に 、不営な穂高く評{賀ぜられ

てゐる三 考へ るので 、今夏本書 1l ? 紹介する 必要 L

1[. い『コ うに忠、はれるのであるが 、遜設し 1: 感想 1.e

R各注する。

本容の 内 等 ＱＱ 、 「 床 の 閉さそ の ｾ恨 ｵ わき ら め 」

「メラ Y コ リー」、「童華街J i 第 3 日本」 の 5 要 白か

らすよってゐ る、本番第2 1頁に[1 t< ウト民のスク ク

守にか k ろ床の間の園があ る。こ の床の間の 懸[1

t ド分切 断さ れて、 N1J11JO使所の 中が防臭剤入の瓶

まで潟 されてゐ る。床の間 11;文化 、婆街、自由 1}?

使pJr l1武力、経、'tJJ 、P! 1fiIJ等の象徴かさ 考へ られる

が 、 この雨聞の聞の葛藤さい ふ事が、担守下氏の

日;本文化破の基本をなして ゐる。 この 放に 、「め

;きらめ J があ り、 又管年 [1 Tメラユ/ コリ ー」に陥

ってゐる 。こ れがｾ 衡に 表 Ｑ Ｑ れて ＱＱ 床 の 聞 の 精紳

の勝つれ Lのが優れ 、便所の勝つれ建築11不可 さ

なすのであろ。 i 第 3 日本J 11、西欧の文化吸牧

後の我が H本の文化かさすのでわるが 、「ー惚第3

. 一一 日本一一 上涯の如 奇蔀ーぜる 文化の凶日本の

曙 光 Ｑ Ｑ ｾ に 、 微か な がらも照 り初 めて ゐ るのでわ

らうか。率直に舎へ ろ事が 必要 であるな' ら11. '，

「否( ナイ ν) J さ符へ ざるた得ない。J :::第325頁

に詑 されて ゐ る。

私の考へる底に よれば、 日本文化た二元的に見

る慮に於て、タウ ト氏11すでに談ってゐる さ信ず

る。こ のこ元克服 11我 々の先祖 11すでに鎌倉時代

5 5  11 



( さかの l i ' tLl 1聖徳太子の時代)1こ結末をつげてゐ

るので 、 この精紳ド表 11れて 、茶室になリ小堀主主

州、|になっ1: ものさ考へるので 、かく考へなければ

日本文化の本質 11決して甥解し得 られろI ， Qでな

い。 11 本 文化 t. t静の境地主見る の し 静中の動ゐ

宥取得さ・ろ西洋人の遁税であろ。見に角 、 古 ｬ￭ｬ ｾ 管 ＱＺＭＺＮ

Y ポヅ」の草芸術批評に比し て、氏の文化税に 11幾

分の言分がある。

然 しその 記述、議 論のれて方 、Ol lのさり 方に 、

我 々があまりに 見なれ て、来づかね里占t. t 多く 指示

されれ勲等か ら我々建築家の是非ー認を望ま しし、

本である。

明 治 大 正 建 築 寓 翼 素 質 述 築 事 合 編 四 六f存

版 闘j仮152葉 、 3.5閲建築祭舎をま行、明治時代

の研究 11明治の終リ 、大正初期に回顧的に行11れ

に。営時 11資料も多く 、旦あまりになまなましい

のですぐれれ業績11表れなかっ7こ。明治研究の第

2 期比大正 12年の大悪災以後であろ。一患にして

明治以来の文物も這 ｴ ｾ まも被援されて今夏の如〈明

治 たふ リかへ Z 心持になっ1: こさ芝 、珍資料嫡出

しの興味等もあり 、旦営! 専の民主主義が 、明治初

年の自由主義検討によって新しいと主命た得ゃうの

念 があっ て甚 ｩ ｾ Ｇ 盛 んであつれ。その結果の大告な

牧草 ｾＱＱ 1 " 明治文化全 集J ＲＴｾ である。同金集の

「自然科撃編J 叉 11 I 西洋建築雛形」なろ隷警が

載ぜられてゐろ。叉、研究家石井研堂氏の 「明治

( 5 1l T より綴く〉

第l Slll 本令ノ施行ニ闘スル細則殊ニ地方計叢

委員合ノ行政的 及財政的職能ニ '*'1スル規定 ρ 参事

院ノ議チ経訴か命 令チ 以 テ之チ定ム。

自車勾修 大統領ハ大 統領令チ 以 テ、闘係膝合ノ

意見チ捺寺担 pレ後、本舎チ Haut -Rhi n膝 B as-

Rhi n 駁 及 Mos ell e l犠 = 遁 用 ス ル 燦 件 チ 定 ム ペ

γ 。

. 21儀 本 令 ρ Alg e，'ie ;11; 1'也ノ楠民地 = 封 γ テ

11 5 6  

事物起原」に 11建築住居の 1 ｾ震がめ つ て輿水多 Ｒ

記 事 が あ る 。 然 し な ん さ い っ て し 上 詑 11 一般読

物の こさ故、我々のわ告 7こらぬ虚があろ。本格的

に研究されれの 11 堀越五郎氏の「明治初年の洋風

建築」であ リ、 又大熊博士にも多〈の論文があ

る。叉、工準舎で編しれ「 日本工業史建築章者・J 11 

椛威わる もので はあるが 、編 者 中 村1理士も云 11; 1，

1: 虫nく、他編さの釣合上削除し1: 分多吾こ芝、資

料が宮殿閥係に のみ多告事等、我々た満足ぜしめ

ぬま古がある。こ の際建築撃舎に於て昨年の50j;' il .1r

紀念展官舎第 3 郊に 出陳 して多大 の好評か博し1:

「明治大豆途築潟y :O長覧」の聖堂刊を見1: 事 11我々

の甚だ喜三すろ慮である。ついて 見ろに明治元

年よリ大豆 15年記に 1: て られ1: 建築中 、時代 7. l' 代

決し、社合的に著名で、特徴のあろ 、由緒深 }主tt

築1. l ? 、底〈設計者1J?網羅し 、 その潟! f 1 ，1 ，竣成常時

のものによって 250の建物の篤挺た集め7こもので

ある。明治大正建築史の唯一の原披的作品であ

ろ。我骨 11 この香るながむろ事により明治、大正

た憶ひ 出し 、限りな苦感慨にふげるのである。附

西地方の分も第 2 闘の造兵寮より最後の第 250 悶

大阪府N i まで30数回が集録されてゐる。欲た認 め

11、各建物の主要階卒面園 11蛍時のさt二活状態がう

かが 隠れて是非必要なのであるが、こ れ 11 、美の

恒久性の 問題さ共に後人に遣されれ 2 つの問題で

わらう 。

本香 11是非建築家さして 1iHt l1香努に備へつく

べ吾害であらう。

モ之チ施行ス。

本令ハ 巴里地 方言十家ノ施行ュ闘ス pレ1935年 7 ) 125 

日ノ大統領令ノ定ムル燦件ニ従 ヒ巴里地 方 ュ之ヲ

施行ス 。

第22儀 1919年 3 月14 日ノ法律及 1924年 7 月19

日ノ法律第 8 燦及第 9 憐 ρ 之チ底止 ス、

註 訴I注の如く 、 1919年 3 月14 日の法律及 1924年

7 月19 日の法律第 8 j l様及第 9 傑 11都市計裂に

附する市町村の協同 1. t 規定 し7こし ので ある。
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5. 昭 和 11年度常務合引総事項検討ノイ11:

6. 合 員 詮 衡

静

~

一回

時

所

出席者

4幸1:
I
J賛助員よリ 車事絡

語申戸市須磨l酎 11: 貌 町3 ノ79

( 最中戸市役所管絡 課〕

主主別賛助員より料Nf

尼崎市杭潟字高岡22 ( 尼崎市役

所〉

尼崎市中在家町3 ノ; )24 ( 尼崎市

役所替繕謀〉

西成区南紳合町33 目至方 〈大 阪

市臨時校図建設所〉

京都市伏見極深草願成町2( 大 倉

土木株式合枇〉

ｾ中市廊岡田 ｊ ｬ Ｑ ＹＱ ( 株式合枇銭

高組〉

* 成l亙束桃谷町2 ノ 11( 尼崎市役

所管繕課〉

旭l! ' l i 貝脇町ω(1.t 烏組〉

港区九係遜 l丁 闘96 ノ 1 ( 土木建

築主主請業〉

京区大手遁 l ノ2o松村組内〔株式

令尉:松村 組〉

普通賛助員より車事fif

東成区生野岡島田了 170

臨時校図建 設戸 ｾￎＧＩ

普遜賛助員より車車体

兵庫綴武庫若u: 木村高木2o2

〈大阪府建築課〉

府下池同町本町上回辰蔵方( 上

岡建築事務所〉

府下吹田町高畑 1465 ( 大阪市臨

時校園建設所〉

住吉 ｬ 亙南同法松原住宅 ＲＳｾ ( 鹿

者

動

曾入

員

君

君

男

市

忠

一

瓶

一

場

倉

石

市

竹腰高IJ 令長

小川主言E

樋口 主 詑

tド村主計

新 名編車II

吉岡編総

岩 井全 三郎 君

市中林; 守三郎宕

木 間 徳太郎 君

; 民治君

続君

1孟君

忠、興君

柳 湾 攻 君

山 村 和 夫 君

哲 夫 君

泰雄君

i革推君 ( 大阪市

信太君

男 君

谷

西島

小川主 ｾｅ

中西主 ｾ ｅ

清水主計

伊膝編輯

堀口編輯
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正雄君

君

森 本 多三郎 君

曾 ( 第 l 回〉• 常

4) i  

務

E主

叫，.

f告

塚 原

中 間

大 坪

縄内

角谷

拶I

武本

古里岡

三 浦

議 事

1 . 常務合定例j 日決定ノ件

2. 1 月例舎 ( 新 年 宴 舎〉ニ側スルイキ

3. 常設各委員合委員、各幹事令幹事半数改選ノ

イ牛及各合初回開令ニf U .J スルイ牛

4. 日本「ポルトラゾドセメゾト」同業令 ヨ リ申出

二係 Jレ懸賞論文募集ニ闘スルイ牛

5 日本工業新聞枇主催図際工業大博覧合後援方

ノイ牛

6 雑誌害事J. 官二胸スルイ牛

7，昭和 11年度常務曾引総事項検討ノ件

8. 合員詮 衡

l 月18 日午後5時30分 一7時30分

建築材料陳列湯

理 事 松本初l令長

監 事 波 部 監 事

常 務 弁上主詑

中海主詑

樋口主詑

中村主計

新 名 編 斡

吉岡編輯

1. 1月例舎ニ側スルイ牛

2. 2月例曾= 闘ス ルイ午

3. 常設各委員令委員 、各幹事合幹事半数改選ノ

イ牛

4，各委員合及幹事合初回開舎二闘スル件

村間

曾 (第2回〉務常

時

所

出席者

l 月12 日午後5時30分 - - 8時

建 築材料陳列場

理 事 片岡合長

松本高IJ合長

波 : 郎監事

井上主詑

中西主詑

清水主計

伊藤編輯

姻口 編輯



島組大阪出 張月Ir) 植山 陸太郎君
宇治山岡市宮川町367ノ6 ( 日本

波主島 武男君 普ー主自賛助員より車事格
赤十字社三重支部山同病院轡繕

尾勉清四郎君 普遁賛助員よリ鱒格 課〉

西村 勝 君 ［ＮＺ ｴ 郊市左 京 ｉ ｾ 北白川西町 ＳＶ ( 大 島問 一君 住吉区安立町4 ノ5 1( 堺市役所土

阪司子園大祭倍絡課〉 木部技術課〉

= 好 {事二君 住吉区阿倍野筋2 ノ33 鹿島組内 仁 木 統 治君 東淀川区三園町731く合名舎祉竹

( 株式令社鹿島組〉
中工務広設計部〉

地 方 曾 員
長谷川文明君 宇治山岡市宮後町 山崎祭太郎

吉宮田 雅安君 徳島県系撫益町南滋( 白後〉

方 ( 日本赤十字批 三重支部山岡

家 減 武 雄 君 字治山岡市二f条町金光遁く日本
病院生奇繕謀〉

亦十字社三重文部山田病院生奇繕
. 2J ' - 釘' 利三郎君 字治山田市日本赤十字社山田病

課〉

院前( 日 ;本赤十字社三重支部山

江 燦 夏 税 君 朝鮮羅南生駒町経理部合同宿舎
間病院聖母繕課〉

(第 19師岡経理部〉
本間松太郎沼 北l亙南同心町2 ノ4 く大阪市臨時

特 別 餐 助 員

校関建設所〉

森 島 四 郎 君 西成区玉出本通2 ノ88( 自替〉
成瀬;成台Hl rl 君 府下八尾町八尾46 ( 谷建築事務

イ主同 照夫君 旭匝北r-;lJ; 7.l d
l
げ892( 株式合枇アサ

所〉

ヒラス工業所〕

退 曾 者

苦言同 盟 君 西区・江戸堀南主主1ノ7 ( 合資合祉

演岡商広〉
合

員

普 通 貨 助 員
谷岡 '!it君 富 岡 哲 輔君 吉 本 幸 一 君

:r.I! ' $t君 東区空堀i J J i . 3 ノ221古川徳三郎方
小泉嘉凶uli 君

伊東 一晃君 満洲 姶爾主主主事政隠北安街 18 ノ1 地 方 倉 員

Ｈ恰ｾｪＧ賓待， ＩＱＱ 市公暑工務員 ｚ 後繕 推: 原克 巳君 伊藤 光君

科〉
特 別 賛 助 員

池間 晃也 君 小倉市京11汀5 ノ193大倉土木株式
横同 喜一郎君

合枇作業F;r 普遍望書助員

上西 威 君 北区中之島明 日ピル建材祉大阪
保関 稔男君 佐 藤 佐 七 君 遠 山 信 透 君

出張所
中 村 重滋君 松 岡 支 雄 君

小 関 正 二 君 比花区中江町45

轄 居 轄 勤

大 海 敏 夫 君 比花区朝日橋遜3 ノ13

1m燦 太 郎 君 神戸市林同区前原町 l ノ92( 置腹
舎 員

建築事務所〉
小林 消君

港区西国中町2 ノ; 辺

近藤郷次郎君 兵庫県系武庫郡精道; 村打出芳竹目
山原正美君主 西成匿西萩町40西萩荘園内

七く近藤商応〉
古 井 康 男 君

兵庫j際武庫郡精進村打出中関 16

高 木 正 三 君 尼崎市滋字入反田 16中井方( 尼
問土 王手一君 兵庫県系武庫郡大庄村本岡沖9 12

崎市役所経絡課〉
松 村 弘之君 住吉医松崎町 l ノ53 富士川ゾジ

中 甚之三郎君 旭匿新喜多町 198 ( 第4師閤経理
ヨ プ

昔日工務科〉 塚 安治君 旭医貝脇町60

* 本 貞一君
住吉 ｉｾ 帝 塚 山 ｬ ド Ｔ ノ ＵＷ 酒井工 務 中 西 和 夫 君 !22中市千歳遁2了目角

月「 川上 要君 徳島鯨板野郡北島村西高房大林

森 本 光 昭 君 尼崎市南減内 201( 尼崎市役所後
t且高房出張所

繕 謀〉
久保岡英雄君 東成区東桃谷町 l ノ5816
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築関 忠夫君 北区都島南遁2 ノ7浅 野方 普逼量産劫員

佐々木義夫君 J l 島市荒神町249 濡 回 峯 雄 君 東淀川 lilli 三津屋町 14 ( 鹿島組大

松 本 英 雄 君 徳島市常三島町 197 ノ3 阪管業所〉

鈴 木 孫 市 君 旭区江野町466 弁奥 議君 西宮市津門字高松阪念野球場建

羽問 主主投君 港区磯路町磯日寄ノl、撃校建築事務 築場竹" i ' 出張所

p) i-

高木 登君 市中戸市市11戸医 山本主主4 ノ97

高岡興三吉君 東京市牛込区東五軒町4 s 長組東
吉 津 千 吉 君 東京市型島l亙池袋3 ノ24-80 泰正

京出張所( 長組〉
館内

高橋健三郎君 西淀川区加島町 12即
山 岡 貞 夫 君 長野県系上岡市鐙紡上回工場建築

西村駿一郎君 B青島市大手町7 ノ32
係

後 藤 武 一 君 東京市杉並区西萩窪 l ノ185 ( 東
白 井 俊 雄 君 厳島市外府中村者 l) :;/ピ ール舎

洋鏑材紙式合枇川崎工場〉 枇述築場

後 出 消 宣E君 涌井県系坂井郡東十殴村岡島後出
角 谷 一 郎 君 西隠土佐堀3 ノ24銭高組内

五郎方
視 野 健 作 君 久留米市柿原町 1丁目 10ノ5

橋 詰 直 明 君 東京市I f r 岡谷区代悶2 ノ674
後 政 幸 男 君 港臨南八幡屋町2丁目 57ノ2疑 次

波主是 主F話器君 府下E豊能郡9 . ' M津村垂水
郎方

安 井 芳 治 君 京都市中 京区西ノ京御輿ク 岡町
山口 均君 住吉| 孟北同議町743

市立第二商業祭校吹築工事場鴻
片 山 一 郎 君 京都市中京区坊城三傑下ル

断且作業1斤内
竹中工務 広京都支底

大嶋太一郎君 名古屋市 西区北押切町切鮫67伊
熊野 1Jf. 君 旭区赤川町4丁目卒利自官( 大阪市

諜工務広名古屋支広 役所経理部毛筆繕課〉

大 村 春 方 君 府下北河内郡友呂岐村香里懐ク
岡 村 忠 雄 宕 京都市吉岡二本松町 17柳同方

丘
西村 動君 市中戸市湊来庖稲原町391ノ2

須崎 幸次君 府下泉南郡王手木町磯之上小撃校
正問 晋君 北区東野 同町9 ノ4宥馬館内

]IIJ園 道 *

首iJ 原大二郎主主 住吉区阿部野筋5 ノ17 アパート 死 亡

箱屋

曾 員

波 注 久 雄 君 神戸市灘区徳井弓ノ木町 19

高橋 3乞君 昭和 II 年 12月27 日逝 去

久 間 真 吉 君 住吉区桑津町264ノl

名 警 賛 助 員

地 方 曾 員

山 本 文 一 君 新京特.8
I
J市城後E寄白山住宅341

高 山 長 幸 君 昭和 12年 l 月19 日逝去

牧野正巳方 ( 満洲園修繕需品局

く謹んで哀 悼 の 意ｾ表す 〉

後繕潟〉

曾 員 名 簿 〈昭和 IZ年度〕 正 観

* 回明三二沼 大津市金:原町32

手代木善根君 府下日大同町 1412 73真 山口正城の行"i ' 住吉医住吉町 1311長谷川

淡 裕君 東京市北多摩郡三潟村牟W!l 3回
方 三わる {! 府下中河内郡八尾町八尾71の談

永湾 首宣雄君 東京市小石川区宮下回J 56

守谷 茂君 東淀川区三津屋中立ll3ノ62
74頁 山 中 政 ーの行中 電北演さめる{ ! 本町の談

森 野 和 夫 君 京城府青葉町2 ノ9

竹 内 六 厳 君 東京市溢谷区氷川町9
同頁 山本正霊の行中勤務先{ ! 古賀建築事務 所で

古川 盟君 施岡市爽院古漬34
旭区今耐町60大阪工場共舎三わる { ! 旭E 今

吉村滋話器君 長崎市下西山町9間組合宿所内 福町134古賀繁登方の訣リ

特別重量助員 ＹＷ 頁姻同ｬＧｾ次郎 の 行中 Ｕｾ 次郎さわ る ｻＡ猷次郎

牧浦 ｾ司君 府下中河内郡長瀬村金附208 の訣リ
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に、 本盟主の然に執鍛えpイ制頁し1: 。音量行 日の正確

の 然 に 催 促 極 め て 念 で御 迷惑の多かつれ里占多

謝 、御' J [ 恕た乞ふ 。

。本務より新刊啓紹介欄 f7・; Y) J ・レビュ ー」ら

設け姻口 基吉氏が娩tZぜられる こささ なつれ 0

. 2 月続の編斡11 . 正月に全ての準備えP笠へなげ 次第に /11( い範囲に抜大ぜられる改定である。

ればならないから 、何うしても 遮れ勝になる。 。物償総武の影響た受げて本誌の編斡政主主11. 恰

今年こそ 11. ｾ手 廻しょく事 た蓮んに積りにつれ も約 2 割の削減に巡っ1: 芝同様である 。内容た

が 、 それでや 11. り4、5 日遅れるこ さになっ1: 。 縮小するこさな〈何等かの方法で これ ら切リ 抜

必正月で原稿蒐築基量が原因の主すよるものでわる げ皮いさ考究中であるが、或 11.幾分頁歎 の減少

。本月哉君 11 . 筆者の顔振 11. 多く はないが 、内容 11. 1"，a余儀なくぜられないさし限らぬ。 この結後め

可成大郊のものさなつれ。就中勉弁君認の「衛 御諒承わらむこさた。

星都市の意義」 が4告ら盟主してゐる 。都市計: ru: の .3月盟主 11. 交活 に闘する言者述造物た中 aひさしれ

1  ｾ 資 料さし てー 讃た願 ふ 。 キ寺総量2の改定である。この方面の合員害者民の投

. 宮問 、元 文、森 、尾崎の諸民に 11. 御多比中古P待 稿 1" ，期待する 。 ( 新名〉

竃 績 巴 世 曾

第 20勝 第 2 .

毎月 1図 l 日 断 定 債 11加 50銭 郵 税 2 銭〉

2加 6 嗣( 悶 24 銭 〉

昭 和 12年 1月25日印刷 昭和 12年 2 月 1 日俊行

雪量行・編総

印 刷 人 小 板 常 男

大阪市北庖靭日ピル日本建築悔曾内

印 刷 所 大 石 堂 印 刷 所

大阪市北区玉江町 1丁目 11番地

tt 行 所 ER 日 本 建 築 協 合

大阪市北区中之島3 ノ3朝日ばル

電話長 jt 瀦 (23) 4501 替( 9)

編 ｧ 口座ｾ帳 ＳＹＹＷＵ 替

待約版責底 柳 々 堂 書 ; 届

大阪市西庖京町姻濁子板橋間

電 話 土 俵;t. i l 2判。替

量 ｅ 竜 ｓ ロ自益 ｾｾｾＲＰＸＴ 司書

禁 事 事 載

本獄 lこ掲載てまるものは、一切これら無断にて

縛載し叉 ｴ ＺＺｴ単行本に上梓その他の磁鮒 ｔｾ 毒ゃ

なす二さえF禁? 。

鹿 告 掲 館 料 金

ff 通 I 1 頁 I 1 図
15・∞

聾 温 | き頁 I  1 図 8.∞ 

号制mJ に互い旦 I 45- 00 

h J じ竺ーに旦| 側

一品md L己主ーに_!_I 25.00 

U - 〆 I ｾ頁 ｉ 1 図 | 処∞

表 紙 2 I  1 頁 I 1 図 | ω. ∞ 

表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 I 45剖

表 紙 4 1 ) 頁 I 1 図 | 印・00

建築事務所銭 I ) 欄 I  1 図 I  1・50

〈建築圃係車者案内 、1 ) 欄 I  )  回 I  5・∞

康管掲載御 申込 tt 本曾直接願びます。

本誌購讃御注文はすべ て前金 で本 合直接叉 t::t

4寺約広へ 振啓貯金叉tu幸容で御梯込た願 びま

す。郵多代用 t: : t 一割増、代金引換 t: : t お断り数

します。 li 
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